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キヤノン製品のお買い上げありびと 5 ございまず。 

EOS 2日 D は、有効画素約82日万-高精細大型 CMOS センサーを搭載した 
高性能デジタル AF — 眼レフカメラです。本機は、高精度9点 AF 搭載、全 EF 
レンズ群対応 （ EF - S レンズを含む)、いつでもすぐに撮影できる画期的な機 
動性、簡単な自動撮影から高度な応用撮影にまで最適対応する豊富な撮影機 
能など、さまざまな特長を備えています。 

ご使用になる前に、カメラを手にとりなびら、この使用説明書をお読みに 
なって理解を深め、操作に慣れた上で正しくお使いください。 

撮影の失敗や事故を未然に防ぐため、別紙の『安全上のご注意』、および『取 
り扱い上のご注意』（6、7ページ）をお読みください。 

試し撮りと撮影内容の補償について 

必ず事前に試し撮りをして、画像び正常に記録されていることを確認してください。 
万一、カメラ（本機）や CF カードなどの不具合により、撮影画像の記録やパソコンへ 
の読み込みびされなかった場合の記録内容の補償については、ご容赦ください。 

著作権について 

あなたびカメラ（本機）で記録した権利ちのいる被写体の画像は、個人として楽しむな 
どのほかは、著作権法上、権利ちに無断で使用でさません。なお、実演や興行、展示会 
などのうちには、個人として楽しむなどの目的であってわ、撮影を制限している場合び 
ありますのでごを意ください。 

• Canon および EOS は、キヤノン株式会社の商標です。 一 

• Adobe 、 および Photoshop は 、 Adobe Systems Incorporated (アドビシステム 
ズ社）の商標です。 

• CompactFlash (コンパクトフラッシュ）は 、 SanDisk Corporation の商標です。 

• Windows は、米国 Microsoft Corporation の米国および他の国における商標または登 
録商標です。 

• Macintosh は、米国および他の国で登録された、米国アップルコンピュータ社の商標 
です。 

• DCF = "は、（社）電子情報技術産業協会の団体商標で、曰本国内における登録商標です。 
DCF □ゴマークは、（社）電子情報技術産業協会の 「 Desi 呂 n rule 怕 「 Camera File 
System 」 の規格を表す団体商標です。 

• その他、本書中の社名や商品名は、各社の登録商標または商標です。 

• DCF は、主としてデジタルカメラの画像ファイルを関連機器間で簡便に利用しあうこ 
とを目的として制定された（社）電子情報技術産業協会り曰 TA ) の規格の 「Design 
rule for Camera File System 」 の略称です。 

• このデジタルカメラは 、 DCF 2.0 と Exif 2.21 (愛称 「Exif Print 」） に対応していま 
す 。 Exif Print は、デジタルカメラとプリンターの連携を強化した規格です 。 Exif Print 
対応のプ U ンターと連携することで、撮影時のカメラ情報を活かし、それを最適化し 
て、よりきれいなプ U ント出力結果を得ることびできます 
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付属品の確認 

ご使用になる前に、似下のをのびすベてそろっているか確認してください。 
万一、足りないをのびあるとさは、お買い求めの販売店にご連絡ください。 


□ E 0 S 20 D / カメラ本体（アイカップ、ボディキャップ付き、曰付/時計機能用 U 
チウム電池内蔵） 

□ EF - S 18 -己己 mm F 3 .己-已.目 USM / レンズ（レンズキャップ、ダストキャッ 
プ付を） * レンズ付さキットをお買いまめの場合 

□ バッテリーパック BP - 己11 A (保護カバー付き） 

□ バッテリーチャージャー CG -580 
□ インターフェースケーブル IFC - 400 PCU 
□ ビデ オケー スレ VC -100 

□ ワイドストラップ EW -100 DGR (アイピースカバー付き） 

イオス デジタル ソリユーションディスク 

□ EOS DIGITAL Solution Disk ( CD - ROM ) 

デジタル フォト プロフェッショナル ディスク 

□ Digital Photo Professional Disk ( CD - ROM ) 

アドビ フォトショップ エレメンツ ディスク 

□ Adobe Photoshop Elements Disk ( CD - ROM ) 

□ ポケットガイド 

すぐに撮影したい方は、このポケットガイドをご覧ください。 

□ EOS 20 D 使用説明書 （本書） 

□ ソフトウェアの正しいインストールのしかた 

ソフトウェアのインス I ル方法と、ソフトウェアの内容を紹介しています。 

□ EOS 20 D ソフトウェア使用説明書 

撮影した画像のパソコンへの取り込み、 RAW 画像の現像処理-画像処理の方法に 
ついて説明しています。 

□ バッテリーパック BP -51 1 A 使用説明書 

□ レンズ使用説明書 * レンズ付きキットをお買いまめの場合 

□ お客様ご相談窓□一覧/ま全上のご注意 
□ カメラ保証書 

□ レンズ保証書 * レンズ付きキットをお買いまめの場合 


《付属品は、なくさないよラごを意ください。 

《撮影画像を記録する CF カードは付属していません ので、別途ご購入ください。 
なお、 CF カードはキヤノン製 CF カードのご使用をおすすめします。 


はじめに 


AF モードの選択… 
AF フレームの 選択 
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記録画質を設定する . 

ISO 感度の設定 . 

ホワイトバランスを設定する . 

マニュアルホワイトバランス . 

色温度を直接設定する . 

ホワイトバランスを補正する . 

ホワイトバランスを自動的に変えて撮る 

色空間を設定する . 

現像ノ くラメーターを選択する . 

現像ノ くラメーターを設定する . 

ファイル番号の設定方式 . 

カメラの設定内容を確認する . 


付属品の確認 . 

取り扱い上のごを意 . 

各部の名称 . 

本使用説明書上のおことわり 


撮影前の準備と基本操作 
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画像に関する設定 


AF / 測光/ドライブの設定 


61 


全自動で撮る . 38 

イメージにあわせて撮る . 40 

セルフタイマー撮影 . 42 


バッテリーを充電する . 16 

バッテリーを入れる/取り出す . 18 

家庭用電源を使用する . 20 

レンズを取り付ける/取り外す . 21 

CF 力ー ドを入れる/取り出す . 22 

撮影 ( DS 本操作 . 24 

メニュー機能の操作と設定 . 27 

表己語を設定すな . 31 

電源が切れる時間を設定する/オートパワーオフ . 31 

曰付/時刻を設定する . 32 

曰付/時計機能用電池を交換する . 33 

撮像素子を清掃する . 34 

鮮明なファインダーに調整する . 36 

カメラの構え方 . 36 
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撮影直後の画像表示時間を設定する . 

縦横自動回転表示の設定 . 

液晶の明るさを調整する . 

撮影した画像を再生する . 

1枚表示、インデックス表示、拡大ズーム表示 

ジャンプ表示、オートプレイ、画像回転 . 

撮影した画像をテレビで見る . 

撮影画像を保護する . 

撮影画像を消去する . 

CF カードを初期化する . 


プ□グラム AE 撮影 . 

シャッター速度をミ央めて撮る . 

絞り数値を決めて撮る . 

ピントの合っている範囲を確認する . 

自分で露出をミ央めて撮る . 

近くから遠くまでピントが合った画像を撮る 

自分の好みに露出を補正する . 

露出を自動的に変えて撮る/ AEB 撮影 ........ 

露出を固定して撮る/ AE □ック撮影 . 

長時間露光（バルブ）撮影 . 

ミラーアップ撮影 . 

表示パネルの照明 . 

アイ ピースカバーの 使い方 . 

電子音を鳴らないよラにする . 

CF カードの入れ忘れを防止する . 


r なカメラダイレクトプリント 

1 13] 

9 撮影画像のプリント指定/ DP 0 F 

129 

1 10 カメラをカスタマイズする 

137 1 


内蔵スト□ボを使った撮影 . 90 

EOS 専用外部スト□ボを使った撮影 . 9已 

況用スト□ボを使った撮影 . 96 


画面の端の被写体にピントを合わせる . 67 

AF の苦手な被写体（手動ピント合わせ） . 68 

測光モードの選択 . 69 

ドライブモードの選択 . 70 
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取り巧い上のご注意 

カメラについて 

• カメラは精密機器です。落としたり衝撃を与えたりしないでください。 

参このカメラは防水構造になっていませんので、水中では使用でさません。万一水 
に濡れてしまったとさは、早めに最寄りの修理サービスご相談窓□にご相談くだ 
さし、また、水滴びついたときは乾いたきれいな布で、潮風にあたったときは固 
くしぼったきれいな布でよくふきとってください。 

• カメラを磁石やモーターなどの強力な磁気び発生する装置の近くに、絶対に置か 
ないでください。また、電波塔などの強い電波び発生しているところで使用した 
り、放置したりしないでください。電磁波により、カメラび誤動作したり、記録 
した画像データび破壊されることびあります。 

参直射曰光下の車の中などは予想し^(上に高温になります。カメラの故障の原因とな 
ることびありますので、このような場所にカメラを放置しないでください。 

参カメラには精密な回路び内蔵されていますので、絶対に自分で分解しないでくだ 
さい。 

参レンズ、 つァイングー、ミラー、 フオーカシングスク U —ンなどにゴ S びついて 
いるときは、市販のブ□アーで吹さ飛ばすだけにしてください。カメラボディお 
よびレンズは有機溶剤を含むク U —ナーなどでみかないでください。特に汚れび 
ひどいときは、最寄りの修理サービスご相談窓□にご相談ください。 

参カメラの電気接点は手で触らないでください。腐食の原因となることびありま 
す。腐食び生じるとカメラび作動不良を起こすことびあります。 

参カメラを寒いところから、急に暑いところに移すと、カメラの外部や内部に結露 
(水滴）び発生することびあります。カメラを寒いところから、急に暑いところ 
に移すとさは結露の発生をみせぐために、カメラをビニール袋に入れて袋の□を 
閉じ、周囲の温度になじませてから、袋から取り出してください。 

参結露び発生したとさは、故障の原因となりますので、カメラをお使いにならない 
でください。レン又 CF 力ード、バッテ U - をカメラから取り外し、水滴び消 
えるまで待ってから、カメラをお使いください。 

• カメラを長期間使用しないときは、カメラからバッテ U - を取り出し、風通しび 
よく、涼しい乾燥した場所に保管してください。保管期間中でも、ときどきシャッ 
ターを切るよラにして作動することを確認してください。 

• カメラの保管場所として実験室などのよラな薬品を扱ラ場所は、さび•腐食など 
の原因になるため避けてください。 

• 長期間使用しなかったカメラは、各部を点検してから使用してください。長期間 
使用しなかったあとや海外旅行など大切な撮影の前には、各部の作動を最寄りの 
修理サービスご相談窓□、またはご自身でチェックしてからご使用ください。 
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取り扱い上のごま意 


表示パネルと液晶モニターについて 

参液晶モニターは、非常に精密度の高い技術で作られており99.99%し^(上の有効 
画素びありますび、0.01%!；!下の画素欠けや、黒や赤の点び現れたままになる 
ことびあります。これは故障ではありません。また、記録されている画像には影 
響ありません。 

• 液晶の特性で低温下での表示反応びやや遅<なったり、高温下で表示び黒くなっ 
たりすることびありますび、常温に戻れば正常に表示されます。 

CF カードについて 

• CF カードは精密にできています。落としたり振動を与えたりしないでください。 
CF カードに記録されている画像び壊れる原因となります。 

• テレビやスピーカー、磁石などの磁気を帯びたわのや静電気の発生しやすい所で 
保管、使用しないでください。 CF カードに記録されている画像データび消えて 
しまラことびあります。 

• 直射曰光のあたる場所や、暖房器具の近くに放置しないでください。 CF カード 
び変形して使用でさなくなります。 

• CF カードに液体をこぼさないでください。 

参大切な画像データを守るため、 CF カードは必ずケースなどに入れて保管してく 
ださい。 

• キヤノン製し八外の CF カードを使用すると、画像の記録•再生びできないことび 
あります。このよラなとさは、キヤノン製 CF カードのご使用をおすすめします。 

• 曲げたり、強い力や衝撃を与えたりしないでください。 

参温度の高い所、ほこりや湿気の多い所に保管しないでください。 

レンズの接点について 

レンズを取り外したとさは、接点やレンズ面を傷つけないよ 

うに、取り付け面を上にして置さ、ダストキヤップを取り付 

けて < ださい。 


巧喜電波自主規制について 

このカメラ（本機）は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ( VCCI ) の基準に 
もとづくクラス B 情報技術装置です。このカメラ（本機）は、家庭環境で使用するこ 
とを目的としていますび、このカメラ（本機）をラジオやテレビジョン受信機に近 
接して使用すると、受信障害を引さ起こすことびあります。使用説明書（本書）に 
従つて正しい取り扱いをしてください。 


接点 





各部の名撕 


(**) の**部は参照ページを示しています。 


〈 AF ’ WB 〉 AF モード還択/— — くな〉 表示パネル照明ボタン (87) 
-表示パネル （10) 

- EF レンズ取り付け指標に 1) 


ホワイトバランス選択ボタン 
(62/48) 


〈 DRIV 郎0〉ドライブモードー 
選択/旧0感度設定 
ボタン （70/47) 

〈图•阻〉測光モード選択/^ 
スト□ボ調光補正ボタン 
(日 9/94) 

〈£^〉メイン電子一 
ダイヤルに己） 


シャツターボタン 
(24) 


-内蔵スト□ボ / AF 補助光投光部 
(90/ 巨巨） 

— EF - S レンズ取り付け指標に1 ) 

シンク□接点 

アクセヴ U - シュー(9己） 

モードダイヤル （1 吕） 



ボディキャップに 1) 
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U モコン端子一 
( N 3タイプ） 















































各部の名称 


視度調整つまみ (3 日)一 
アイカップ (87) 
ファインダー接眼部 


〈 MENU 〉 メニユ 
ボタンに 7) 

〈1加0.〉インフォ/- 
卜ング枠縦横 
切り換えボタン 
(巨0、 101/127) 

〈 JUMP 〉 ジャンプ 
ボタン （10 己） 


〈を〉マルチコント□-ラーに 6) 

—〈关 / H •み〉 AE □ック/ 
FE □ックボタン/ 
インデックス/縮ルボタン 
(84/93/103/104 J 27) 



〈因〉再生ボタン 
( 101 ) 


〈1〉消去-—— 

ボタン（110) 

液晶 モニター (30) 

〈@〉電源スイッチ (24) — 


〈运)〉設定ボタンに 7) 


—〈類〉サブ電子ダイヤルに 6) 
















































各部の名称 


表示パネル 

シャツター速度- 

データ処理中 ( buSY ) - 

内蔵スト□ボ充電中 ( buSY ) - 
ISO 感度- 


ISOISO 表示- 

ホワイトバランスー 
fMn \ オート 

秦太陽光 
日陰 
A くもり 
ミが白熱電球 
雜白色堂光灯 
ちスト□ボ 
fcAd マニュァ Jl 
因色温度 


-AF フレーム選択 
- CF フル警告 ( Full CF ) 

- CF エラー警告 (Err CF ) 

— CF 未装慎警告 (no CF ) 

—エラーコード ( Err ) 

■撮像素子の清掃中 （ CLEAn ) 
—現像パラメーター 

( PA - P 1 / P 2 / 1 / 2 / 3) 

"絞り数値 


班ホワイトバランス 
補正 


—撮影可能枚数 
—— VVB ブラケテイング時の 
撮影可能枚数 
■セルフタイマー作動表示 
——バルブ露光時間 


っ i^Seee:e.ecees]|r 

西口冉 

"り電子音一 ' — AFf -ピ 

カスタム機能一 
<§>ホ目緩和- 


阻スト□ボ調光補正- 
記録画質- 


L 4ラージ/フアイン 
LJ ラージ/ノーマル 
M 4ミドル/ファイン 
MJS ドル/ノーマル 
S 4スモール/ファイン 
SJ スモール/ノーマル 

(2 E 3 □ウ 

表示は、状況に応じた部分のみ表示されます。 


- B / W モノク□撮影 

ドライブモード 
□1 枚撮影 
鸟連続撮影 
攻セルフタイマー 

% AEB 撮影 


AF モード 
ONE SHOT ワンショット AF 
AI FOCUS Al フオーカス AF 
Al SERVO Al ヴーボ AF 


一測光モード 
度]評価測光 
巨]部分測光 
[] 中央部重点平均測光 

-露出レベル表示 
露出補正量 
AEB レベル 
スト□ボ調光補正量 
-CF カード書さ込み経過表示 
























各部の名称 


ファインター 内表示 


■ 


フオーカシングスク u -ン- 


-部分測光範囲 


- AF フレーム 

(スーノ '^―インポーズ表 7 TU 



〈关〉 AE □ツク / FE □ツクー 
AEB 撮影中 


〈ち〉スト□ボ充電完了- 


FE □ック連動範囲外警告 




〈 H 〉 八イスピードシンク □ — 
(FP 発光） 


〈阻〉スト□ボ調光補正- 


—〈♦〉合焦マーク 


-連続撮影可能枚数 


-ホワイトバランス補正 


-露出レべ J レ表 7 J \ 


露出補正量 
スト□ボ調光補正量 
AEB レベル 
赤目緩和ランプ点灯 


シヤツター速度-- - 

FE □ツク （ FEL ) 

データ処理中 （ buSY ) 

内蔵スト□ボ充電中（ち buSY ) 

絞り数値—— 


CF フル警告 （ FuLLCF ) 
CF エラー警告 （Err CF ) 
CF 未装慎警告 （ noCF ) 


表示は、状況に応じた部分のみ表示されます。 
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各部の名称 


モー ドダイヤル 

モードダイヤルは2つの機能ゾーンに分けられています。 



全自動 


①簡単撮影ゾーン 

基本操作は シャツ ターボタンを 
巧すだけです。 


□ :全自動 （38) 

カメラまかせの全自動撮影びで 
さます。 

イメージゾーン 

被写体別にカメラまかせの全自 
動撮影びでさます。 

み：ポートレート （4 日） 

Ik :風景 (40) 

A :ク□-ズアップ (40) 

み^ :スポーツ （41) 

因：夜景ポートレート （41) 
区） ：スト□ボ発光禁止 （41) 


②クリエイティブな応用撮影 
ゾーン 

思いどおりのさまざまな撮影び 
でさます。 

P :プ□グラム AE (72) 

Tv :シャツター優先 AE (74) 
Av 絞り優先 AE (76) 

M :マニュアル露出 (78) 
A-DEP :自動深度優先 AE (8 日） 
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各部の名称 


バッテリーチャージャー CG -580 

バッテ U —パックの充電器です。 (16) 


バッテ U —取り付け部 
赤ランプ 




AC アダプターキット ACK - E 2 (別売） 

家庭用電源でカメラを動かすとさに使います。 （2 日) 




DC カプラー プラグ 

DC カプラーコード 

DC カプラー DR -400 
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本使用説明書上のおことわり 

本文中の〈场〉は、電源スイッチを示しています。 

く臂〉 スイッチび 〈 ON 〉 またはの位置になって 
いることを前提に、操作方法を説明しています。 


本文中の〈越^〉は、メイン電子ダイヤルを示しています。 


本文中の〈〇〉は、サブ電子ダイヤルを示しています。 
<〇> 操作は、〈臂〉スイッチび〈^〉の位置になって 
いることを前提に操作方法を説明しています。操作する前 
に〈场〉を<>^>にしてください。 


本文中の〈を〉は、マルチコント□-ラーを示しています。 


本文中の〈毎)〉は、設定ボタンを示しています。メニュー 
機能、カスタム機能の設定などに使用します。 



参本文中の操作ボタンや設定位置の説明には、ボタンやダイヤル、マーク 
など、カメラに表示されている絵文字を使用しています。 

参 （**) の**部は参照ページを示しています。 

♦ ページタイトルちの★マークは、応用撮影ゾーン （ P 、 Tv 、 Av 、 M 、 
A - DEP ) 限定の機能であることを示しています。 

参本書では、 EF - S 17-8 己 mm F 4-5.6 IS USM レンズを取り付けた状態 
で説明しています。 

♦ メニュー機能およびカスタム機能は、初期状態を前提に説明しています。 

参耐丑 ID は、メニュー機能で設定変更でさることを示しています。 

♦ (る 4) / (る 6) / (る 16) は、ボタンから指を離しても、その状態び 
タイマーの働さにより、それぞれ4秒間/6秒間/1目秒間保持されるこ 
とを示しています。 

♦ 本文中の切下のマークびついた欄は、それぞれ次のよラな内容になって 
います。 

(I 撮影に不都合び生じるおそれのあるを意事項び書かれています。 

園：基本操作に加えて知っておいていたださたい事項び書かれています。 
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撮影前の準備と基本操作 


この章では、撮影に入る前にあらかじめ準備しておくことと、操 
作の基本について説明します。 



ストラップ（吊りひも）の取り付け方 

ストラップの先をストラップ取り付け 
部の下から通し、さらにストラップに 
付いている止め具の内側を通します。 
止め具の部分のたるみを取り、引つ 
ぱつてを止め具の部分びゆるまないこ 
とを確認してください。 

参ストラップにはアイ ピースカバー 
び付いています。 (87) 



アイ ピースカバー 






バッテリーを巧電ずる 

バッテ U - の詳しい取り扱い方法については、バッテ U - パック目 P - 己 ]] A 
の使用説明書を参照してください。 



<-> マーク 


1 


保護 カバーを 外す 

♦ バッテ U —をカメラから取り出したと 
さは、ショート防止のため必ずカノ（一を 
取り付けてください。 


バッテリーを取り付ける 

♦ バッテ U —チャージャーの〈一〉マーク 
にバッテ U —の先端を合わせ、押し付け 
なびら、スライドさせて取り付けます。 
♦ 取り外しは逆の手順で行います。 



3 


電源プラグを起こす 

• バッテ IJ ーチャージヤーのプラグを矢 
印の方向に起こします。 



巧電状態 

ホランプ 

〇〜已096 

1回/秒：点滅 

已〇~7已96 

2回/秒：点滅 

7已〜90% 

3回/砂：点滅 

90%必上 

点打 


4巧電する 

♦ プラグをコンセントに差し込みます。 

今自動的に充電び始まり、ホランプび点滅 
します。 

今使い切ったバッテリーの巧電に要ずる 
時間は、巧のとおりでず。 

BP - 己 11 A 、 BP - 己14:約100分 
BP - 己11、 BP -512 :約90分 


バツテ IJ ーチャージャーに印刷されて 
いる数字と点は、左の表を図式化したち 
のです。 
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バッテリーを充電する 


W • バッテ U - パック巨 P - 已]] A 、 目 P - 已14、目 P - 已11、目 P - 已12じ(外は充電し 
ないで < ださい。 

• バッテ U —を長期間カメラに入れたままにしておくと、カメラを使用しなく 
てわ微少の電流び流れて過放電になり、バッテ U —寿命短縮の原因となりま 
す。カメラを使用しないとをは、バッテ U —をカメラから取り出し、ショー 
卜防止用の保護カノく一を取り付けて保管してください。カメラを使用すると 
さは、必ずバッテ U —を充電してから使用してください。 

0 • ホランプが点 I 打してか！5、続けて約1時間巧電を続け 
ると、フル充電にすることができます。 

• バッテ U —パックの保護カバーには、任意に取り付 
ける向さを変えることで、充電済みかそラでないか 
を自分で判別でさるよう、窓びついています。 

参充電び終わったら、バッテ U —を取り外し、プラグをコンセントから抜いて 
<ださい。 

• 充電時間は、周囲の温度やバッテ U —の充電状態によって異なります。 

参バッテ1」一は0で〜40むの範囲で使用でさますび、性能を十分に発揮させる 
ためには] 0む〜30むの範囲で使用することをおすすめします。スキー場な 
どの低温下ではノくッテ U —の性能び一時的に低下し、使用時間び短くなるこ 
とびあります。 

• 規定の充電をしたにわかかわらず、著しく使用できる時間び低下したときは、 
寿命と考えられます。新しいバッテ U —をお買いホめ < ださい。 



爲 

Li-ion 


• この製品には、 U チウムイオン電池を使用しています。 

この電池は U サイクル可能な貴重な資源です。 

• この電池の回収、 U サイクルについては、下記のキヤノンホームペー 
ジで確認でさます。 

キヤノンヴポートぺージ： canon . jp/support 
•交換後不要になった電池は、ショートによる発煙、発火の恐れびありますので、 
端子を絶縁するためにテープを貼るか、個別にポ U 袋に入れて U サイクル協力 
店にある充電式電池回収目 0 X に入れてください。 

• U サイクル協力店のお問い合わせは、1^1下へお願いします。 

-製品、 U チウムイオン電池をご購入いただいた販売店 

■(社）電池工業会小形二次電池再資源化推進センター及び充電式電池 U サイ 


クル協力店<らぶ事務局* 

* (社）電池工業会電話番号 03-3434-026] 
リサイクル時のご注意： 電池を分解しないでください。 
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バッテリーを入れる/取り出ず 

入れ方 

充電したバッテ U - パック目 P - 己11 A をカメラに入れます。 



ふたを開ける 

♦ レバーを矢印の方向にスライドさせて、 
ふたを開けます。 



1 


バッテリーを入れる 

♦ バッテ U —の接点を下にして入れてく 
ださい。 

♦ □ック位置までしっかりと入れてくだ 
さい。 



ふたを閉める 

♦ 「カチッ」と音びするまで、ふたを巧し 
ます。 


国]バッテ U - パック目 P - 已] 4、目 P - 已11、目 P - 已] 2も使用できます。 


パッテリーチェックにごいて 

バッテ U - の残量ま、〈臂〉スイッチを 〈 ON 〉 または〈^〉の位置 C 24) 
にしたとさに、3段階で表示されます。 


里 



] 

日图 

が 

□ 


:バッテ U —の容量は十分です。 
亡:3 :残量び少なくなっています。 

:バッテ U — を充電してくださ 
い。 
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バッテリーを入れる/取り出す 


摄巧可能枚数の目ま 败] 


■ 


•撮影可能枚数は、フル充電の BP - 已]] A 使用 、 CIPA (カメラ映像機器工業会）の試 
験基準によります。 


温度 

撮影条件 

スト□ボ撮影なし 

已0%スト□ボ撮影 

常温（+20む） 

約] 000 

約700 

低温 （0 で） 

約7已〇 

約已已〇 


151参実際の撮影条件との違いにより、撮影可能枚数び表記数値よりわ少な<なる 
ことびあります。 

• 液晶モニターを頻繁に使用すると、撮影可能枚数は少なくなります。 

• シャッターボタン半巧し状態を長く続けたり、 AF のみ行って撮影しないとい 
ラ操作を頻繁に行ラと、撮影可能枚数び少なくなります。 

• 目 P - 己14使用時の撮影可能枚数は、表記枚数と同じになります。 

• 目 P - 已]1、目 P - 已12使用時の撮影可能枚数は、常温で表記枚数の約7己％にな 
ります。低温では表記数値とほぼ同じになります。 


取 D 出し方 



ふたを開ける 

参レバーを矢印のち向にスライドさせて、 
ふたを開けます。 


バッテリーを取り出す 

♦ バッテ U —□ックレバーを矢印ち向に 
スライドさせて、□ツクを外し、バツテ 
U —を取り出します。 
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家庭用電源を巧。ずる 

AC アダプターキット ACK - E 2 (別売）を使ラと、家庭用電源を使用してバッ 
テ U —の残量を気にせずにカメラを使うことびでさます。 



DC カプラーを 接続する 

参 DC カプラーの プラグを AC アダプター 
のソケットに接続します。 



電源コードを接続する 

♦ 電源コードを AC アダプターに接続しま 
す。 

♦ プラグをコンセントに差し込みます。 

♦ 使い終わったら、プラグをコンセントか 
ら抜いてください。 



コードを溝にはめ込む 

参コードを傷つけないよラに、ていねいに 
はめ込みます。 



がミ c：S 


プ ラーを 入れる 

ふたを開け、 DC カプラーコード通し部 
の力八'一を開さます。 

DC カプラーを□ック位置まで入れ、 コー 
ドを通し部に入れます。 

ふたを閉じます。 


^カメラの〈臂〉スイッチを 〈 ON 〉 または〈^〉の位置にしたままで、電源 
コードの抜さ差しを行わないで<ださい。 
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レンズを取り付ける/取りかず— 


取 D 付け方 


賺 

1 



EF - S レンズ取り付け指標 

鷄 

誦 

麵 


EF レンズ取り付け指標 


2 


キャップを夕+す 

♦ レンズのダストキヤップとボディ 
キャップを矢印の方向に回して外しま 
す。 


レンズを取り付ける 

参 EF - S レンズとカメラの、白い EF - S レン 
ズ取り付け指標を合わせ、レンズを矢印 
の方向に「カチッ」と音びするまで回し 
ます。 

♦ EF - S レンズし U 外を取り付けるとさは、赤 
し巧又り付け指標に合わせます。 




レンズのフオーカスモードスイッチ 
を <AF> にする 

参 < MF > になっているとオートフオーカス 
でさません。 

レンズキャップを外す 


取0かし方 



レンズ □ ック解除ボタンを巧しなび 
S、 レンズを矢 EP の方向に回す 

♦ 回転び止まるまで回してから、取り外し 
永^ 〇 


W レンズの取り付け/取りがしを行う劇こ、ゴミやホコ U びマウント部からカメラ 
内部に入らないよう、十分にミ主意してください。 


21 




















CF 力ードを入れる/取り出ず 

撮影した画像は、 CF 力ード（別売）に記録されます。 

CF カードには、厚さの異なるタイプしタイプ II びありますび、このカメ 
ラでは、どちらのタイプでを使用でさます。また、マイクロドライブや 2 G 目 
政上の大容量の CF カードを使用でさます。 


入れ方 



カバーを開ける 

♦ カバーを矢印の方向にスライドさせて 
から、開さます。 


表面 



取り出しボタン 


2 CF カードを入れる 

♦ キヤノン製 CF カードの使用をおすすめ 
します。 

♦ CF 力ードを入れる向きを間違えると、力 
メラび壊れまず。 

図のように CF 力ードの表を手前にして、 
ルさい巧び並んでいる方を奥にして差し 
込みまず。 


今 CF カード取り出しボタンび飛び出しま 


す。 



カバーを閉める 

♦ カバーを閉じてから、矢印の方向に「力 
チッ」と音びするまでしっかりとスライ 
ドさせます。 

今〈臂〉スイッチを 〈 ON 〉 または<^> 
の位置にすると、表示パネルに撮影可能 
枚数び表示されます。 


B 1 撮影可能枚数は、使用する CF カードの空き容量や、設定した ISO 感度などにより 
変わります。 
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CF 力ー ドを入れる/取り出す 


取 D 出し方 



カバーを開ける 

♦ く臂〉 スイッチを 〈 OFF 〉 にします。 

参表示パネルに fbuSYj び表示されてい 
ないことを確認します。 

参アクセスランプび消えていることを確 
認して、カパーを開さます。 



2 


CF カードを取り出す 

♦ CF カード取り出しボタンを押し込みま 
す。 

今 CF カードび出てさます。 

参力八'一を閉じます。 


^ • アクセスランプが点滅しているときは、 CF カードへの記録/読み出し中や、消 
去中、データ転送中です。絶対に次のことを巧わないでください。画像データ 
が壊れます。また場合によっては CF 力ードが壊れたり、カメラ本体が損傷する 
原因となります。 

. カメラ本体に振動や衝撃を与える 
- CF 力ー ドス □ットカバーを 開ける 
-バッテリーを取り出す 

参表示パネルに [Err CF (エラーシーエフ）」び表示されたとをは、] ] 2ページ 
を参照して < ださい。 

• 低容量の CF カードでは、画像サイズび大さくなると、 CF カードに記録でをな 
いことびあります。 

• マイク□ドライブは、 CF 力ードに比べると振動や衝撃に弱いため、マイクロ 
ドライブをお使いになるとさ、特に記録や再生中は、カメラに振動や衝撃を 
与えないよう、十分にミ主意してください。 

0 メニュー機能の [〇 力ードなしレリースを[しなしリに設定すると、 CF 力ードを 
入れ忘れたまま撮影することを防止できます。 （88) 
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撮該の基本操作 广— - 心- 

電源スイッチ 

このカメラは〈臂〉スイッチを入れて初めて作動します。 



〈 OFF 〉 ：カメラは作動しません。 

〈 ON 〉 ：カメラび作動します。 

<^> :カメラと〈〇〉び作動します。 
( 26 ) 


胃] • バッテ U —の消耗を防ぐため、約1分間何も操作しないと自動的に電源び切れ 
ます。シャッターボタンを巧すと再度電源び入ります。 

参電源び切れるまでの時間を、メニュー機能の[け才ートパワーオフ]で変更す 
ることびでさます。 （31) 

• CF カードへの画像記録中に〈@〉スイッチを 〈 OFF 〉 にすると、あと何枚 
で画像記録び終わるかを表示パネルの〈 I 〉の数で表示します。画像記録び終 
了すると、表示び消えて電源び切れます。 


シャッターボタン 

シャッターボタンは二段階になっています。シャッターボタンを一段目まで 
巧すことを「半押し」といいます。半巧しからさらに二段目まで押すことを 
「全押し」といいます。 




半巧し 


AF (オートフ オー カス）によるピント合ね 
せと、自動露出機構によるシャッター速度 
と絞り数値の設定び行われます。 

露出値（シャッター速度と絞り数値）び、表 
示パネルとファインダー内に表示されま 
す。（を 4) 

全巧し 

シャッターび切れて撮影されます。 
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撮影の基本操作 


151 ♦ シャッターボタン半押し後のタイマー（を 4) び切れた状態から撮影するとさ 
は、シャッターボタン半押し後、一呼吸置いてから全巧ししてください。 
シャッターボタンを一気に全押ししたり、半巧し後すぐに全巧しすると、一 
瞬の間を置いてから撮影されます。 

• カメラびどんな状態（画像再生中、メニュー選択中、画像記録中など）にあっ 
てわ、シャッターボタンを半押しすると、すぐに撮影準備状態に戻ります（ダ 
イレクトプ U ント出力中を除く）。 

参シャッターび切れる瞬間にカメラび動くことを「手ブレ」といい、全体びぼ 
けたよラな写真になります。鮮明な写真を撮るために次の点にミ主意して<だ 
さい。また、『カメラの構え方』 （36) もあわせてお読みください。 

-カメラび動かないようにしっかり構えます。 

•シャッターボタンに指の腹をかけ、カメラ全体を握るような感じで、静かに 
押します。 


<盗〇による昼本操作 

〈巡^〉は、おをに撮影に関する選択•設定に使用します。 



( 1 ) 


ボタンを巧したあと、〈盗^>を回す 

ボタンを押すと、その機能選択状態びタイ 
マー（る 6) で保持されます。その間に〈巡〇 
を回します。タイマーび終了するかシャツ 
ターボタンを半押しすると、撮影準備状態 
に戻ります。 

参 AF モード、ドライブモード、測光モー 


ド、 AF フレームの選択•設定に使用し 

よ9 〇 



( 2 ) 


〈盗 0のみを回す 

表示パネルやファインダー内表示を見なび 
ら く盤〉 を回します。 

♦ シャッター速度や絞り数値などの設定 
に使用します。 
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撮影の基本操作 


<©> による昼本操作 

〈〇〉は、撮影に関する選択-設定と、液晶モニター表示内容の選択に使用 
します。撮影準備操作で〈〇〉を操作するとさは、〈臂〉スイッチを〈^〉 
の位置にしてください。 



(1) ボタンを巧したあと、〈〇〉を回す 

ボタンを押すと、その機能選択状態びタイ 
マー（を 6) で保持されます。その間に〈〇〉 
を回します。タイマーび終了するかシャツ 
夕^ボタンを半押しすると、撮影準備状態 
に戻ります。 

参ホワイトバランス、 IS 日感度、スト□ボ 
調光補正、 AF フレームの選択•設定に 


が g します 

♦ 液晶モニター使用時は、 メニュー 機能の 
選択、再生時の記録画像の選択などに使 
用します。 



<〇>のみを回す 

表示パネ>1レやフアインダー内表示を見なび 
ら <〇> を回します。 

♦ 露出補正や 〈 M 〉 モード時の絞り数値の 
設定などに使用します。 


胃1 (1) の操作は、〈@〉スイッチび 〈 ON 〉 の位置でわ行ラことびでさます。 


<泉> による操作 



〈を*〉は8方向キーと、中央巧しボタンの構 
造になっています。 AF フレーム選択、ホワ 
イトバランス補正、拡大ズーム表示中の画 
面移動、ダイレクトプ U ント時の卜 U ミン 
グ枠の移動に使用します。 
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ゾニユ■機能の操作と設定 

このカメラでは、記録画質や現像パラメーター、曰付/時刻、カスタム機能 
など、さまざまな設定をメニュー機能で行います。基本操作は、液晶モニ 
夕一を見なびら、カメラ背面の 〈 MENU 〉 ボタン、〈類〉、<@>を使って 
行います。 



系統色表77^ 


メニュー内容 


メニュー画面は、項目の内容によって3系統に色分けされています。 


アイコン 

色 

系統 

説明 

〇 

赤 

撮影系 

撮影に関する項目 

囚 

青 

再生系 

撮影した画像の再生操作に関する項目 

n 

黄 

セットアップ系 

カメラの基本機能に関する項目 



m •〈 JUMP 〉 ボタンを押すと、各系統の先頭項目に移動します。 

• メニュー画面を表示している状態でわ、シャッターボタンを半押しすると、す 
ぐに撮影準備状態に戻ります。 
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メニュー機能の操作と設定 


メニユー機能の設定操作 


〇 i ~ ^ 一 

.韻哉 JL r 

mmm の 


1 子ち A 


力—ドなしレリーズする 


化 sm で••しを, 

.1 •ぶ j 

mm/BKim o . o/to 



_ i _ 


赤咖没お 巧 

お音_ A 一 

わ-ドなしレリ-スする 
が Bi 巧 で" U-S 

mm/BKim o . o/to 

じこ互 a (脱 


巧親 S 
結馴能 

を子竜_ —7、 

カードをしレトス;巧 


メニューを表示する 

♦〈 MENU 〉 ボタンを押すと表示されます。 
をう一度押すと表示び消えます。 


ly メニュー項目を選ぶ 

♦ 〈類〉を回して項目を選び、 く @〉を押 
します。 

♦〈 JUMP 〉 ボタンを巧すと、各系統の先 
頭項目に移動します。 

；メニュー内容を選ぶ 

♦ <〇> を回して内容を選びます。 


化職 
WiiiE/BKTfi 
，.職を職 


な 厂 

お親 B 化 

mmm 巧 

.巧含___ — — tz 

わ-ドなしレトスする 

化 sm で’-し S 

WBflU/BKTiaS O.O/tO 


14 

5 


内容を設定する 

♦ <@>を巧すと設定されます。 

設定を終了する 

♦〈 MENU 〉 ボタンを押すと表示び消え、 
設定び終了します。 


151 • 簡単撮影ゾーンでは、表示されないメニュー項目びあります。 （29) 

• メニュー機能の選択操作や、再生関連操作を〈盗〇で行うことわできます。 
参この項じ(降のメニュー機能の説明は、 〈 MENU 〉 ボタンを巧して、メニュー画 
面び表示されていることを前提に説明しています。 

• 撮景ミ後の CF カード書き込み中（アクセスランプ点滅中）に、メニュー操作を 
行ラことわでさます。 
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メニュー機能の操作と設定 


メニュー機能一覧 

〈〇〉撮影系（ホ） 参照頁 


記録画質 

化/"/ 4M/jM/ パ/ jS/RAW/ 

RAW+ 化 /+ J L/+ 4 M /+ j M /+ パ X+MS 

44 

赤目緩和機能 

切/入 

92 

電子音 

入/切 

88 

カードなしレリーズ 

する/しない 

S 扫 

AEB 設定 

1/3段ステッス±2段 

82 

WB 補正/ BKT 設定 

B / A / M / G 寄り各色9段/ B / A 、 M / G 方向1段ステップ±3段 

已1，已2 

MWB 画像選択 

ホワイトバランスの手動設定 

49 

色温度 

2800〜1000 0 K の範囲で設定 （100 K 単位） 

已〇 

色空間 

sRGB/Adobe RGB 

已4 

現像パラメー ター 

パラメーター 1 、 2/セット 1 、 2、3/モノク日 

已已，已巨 


〈囚〉再生系（青) 


画像プ□テクト 

画像の保護 

109 

画像回お 

画像の縦横回転 

107 

プリント指定 

プ1」ントする画像を指定 （ DP 0 F ) 

129 

オートプレイ 

画像の自動再生 

10巨 

撮影画像の確認時間 

2秒/4秒/8秒/ホールド/切 

98 


〈け〉セツトアップ系（黄) 


才ートパワーオフ 

切/1分/2分/4分/8分/15分/30分 

31 

縦横自動回お表示 

入/切 

99 

液晶の明るさ 

已段階調整 

100 

日付/齡 IJ 

曰付/時刻の設定 

32 

ファイル番号 

通しま号/オートリセット 

已9 

言語 

1吕言語（英語/ドイツ語/フランス語/オランダ語/デン 
マーク語/フィンランド語/イタ1」ア語/ノルウエー語/ス 
ウエーデン語/スペイン語/簡体中国語/日本語） 

31 

ビデオ出力方式 

NTSC/PAL 

108 

通信設定 

標準 / PTP 

114 

CF カード初期化 

記録内容を初期化して消去 

112 

カスタム機能 ( C . Fn ) 

カメラの機能を細かく設定する 

138 

設定解除 

カメラ設定初期化（カメラ設定を初期状態にする） 

カスタム機能一括解除（カスタム機能をすべて解除する） 

30 

138 

撮像素子の清掃 

撮像素子の清掃時に運択 

34 

ファームウエア Ver . 

ファームウエア変更時に選択 

- 


参亡つこの項目は、簡単撮影ゾーンでは表示されません。 

参簡単撮影ゾーンでは、記録画質： RAW 、 RAW +」 PEG は表示されません。 
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メニュー機能の操作と設定 


液晶モニターについて 

♦ 液晶モニター使用時は、〈臂〉スイッチび 〈 ON 〉 の位置でを〈〇〉を 
使用することびでさます。 

♦ 液晶モニターをファインダーの代わりとして見なびら撮影することはで 
さません。 

♦ 液晶モニターの明るさを已段階に調整することびでさます。(100) 


カメラのさ機能設定を初期が態にずるとをは* 


ビ巧化臟 MTSC 

が 

I な力ード柳阳ピ 
J スタムが 
障ちおな 

巧が！？湖括 

フ 7 —ムウ I ア ver. 


1.0.0 


歐定解除]を選ぶ 

参 〈 MENU 〉 ボタンを巧します。 

♦ 〈〇〉を回して[け 設定解除] を選び、〈@〉 
を押します。 


[カメラ設定初期化]を選ぶ 

♦ <0> を回して [カメラ設定初期化] を選 
び、 〈( g )〉 を押します。 


力巧化 _ 

力た脈を議找 i にします 


5 [0 K ] を選ぶ 

♦ 〈類〉を回して [0 K ] を選び、〈@〉を 
巧すと初期状態になります。 

今カメラの状態は次の表のよラになりま 



す。 


撮影機能関係 記録画像関係 


AF モード 

ワンシヨッ hAF 

記録画質 

ML 

AF フレームの 選択 

自動選択 

旧0 感度 

100 

測光モード 

評価測光 

色空間 

sRG 巨 

ドライブモード 

1 枚撮影 

ホワイトバランス 

fiV の。 

露出補正 

0 (ゼロ 

色温度 

已 200 K 

AEB 

解除 

WB 補正 

解除 

スト □ボ調光補正 

0 (ゼロ 

WB-BKT 

解除 

カスタム 機能 

設定状態のまま 

現像 パラメーター 

パラメーター 2 
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MENU 


表示言語を設定ずる 


液晶モニターに表示する言語を] 2言語の中から選ぶことびでさます。 

I [言罰を選ぶ 

♦ 〈類〉を回して[口 言副 を選び、 く@〉 
を押します。 

言語設定画面になります。 


2 言語を設定する 

♦ <〇> を回して希望する言語を選び、 
<@>を巧します。 

今表示言語び切り換わります。 



English 

英語 

Italiano 

イタ U ア語 

Deutsch 

ドィツ語 

Norsk 

ノルウェー語 

Frangais 

フランス語 

Svenska 

スウェーデン語 

Nederlands 

オランダ語 

Espanol 

スペイン語 

Dansk 

デンマーク語 

汉语 

簡体中国語 

Suomi 

フィンランド語 

曰本語 

曰本語 


MENU 


電源び切れる綱觸まずる/才-卜/の-オフ ■ 


電源び自動的に切れるまでの時間を設定することびでさます。電源び自動的 
に切れないようにするときは、脚]に設定します。電源び切れたときは、 
シャッターボタンを半押しすると、撮影準備状態になります。 



[才ートノのーオフ]を選ぶ 

♦ 〈類〉を回して[ロ オートパワーオフ] を 
選び、〈资)〉を巧します。 

時間を設定する 

♦ <〇> を回して希望する時間を選び、 
<@>を巧します。 
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MENU 


曰付/時刻を設定ずる 


曰付や時刻を設定-修正するとさは、次の手順で設定します。 



日邮腳 


2 抑ん日 B . 四 日が1かか 扫 

I’ ‘由 


扫邮賊 


2 



旧付/時刻]を選ぶ 

♦ 〈類〉を回して[口 日付/日き刻] を選び、 
<@>を巧します。 

曰付/時刻設定画面になります。 


日付と時刻を設定する 

♦ 〈類〉を回して数字を合わせ、〈资)〉で 
設定します。 

♦ 設定すると、次の項目に移動します。 


日付の表示順序を選ぶ 

♦ <〇> を回して [年/月/日][月/日/年]旧 
/月/年] の中から、希望する順序を選び 
よ 9 〇 


4 <©> を巧す 

今曰付/時刻び設定され、メニューに戻り 
ます。 


W 撮影した画像には撮影した曰付/時刻び一緒に記録されます。曰付/時刻び設定さ 
れていないと、撮影した曰付/時刻び正しく記録されませんので、正しく設定し 
て < ださい。 
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曰付/時計機能用電池を交換ずる— 

曰付/時計機能用電池（バックアップ電池）の電池寿命は約己年です。バッ 
テ U —を交換したとさに、曰付/時刻び IJ セットされるよラになったら、次 
の手順で新しし也 R 20 16 U チウム電池に交換してください。 

曰付/時刻び初期化されまずので、必ず再設定してください。 


1〈臂> スイッチを 〈 OFF > にする 



ふたを開けてバッテリーを取り外す 


電池ホルダーを取り出す 



W 日付/時計機能用電池は、必ず CR 201日リチウム電池を使用してください。 
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MENU 


撮像素子を清掃ずる* 


撮像素テとは、フィルムカメラでいえばフィルムにあたる部分です。撮像素 
テの表面にゴミやほこりなどび付くと、撮影した画像の同じ部分に黒い点な 
どび写り込むことびあります。このよラなとさは、次の手順で撮像素テの表 
面についたゴミなどを清掃してください。ただし、撮像素テは非常にデ U 
ケートな部品ですので、清掃び必要なとさはでさるだけ別紙の修理サービス 
ご相談窓□にお申し付けください。 

清掃を行うときは、 AC アダプターキット ACK - E 2 (別売/ 1 己 2) による 
家庭用電源の使用をおすすめします。バッテ U —を使用するとさは、必ず残 
量び十分にあるバッテ U —を使用してください。また、清掃を始める前にレ 
ンズを取り外してください。 


1 DC カプラーに日）かバッテリーを入 
れて、〈臂〉スイッチを 〈 ON 〉 に 
ずる 


，ビ巧化臟 MT 泌 
a 版お ii 

I な力ード切脚ピ 
カスタム tt お C . 邮 
接定眺 




2 臨像素テの清掃]を選ぶ 

♦ 〈態〉を回して[口 撮像素子の清掃] を選 
び、 く@〉 を押します。 

今バツテ U —使用時は、十分な残量びある 
ときに手順 3 の画面になります。 

♦ バッテ U —残量び不足しているときは、 


警告画面び表示され次の操作には進め 
ません。バッテ U — を充電するか、 DC 


カプラーを 使用して、を ラー 度手順]か 
らやり直してください。 



[0 K ] を選ぶ 

♦ 〈類〉を回して [0 K ] を選び、〈@〉を 
巧します。 

今ミラーび上びり、シャッターび開さま 
す。 

今表示パネルに rCLEAn 」 び点滅します。 


34 












imm 撮像素子を清掃する 



撮像素子を清掃する 

♦ ブ□アー（市販品）で慎重に撮像素テ表 
面のほこりを吹さ飛ばします。 


5清掃を終了する 

参 く臂〉 スイッチを 〈 OFF 〉 にします。 

今カメラの電源び切れ、シャッターび閉じ 
て、ミラーび下びります。 

♦ く臂〉 スイッチを 〈 ON 〉 にすると、通 
常の撮影準備状態になります。 


W 参清掃中は絶対に巧のことを行わないでください。電源が切れてシャッターが 
閉じ、シャッター幕や撮像素子が損傷するおそれがあります。 

-〈@〉スイッチ 〈OFF〉 

- CF カー ドス□ッ トカバー を開ける 
•バッテリー室ふたを開ける 

参ブ□アーは、レンズマウント面より内側に入れないでください。バッテリー 
切れや停電などにより電源び切れると、シャッターび閉じて、シャッター幕 
や撮像素テび損傷する原因となります。 

参ブ□アーは、ブラシの付いていないわのを使用してください。ブラシび撮像 
素テに触れると、表面に傷び付くことびあります。 

• 高圧のエアーやガスを吹さ付けて清掃しないで<ださい。圧力により撮像素 
テび破損したり、 P 欠さ付けたガスび凍結することで、撮像素テの表面に傷び 
付くことびあります。 

参バッテ U —残量び少なくなると、電子音び鳴り、表示パネルの 〈 C つ〉び点 
滅します。〈@〉スイッチを 〈 OFF 〉 にして、残量び十分にあるバッテ U - 
に交換し、初めからやり直してください。 

• カメラにバッテ1」ーグ U ップ目 G - E 2 (別売）を装着して、電源に単3形電池 
使用しているとさは、撮像素テの清掃はでさません。 AC アダプターキット 
ACK - E 2 (別売）を使用するか、残量び十分にあるバッテ U — を使用してく 
ださい。 
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鮮明なファインダーに調整ずる— 

ファインダー内び鮮明に見えるよラに調整します。視度調整することで、メ 
ガネを使用している方でを、メガネをかけずにファインダー内をはつさり見 
ることびでさます。調整は一3〜+1 dpt の範囲で行うことびでさます。 


視度調整つまみを回す 

参ファインダー内の AF フレームびをつと 
を鮮明に見えるように、つまみをちまた 
は左に回します。 

♦ 図の位置び標準（一] dpt ) の位置です。 

Bl 視度調整してわファインダーび鮮明に見えない方は、別売の視度補正レンズ E 
(10 種）の使用をおすすめします。 



カゾラの構え方 

鮮明な画像を撮るために、カメラび動かないようしっかりと構えて撮影しま 
す。 



♦ カメラのグ U ップをち手で包むようにしっかりと握り、ひじを軽く体に 
付けます。 

♦ 左手でレンズ部を下から支えるように持ちます。 

♦ カメラを額に付けるようにして、ファインダーをのぞきます。 

♦ 両足はそろえずに、片足を軽く踏み出して、体を安定させます。 
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カメラまかせの自動撮影 


この章ではモードダイヤルの簡単撮影ゾーンを使って簡単に撮影 
する方法を説明しています。〈□〉〈み〉〈；4〉 < A > <^>〈因〉 
〈囚〉それぞれに適した撮影がでさるよう、 AF モードやドライブ 
モードなどの機能が自動設定されます。このゾーンでは、シャツ 
ターボタンを巧せば誰でもカメラまかせで撮影でさます。また、誤 
操作による失敗を防ぐため、 < AF - WB > < ISO > 〈图 •阻〉 〈回〉〈*〉 
ボタン、〈を〉などの撮影に関する操作はできないようにしてあり 
ますので、安/こ\して撮影してください。 



モードダイヤルを〈□〉〈巧〉 
〈54〉〈|»〉〈^〉〈因〉〈区1〉の 
いずれかにする 

♦ 撮影の手順は 『 a 全自動で撮 
る』 (38) と同じです。 

♦ 簡単撮影ゾーンで自動設定され 
る機能の内容は、『撮影機能の組 
み合わせ一覽』 (146) を参照し 
て < ださい。 



□全自動で撮る 

シャッター ボタンし^がの操作をする必要びなく、どんな被写体でを安必して 
気軽に撮ることびでさます。 9 つの AF フレームで被写体をとらえますので、 
誰でを簡単にされいな画像を撮影でさます。 


ms 




モードダイヤルを〈□〉にする 

今 AF モードは 〈AI FOCUS ). ドライブモー 
ドは 〈□〉、測光モードは〈度]〉に自 
動設定されます。 



合焦 マーク 
シャツター速度 
絞り数値 



riw の 

IES 1 1 

* 75 ] 


己图 

□ 


1 り 

AI FOCUS 


被写体に AF フレームを合わせる 

♦ 9 つの AF フレームでとらえた被写体の 
ラち、原則としてをつとを近距離にある 
被写体に、自動的にピントを合わせま 
す。 


ピントを合わせる 

♦ シャッターボタンを半巧しして、ピント 
を合わせます。 

今ピントび合うと、ピントを合わせた AF 
フレームび 一瞬 ホく光ります。同時に r 
ピピッ」と電子音び鳴り、ファインダー 
内に合焦マーク〈参〉び点打します。 

今必要に応じて内蔵スト□ボび自動的に 
上びります。 

表示を確認する 

今シャッター速度と絞り数値び自動的に 
決まり、ファインダー内と表示パネルに 
表示されます。（を 4) 
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□ 全自動で撮る 



5撮影する 

参構図をミ夫め、シャッターボタンを全巧し 
します。 

今液晶モニターに撮影した画像び約2秒間 
表示されます。 


♦ CF カードに記録されている画像を再生 
するとさは、〈囚〉ボタンを巧します。 
( 101 ) 


W 参 < AF > でピント合わせするときは、レンズ先端のフオーカスリングに手を触 
れないよラにして < ださい。 

参レンズのズーム操作は、ピント合わせの前に行ってください。ピントを合わ 
せたあとでズーム U ングを動かすと、ピントびズレることびあります。 

参 CF カードの残量びなくなると、表示パネルとファインダー内に CF フル警告 
fFuLLCFj び表示され、撮影できなくなります。残量のある CF カードに入 
れ換えてください。 

• 誤ってスト□ボの自動ポップアップを阻害したとさは、表示パネルに 「Err 
05」び点滅して警告します。そのときは、〈@〉スイッチを 〈 OFF 〉 にして、 
再度 〈 ON 〉 にしてください。 

• 他社製のレンズを使用すると、カメラまたはレンズび正常に作動しないこと 
びあります。 

0 • AF でピントび合うと同時に、ピントと露出び□ックされます。 

• 合焦マーク〈♦〉び点滅するときは、撮影できません。 （68) 

• 複数の AF フレームび同時に赤く光ることびあります。そのとさは、赤く光っ 
たすベての位置にピントび合っています。 

• 簡単撮影ゾーン « U > 〈区)〉を除く）では、暗いときや日中逆光時に 

内蔵スト□ボび自動的に上びって発光します。収納するとさは手で押し下げ 
ます。 

参ピントび合ったときの電子音を、鳴らないようにすることびできます。 （88) 

• 撮影直後に液晶モニターに表示される画像の表示時間を、メニュー機能の 
[囚撮影画像の確認時間] で変更することびできます。 （98) 

• 任意の AF フレームでピント合わせをしたいとさは、モードダイヤルを 〈 P 〉 
にしたあと、 『AF フレームの選択』（日己）で AF フレームを任意選択します。 
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イゾージにあわせて撮る 

撮影目的に応じたモードを選ぶだけで、効果的な写真を簡単に撮影でさま 
す。 


み_ポートレート 



背景をぼかして人物を浮さ立たせた写真を撮る 
ようなとさに使用します。 

参シャッターボタンを巧し続けると連続撮影になりま 
す。 

参望遠レンズを使用して、人物の上半身びファイン 
ダーいっぱいになるくらいにすると、背景を効果的 
にぼかすことびでさます。また被写体をでさるだけ 
背景から離すとより効果的です。 

AF モードは 〈 ONESWT 〉、 ドライブモードは〈回〉、 
測光モードは〈を]〉に自動設定されます。 


s^r 風景 _ 

広びりのある風景や夜景などを撮るようなとさ 
に使用します。 

参広角レンズを使用すると、近<から遠<までの奥行 
さに加えて、横の広びりわ表現でさます。 

AF モードは 〈 ONESHOT 〉、 ドライブモードは〈□〉、 
測光モードは〈を]〉に自動設定されます。 



化[ク□—ズアップ 



草花や尾虫などを大さく撮るよラなとさに使用 
します。 

• でさるだけ使用レンズの最短撮影距離まで被写体に 
近づいて撮影すると効果的です。 

• ズームレンズの場合は、望遠側にすると被写体をさ 
らに大さく撮影でさます。 

参本格的なク□ーズアップ撮影には、別売の EOS 専用 
マクロレンズとマク□スト□ボの使用をおすすめし 


ます。 

吟 AF モードは 〈 ONESHOT 〉、 ドライブモードは〈□〉、 
測光モードは〈度]〉に自動設定されます。 
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イメージにあわせて撮る 


^ [スポーツ 



動さの速い被写体の瞬間をとらえた写真を撮る 
ようなとさに使用します。 

参初めに中央の AF フレームで被写体をとらえます。そ 
のあと、9つの AF フレームのいずれかで被写体をと 
らえていればピントを合わせ続けます。 

• シャッターボタンを押し続けると被写体にピントを 
合わせ続け、連続撮影になります。 

• 望遠レンズの使用をおすすめします。 

• ピントび合うと合焦音び小さく鳴ります。 

今 AF モードは 〈 AISERVO 〉、 ドライブモードは <9]〉、 
測光モードは〈を]〉に自動設定されます。 


因「夜景ポートレート 



夕暮れや夜景を背景にした人物を撮影するとさ 
に使用します。人物にはスト□ボ光びあたり、背 
景は遅いシャッター速度でそれぞれをされいに 
撮影でさます。 

• 人物び入らない夜景のみを撮影するときは〈；4〉で 
撮影してください。 

• スト□ボび発光してわすぐに動かないよラに、写真 
を撮られる人に声をかけてください。 

吟 AF モードは 〈ONE SHOT 〉、 ドライブモードは〈□〉、 
測光モードは〈を]〉に自動設定されます。 


Qj r ストロボ発光禁 

美術館など、スト□ボ撮影び禁止されている場所 
や、自然光を生かした雰囲気のある写真を撮影す 
るときに使用します。 

• 内蔵スト□ボ、 EOS 専用外部スト□ボ使用時とわに 
発光しません。 

今 AF モードは 〈 AI FOCUS 〉、 ドライブモードは〈□〉、 
測光モードは〈を]〉に自動設定されます。 

W 〈因〉では、手ブレを防ぐために兰脚を使用してください。また、 < U > 〈区)〉 
でシャッター速度び点滅したとさは、手ブレにを意してください。 
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& セルフタイマー撮露 — 

セルフタイマーは記念撮影などに使用します。簡単撮影ゾーンでを応用撮影 
ゾーンでを使用でさます。 



< DRIVE - ISO > ボタンを巧す （る 6) 


〈&〉を選ぶ 

♦ 表示パネルを見なびら〈酱〇を回して、 
〈&〉を選びます。 

ピントを合わせる 

♦ シャッターボタンを半押しして、合焦 
マーク〈♦〉の点なと露出表示を確認し 
よ 9 〇 


撮影する 

参ファインダーをのぞさなびらシャツ 
ターボタンを全押しします。 

今電子音び鳴り、セルフタイマーランプび 
点滅を始め、約1日秒後に撮影されます。 
始めの8秒間：ゆっくりピッ、ピッ音 


/セルフタイマーランプ遅い点滅 
最後の2秒間：早くピピピピ音 


/セルフタイマーランプ点な 
今セルフタイマー作動中は、表示パネルに 


撮影されるまでの秒数び減算で表示さ 
れます。 


W レンズの前に立ってシャッターボタンを押すと、ねらった被写体にピントび合わ 
なくなります。 

31 • セルフタイマー撮影するとさは、兰脚を使用してください。 

• セルフタイマー撮影を途中で中止するときは、 < DRIVE - IS 0> ボタンを押します。 
• 自分一人だけをセルフタイマーで撮るとさは、自分び入る位置とほぼ等しい 
距離にあるものに フォー カス□ック (67) して撮影します。 

参電子音を鳴らないようにすることびできます。 （88) 
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画像に関する設定 


この章では、記録画質、 ISO 感度、ホワイトバランス、色空間、現 
像パラメーターといった、撮影に関わるデジタルカメラ特有の機 
能設定について説明します。 

♦簡単撮影ゾーンでは、この章の中の、記録画質 （ RAW 、 
RAW + JPEG を除く）の設定、ファイル番号設定方式の選択、 
カメラの設定内容の確認のみび行えます。 

♦ ページタイトルちの女マークは、応用撮影ゾーン （ P 、 Tv 、 
Av 、 M 、 A - DEP ) 限定の機能であることを示しています。 



記録画質を設定ずる 


ML M L M M/J M /4 S / JS は、ミ凡用性の高い JPEG 形式で画像 
を記録します。应 S のは撮影後、付属のソフトウェアで現像処理を行う必要 
びあります。 {3M+ML / +JL / + 4M / +JM / +4S / + JS 
( RAW + JPEG ) は、 RAW 形式と」 PEG 形式の画像を同時記録します。な 

お、 簡単撮影ゾーンでは、 RAW 、 RAW + JPEG は選択できません。 


IMB. 用 


12 


區己録画質]を選ぶ 

♦ 〈類〉を回して[〇 記録画 動を選び、〈资)〉 
を押します。 

記録画質設定画面になります。 

記録画質を設定する 

♦ <〇>を回して希望する記録画質を選 
び、 く@〉 を押します。 


記録画質を還ぶときの目安 


記録画質 

記録形式 

け広張子） 

記録画素数 

プリントサイズ 

ML (ラージフアイン） 

JPEG 

( JPG ) 

3已〇 4 X 2336 
(約820万） 

A 3 必上 

ML (ラージノーマル） 

JM (ミドルフアイン） 

2已 44 X 169 巨 

(約430万） 

A 已〜 A 4 

MM (三ドルノーマル） 

4 S (スモールフアイン） 

1728 X 1 ]已2 

(約200万） 

A 已じ(下 

MS (スモールノーマル） 

(□ウ ） 

RAW 

(. CR 2) 

3已 04 X 2336 
(約日20万） 

A 3 必上 


胃参4 (ファイン ）、 J (ノーマル）は、画像の圧縮率のことです。画質優先のと 
さは低圧縮率の〈4〉を、撮影枚数優先のとさは高圧縮率の〈 J 〉 を選びます。 
参 RAW +」 PE 白の同時記録では、 RAW 形式と」 PEG 形式に分けた2種類のデー 
夕を、同じファイルま号で保存します。 」 PEG 形式の画像は、ダイレクトプ 
リントやプ U ント指定を行うことびできます。 


MENU 


しし M M 5 5 

ssill 


0L LM 
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I , J が" J 記録画質を設定する 


RAW にごいて 

RAW はノ くソコンでの現像処理を前提としているため、専門的な知識び必要 
ですび、付属ソフトウエアの現像機能によって、使用目的に最適な画像を創 
ることびでさます。〈应5の〉画像の現像処理は、撮影時に設定されていたホ 
ワイトバランス、色空間、現像パラメーターの内容で行われます。 

現像処理とは、 RAW データに対して、ホワイトバランスやコントラストな 
どの画像調整を行って、画像を創り出すことをいいます。 

なお、 RAW 形式のデータは、ダイレクトプ U ントやプ U ント指定 ( DPOF ) 
びでさません。 


記録画質に巧する1枚のサイズと撮影可能枚数の目安 


記録画質 

1 枚のサイズ（約 MB) 

撮影可能枚数 

ML 

3.6 

66 

ML 

1.8 

133 

MM 

2.2 

112 

MM 

1.1 

221 

MS 

1.2 

]9已 

MS 

0.6 

380 

I3SSS+ML 

- 

18 

lESSi+ML 

22 

(ESa+MM 

21 

ISSSS+MM 

23 

(ESa+MS 

23 

(ESa+MS 

2已 

fl^ 

8.7 

27 


• 撮影可能枚数は2已日 M 目の CF カード使用時の枚数です。 

• 1枚のサイズ、撮影可能枚数、連続撮影可能枚数 （4 日）は、当社試験基準 （ ISO 100、 
現像パラメーター： [パラメータ ー1] 設定時）によります。なお、 ] 枚のサイズ、撮 
影可能枚数、連続撮影可能枚数は、被写体、撮影モード、 ISO 感度、現像パラメー 
ターなどにより異なります。 

• モノク□撮影時（已 7) は、]枚のサイズび小さくなり、撮影可能枚数び多くなります。 
参撮影可能枚数は、表示パネルで確認することびでさます。 

•記録画質は、簡単撮影ゾーン、応用撮影ゾーンで別々に設定することびでさます。 
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■の IWI " 記録画質を設定ずる 


連続撮影可能枚数について 

記録画質により、連続して撮影でさる枚数（連続撮影可能枚数）び異なりま 
す。各記録画質での連続撮影可能枚数の目安は次のとおりです。なお、高速 
書さ込みタイプの CF カード使用時は、撮影条件により、表記枚数似上の連 
続撮影びできることびあります（記録画質び JPEG あ式のとき)。 


記録画質 

ML 

ML 

4M 

MM 

パ 

MS 

圓 

( M 3 +JPEG 

連続撮影可能 
枚数 

20 

32 

28 

61 

64 

123 

6 

巨 


が誦 参そのとさの撮影条件で、あと何枚連続撮影でさ 
るかを、ファインダ-内ち下で確認することび 


連続撮影可能枚数 

♦ 「9」と表示されているとさは、 9 枚 iU 上または 9 枚の連続撮影びでさます 
(「6」と表示されているとさは、 6 枚）。 

♦ 撮影を行って、枚数び 9 枚より少なくなると、数字び「8」「7」...と小さ 
くなります。撮影を中断すると、数字び大さくなつていさます。 


W 言己録画質わ' 一 L / JL /4 M / JM /4 S/JS ( JPEG 形式）のとき 

• 次の撮影条件では、連続撮影可能枚数び大幅に少な< (6 枚！;!下に）なること 
びあります。 

-〈巧〉 で連続撮影中に、内蔵スト□ボの発光あり/なしび自動的に切り換 
わったとさ 

-連続撮影中に、外部スト□ボの充電び切れたとさ 
• 連続撮影可能枚数び大幅に少なく（目枚しソ下に）なることびありますので、しソ 
下の操作を行わないでください。 

-短い間隔で何度も続けてシャッターボタンを全巧しすること 
-撮影した直後に、撮影モードを切り換えて、すぐに撮影すること 
-連続撮影中に、内蔵スト□ボの上げ下げをすること、外部スト□ボの電源 
を入/切すること 

参撮影したすべての画像の現像処理び終了すると （ CF カードに書さ込まれると）、 
上の表に示した枚数の連続撮影びでさるよラになります。 

13 • WB ブラケティング撮影時（己 2) は、連続撮影可能枚数び6枚になります。 

参連続撮影可能枚数は、ドライブモードび〈□〉 （1 枚撮影）、〈&〉でち表示 
されます。なお、 CF カードを入れていないとさにも枚数び表示されますので、 
CF カードび入っていることを確認してから撮影してください。 
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ISO 旧 o 感度の設定* 

IS 日感度とは、撮影時の光に対する敏感度を数値化したをのです。数値び大 
さくなるほど感度び高く、暗い場所での撮影や動さのある被写体の撮影に向 
いていますび、撮影画像にノイズび入るなど、画像び粗くなることびありま 
す。逆に感度び低い場合は、暗い場所での撮影や動さのある被写体の撮影に 
は向いていませんび、さめ細かな画像び撮影でさます。 

このカメラでは、 IS 日 感度を1 日日〜] 600 まで、 ] 段 ステップで 設定する こ 
とびでさます。 


簡単撮影ゾーンでの旧〇感度 

撮影状況に応じて、 ISO] 00〜4 日日の 間で、 IS 日 感度び自動設定され ます。 


応用撮影ゾーンでの旧〇感度 

IS 日 感度を 「100」「200」「400」「800」「1600」 の中から選択することびで 
きます。カスタム機能 C.Fri-08 [旧 0感度拡張]を [1: する] に設定すると 
(141)、 「 H 」（ IS 日32日日 相当）も選択できるようになります。 

1 < DRIVE - IS 0> ボタンを巧す （を 6) 

吟表示パネルに現在設定されている感度 
び表示されます。 

♦ 簡単撮影ゾーンのときは、表示パネルに 
「Auto」 と表示されます。 

) 旧0感度を設定する 

♦ 表示パネルを見なびら〈〇〉を回しま 
す。 


W 参 ISO 感度を高くしたり、高温下で使用すると、画像に含まれるノイズ成分びや 
やを < なります。 

参高温•高 ISO 感度•長時間露光の条件で撮影を行ラと、撮影画像に色ムラび発 
生することびあります。 
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WB ホワイトバランスを設定ずる* — 

通常は、〈凸田因〉で最適なホワイトバランスび自動設定されます。〈凸田因〉 
で自然な色あいにならないとさは、光源別にホワイトバランスを選択した 
り、手動設定で調整します。簡単撮影ゾーンでは〈凸田因〉に自動設定され 
ます。 

<AF-WB> ボタンを巧す （を 6) 

ホワイトバランスを選ぶ 

♦ 表示パネルを見なびら〈〇〉を回しま 
す。 


表示 

モード 

色 温度（約 • K) 

fMIi\ 

オート 

3000〜7000 

-朱 

太陽光 

已 200 

6k 

曰 陰 

7000 

A 

くわり、 薄暮、 夕やけ空 

6000 

ホ 

白熱電球 

3200 

B 

白色董光打 

4000 

な 

スト□ボ使用 

巨 000 

lAl 

マニュアル* 

2000〜10000 

口 

色温度 

2800-10000 


* 手動で撮影環境に最適な設定をするとさに設定します。 （49) 


ホワイト八ランスにごいて 

光源中に含まれる RGB 3 原色（ホ•緑•青）の構成比は、色温度によって変 
化します。色温度び高い場合は、青の要素び強くなり、色温度び低い場合 
は、ホの要素び強くなります。人間の目には、照明する光び変化してを、白 
い被写体は白に見えるという順応性びあります。デジタルカメラの場合は、 
ソフトウてア的に色温度を調整して、被写体に含まれる色の基準となる白を 
ミ夫め、白を基準に色を補正して自然な色あいで撮影でさます。このカメラの 
〈凸四 E〉 は、撮像素子を使用して行います。 
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MENU 


7 ニユアルホワイト八ランス* 


マニュアルホワイトバランス （ MWB ) は、ホワイトバランスの基準となる 
白い被写体を撮影し、その画像を選ぶことでホワイトバランスデータを取り 
込み、ホワイトバランスを設定します。 



< AF - WB > ボタンを巧す （を 6) 

マニュアル WB を選ぶ 

♦ 表示パネルを見なびら〈類〉を回して、 
< tAi > を選びます。 




部分測光範囲 


3白い被写体を撮影ずる 

♦ 部分測光範囲の領域全体に、白い無地の 
被写体びくるようにします。 

参レンズのフオーカスモードスイッチを 


< MF > にして、手動でピントを合わせま 
す。 (68) 

参どのホワイトバランス設定 (48) でを 
構いません。 


♦ 白い被写体び標準露出になるよラに撮 
影します。 



4 [ MWB 画像選択]を選ぶ 

♦ 〈類〉を回して[〇 MWB 画像選択] を選 
び、〈资)〉を押します。 

今マニュアルホワイトバランス設定画面 
になります。 

5画像を選ぶ 

♦ <0>を回して手順3で撮影した画像を 
選び、〈@〉を巧します。 

ホワイトバランスデータび取り込まれ、 
メニューに戻ります。 
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皿五のマニュアルホワイトバランス* 


W • 手順3で撮影した画像の露出び、アンダーまたはオーバーだと、正確なホワイ 
トバランスび設定されないことびあります。 

• 現像パラメーターを [モノク山 に設定して撮影した画像（已のは、手順己で 
選択でさません。 


H 白い被写体の代わりに ] 8%標準反射板（市販品）を撮影すると、より正確なホ 
ワイトバランスにすることびできます。 


MENU 


を温度を直接設定ずる A 


ホワイトバランスの色温度を数値で設定することびでさます。 



< AF - WB > ボタンを巧す （る 6) 

色温度を選ぶ 

♦ 表示パネルを見なびら〈類〉を回して、 
〈13〉を選びます。 


3腹温度]を選ぶ 

♦ 〈〇〉を回して[〇色温廚を選び、〈@〉 
を押します。 


1な 


^1- ドなしレリ-スす》 

AE 曲を 

で " しぶ ,1 .ぶ i 

wa 正/日 KTfiS 
剛なお 

日•甘 /: to ’ 

ち . ^3 な 

倒 

細 j 

吾をバラ)(ート 

欄-夕 -2 


色温度を設定する 

♦ <〇>を回して希望する色温度を設定 
し、〈资)〉を押します。 

♦ 設定でさる色温度範囲は、2800〜 
10000 K (]00 K ステップ）です。 


W 参人工光源の色温度を設定するとさは、必要に応じてホワイトバランス補正（マ 
ゼンタ、またはグ U —ン寄りの補正）を行ってください。 

• カラーメーターで測定した色温度数値を〈13〉に設定する場合は、事前にテ 
スト撮影を行い、カメラとカラーメーター間の誤差を補正した数値を設定し 
てください。 
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MENU 


ホワイトバランスを巧正ずる* — 


設定しているホワイトバランスモードの色温度を補正することびでさます。 
この機能を使うと、市販品の色温度変換用フィルターや、色補正用フィル 
ターと同じよラな効果を得ることびでさます。補正幅は各色 9 段です。特に 
色温度変換フイ>1レターや、色補正用フィルターの役割と効果を理解されてい 
るちにおすすめします。 


I な 

广^ I 

力-ドなしレリ-ズす》 

が離 

■£*，しみ，1|ぶ 

.，哉!/ BKT 賠 じ•ご/巧 



娜 

52 贿 K 

mt 

SRGB 

頂*バラ乂ーター 

バラトタ ー 2 



設定例： A 2， G 1 



[WB 補正/ BKT 設定] を 選ぶ 
♦ <0> を回して[〇 WB 補正/ BKT 設定] を 

選び、〈@〉を巧します。 

今 W 目補正 / WB ブラケティング設定画面 
になります。 

ホワイトバランスを補正する 

♦ 〈ミも〉を上下左ち、斜め方向に操作して、 
画面上の「■」を希望する位置に移動し 
ふ 9 〇 

♦ 目はブルー、 A はアンバー、 M はマゼン 
夕、 G はグ U —ンの意味です。移動方向 
寄りの色に補正されます。 

参画面ち上の 「 SHIFT 」 に補正方向と、補 
正量び表示されます。 

♦ ホワイトバランス補正を解除するとさ 
は、〈を〉を操作して、 「叫 の位置を座 
標の中む （「 SHIFT 」 を「0,0」の表示） 
にします。 



♦ <@>を巧すと、設定び終了しメニュー 
に戻ります。 


0 • ホワイトバランス補正中は、ファインダー内と表示パネルに〈班〉び表示さ 
れます。 

• ブルー/アンバーの1段は、色温度変換フィルターの約已ミレッドに相当しま 
す。（ミレッド：色温度変換フィルターの濃度を表わすとさに使用される単位） 
• WB ブラケティングや AE 目と組み合わせて撮影することびでさます。 

• 手順2で〈類〉を回すと、 W 目ブラケティングの設定になります。（已 2) 
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MENU 


ホワイト A ’ ランスを輔のに'まえて撮る* 


1回の撮影で色あいの異なる3枚の画像を記録することびでさます。設定し 
ているホワイトバランスモードの色温度を基準に、目（ブルー）と A (アン 
バー）寄りの色あい、または M (マゼンタ）と G (グ U —ン）寄りの色あい 
に補正した画像を記録します。これをホワイトバランスブラケティング撮影 
といいます。補正幅は]段ステップ±3段です。 


1記録画質を RAW 、 RAW + JPEG 似外 

にする （44) 
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[WB 補正/ BKT 設定]を選ぶ 

♦ <0> を回して[〇 WB 補正/ BKT 設 苗を 

選び、〈资)〉を巧します。 

WB 補正 / WB ブラケティング設定画面 
になります。 

ブラケティング設定する 

♦ <〇> を回して、ブラケティング方向と 
ブラケティングレベルを設定します。 

参〈〇〉を回すと、画面上の「■」び「■ ■ 
叫 （3 点）に変わります。〈〇〉をちに 
回すと、目 / A 方向、左に回すと M / G ち 
向のブラケティングになります。 

♦ 設定でさるブラケティングレベルは、目/ 
A 方向、 M / G 方向とわに]段ステップ、 
±3段です。 （ B / A 方向と M / G 方向を同 
時に設定することはできません。） 

今画面ちの 「 BKT 」 にブラケティング方向 
と、ブラケティングレベルび表示されま 
す。 

♦ 〈毎)〉を巧すと、設定び終了しメニュー 
に戻ります。 















皿五のホワイトバランスを自動的に変えて撮る 


4撮影する 

, B / A ち向のブラケティングび設定され 
ているときは、基準 WB 、 目（ブルー） 
寄り 、 A (アンパー)寄りの順に、 M/G 
方向のブラケティングび設定されてい 
るときは、基準 WB、M (マゼンタ')寄 
り 、 G (グ U —ン）寄りの順に3枚の画 
像び CF カードに記録されます。 

♦ 設定しているドライブモード （7 日）に 
従って撮影されます。 


ホワイトバランスブラケテイングの解除 


—圓巧 

BIm 


参手順3の操作で、 「 BKT 」 を「±0」（「■■ 
叫を「■」 （1 点)）にします。 


W 参記録画質び、 RAW 、 RAW + JPE 白に設定されているときは、 W 目ブラケティ 
ング撮影でさません。 

• W 目ブラケティング撮影時は、連続撮影可能枚数び日枚になります。 


151 参 WB ブラケティングを設定すると、表示パネルのホワイトバランスマークび点 
滅し、撮影可能枚数び約1/3になります。 

•] 回の撮影で3枚の画像を記録するため、通常の撮影よりも CF カードへの画 
像記録時間び長くなります。 

参ホワイトバランス補正や AE 目と組み合わせて撮影することびでさます 。 AEB 
との組み合わせでは、合計9枚の画像び記録されます。 

参 「 BKT 」 は、目 racketin 吕の略です。 
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MENU 


色巧囲を設定ずる* 


色空間とは、再現でさる色の範囲（色域特性）のことです。このカメラで 
は、撮影する画像の色空間を sRG 目（エスアールジービー )、 Adobe RGB 
(アドビアールジービー）から選択することびでさます。なお、一般的な撮 
影には、 sRG 巳をおすすめします。簡単撮影ゾーンでは sRG 目に自動設定さ 
れます。 


1[色空間]を選ぶ 

♦ 〈類〉を回して[〇 色空間] を選び、〈@〉 
を押します。 


1 〇 「一を 1 

が 巧 淀 

WB* む日 KT 肪 

wmwtm 

を那 


屯き巧 — — 

就バが-夕- 

が 日 a 

.Adobe に日 

査 が〕テク ト 



色空間を設定する 

♦ <〇> を回して [SRGB] または [Adobe 
RGB] を選び、〈资)〉を押します。 


Adobe RGB について 

おをに商用印刷などの業務用途で使用します。画像処理と Adobe RGB 、 
DCF 2.0 (Exif 2.21)についての知識びないちにはおすすめできません。 
sRG 目のパソコン環境や、 DCF 2.0 ( Exif 2.21) に対応していないプ U ン 
ターでは、とてを控えめな感じに仕上びるため、撮影後、パソコンのソフト 
ウェアなどで画像処理を行う必要びあります。 


园 • 色空間を Adobe RG 目に設定して撮景ミした画働ま、ファイル名び LMG 」 洗 
頭文字びアンダーバー）になります。 

参に C プ□ファイルは付加されません。に C プ□ファイルについては 、 EOS 20 D 
ソフトウエア使用説明書を参照してください。 
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MENU 


現像パラメーターを選択する A 


撮影画像を、鮮やかでくっさりした感じにしたり、逆に控えめにしたりする 
ことびでさます。現像パラメーターには、あらかじめ設定されているパラ 
メーター1、2と、自分で設定した内容で撮影でさるセット1、2、3、白黒 
画像を撮影するとさのモノク □ びあります。簡単撮影ゾーンではノ（ラメー 
ター]に自動設定されます。 


|け 脫 0,0/が 

'M 

を 独 リ則 


，朝！!パうけ-パが-タイ 
就プ□テクト 

ち*册 



[規像パラメーター]を選ぶ 

• <〇> を回して[〇 現像パラメーター] を 
選び、〈@〉を巧します。 

現像パラメーター設定画面になります。 

〈贷)> を巧す 




パラメーターを選ぶ 

♦ 〈類〉を回して希望する項目を選び、 
<@>を巧します。 

参 〈 MENU 〉 ボタンを巧すと、メニューに 
戻ります。 


現像パラメーターについて 


項目 

内容 

パラメーター] 

鮮やかでくっさりした感じに仕上びります。簡単撮影 
ゾーンでは、すべてこの感じで撮影されます。 

パラメーター2 

パラメーター]よりを、やや控えめで自然な感じに仕上 
びります。 

セット]〜3 

白ン トラスト][シャープネス][色の 濃 さ][色あい] を任意に 

設定•登録することびできます。（己 6) 

モノクロ 

白黒画像を撮影することびでさます。 


13参[パラメータ ー1] は、コントラスト/シャープネス/色の濃さを+1段に設定し 
たものです。[パラメータ ー2] は、すべての項目を「0」に設定したものです。 
• 応用撮影ゾーンでは、初期状態で[パラメーター 2] に設定されています。 
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MENU 


現像パ ラゾーターを 設定ずる* « 


撮影した画像の現像処理の内容（パラメーター： [コントラスト][シャープネス] 
[色の濃さ][色あい] /各己段階）をカメラで任意に設定して、 3 件まで登録- 
設定することびでさます。 



1 照像パラメーター]を選ぶ 

♦ <〇> を回して [〇現像パラメーター] を 
選び、〈资)〉を巧します。 

^現像パラメーター設定画面になります。 

2 <©> を巧ず 



3セット番号を選ぶ 

♦ <〇> を回して 比ット I ] 〜 [セット 3] 
のいずれかを選び、く@〉を押します。 
♦ 比ット I ]〜 [セット 3] の初期状態は、 
すべての パラメーターび 口] (標準）に 
設定されています。 


4項目を選ぶ 

♦ 〈類〉を回して項目を選び、く@〉を押 
します。 


項目 

マイナス 

プラス 

コントラスト 

明暗差•弱 

明暗差•強 

シャープネス 

輪郭強調- 
控えめ 

輪郭強調- 
強め 

色の濃さ 

薄め 

濃いめ 

色あい 

肌色びホめ 

肌色び黄色め 



内容を設定する 

♦ <〇> を回して希望する効果を設定し、 
<@>を巧します。 


参 〈 MENU 〉 ボタンを巧すと、メニューに 
戻ります。 
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皿五の現像パラメーターを設定する 


白黒画像を撮影ずるとを 

現像ノくラメーターをモノク□に設定して撮影すると、カメラび現像処理を 
行って、白黒画像を CF 力ードに記録します。 



1[モノクロ]を選ぶ 

• 己目ページの手順3で 圧ノク □] を選び、 
〈资)〉を巧します。 


2 項目を選ぶ 

♦ 〈類〉を回して項目を選び、〈@〉を押 
しよ9 〇 

• 已ントラスト][シャープネス] は、己6ペー 
ジ手順4の表の内容と同じです。 

♦ [フィルター効果][調色] については、己8 
ページを参照してください。 

3内容を設定する 

♦ <〇> を回して希望する効果を設定し、 
<@>を巧します。 


参 〈 MENU 〉 ボタンを巧すと、メニューに 
戻ります。 

♦ 撮影準備状態に戻ると、表示パネルに 
< B / W > び表示されます。 



W • 自然な感じの白黒画像にするためには、適切なホワイトバランスで撮影して 
ください。 

• [モノクロ]に設定して撮影した JPEG 形式の白黒画像を、パソコンのソフト 
ウェアなどを用いて、カラー画像にすることはできません。 
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四五の 現像 パラメーターを 設定する 


フィルター効ま 

白黒フィルムで写真撮影を行う とさの フィルターワークをデジタル画像で 
再現したをのです。使用するフィルター色と同じ（近接した）色を明るく 
し、補色を暗くした白黒画像を撮影することびでさます。 



フィルター 

効果例 

N :なし 

フィ J レター効まなしの通常の白黒画 
像になります。 

Ye :黄 

青空びより自然に再現され、白い雲 
びはっきりと浮かび上びります。 

0「：オレンジ 

青空び少し暗くなります。夕曰の輝 
さびいっそラ増します。 

R :ホ 

青空びかなり暗<なります。紅葉の 
葉びはっさりと明るくなります。 

G :緑 

人物の肌色や屋び落ち着いた感じに 
なります。木々の緑の葉びはっきり 
と明るくなります。 


B 1 ロントラスト] をプラス側に設定して撮影すると、フイルター効果びより強調され 
ます。 


調を 

調色を設定して撮影すると、白黒画像に設定した色を付けて CF カードに記 
録します。より印象的な画像を撮影したいとさに有効です。 



[ N : なし] [ S : セピア]旧：青][?:紫][6:織 
から選ぶことびでさます。 
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MENU 


ファイルま号の設定方式 


ファイル番号は、フィルムカメラのフィルムコマ番号に相当するをので、[通 
し 番哥と [才ートリセット] の 2 種類びあります。撮影した画像は、自動的に 
日日日1 〜 9999 までのファイル番号び付けられて、ひとつのフォルダに最大 
1日0 画像ずつ保存されます（フオルダは自動的に作られます)。 


r 


トトバロ-オフ 
謹！]邸赫 
巧金的巧るご 
日付/晚 J 


[ファイル番号]を選ぶ 
♦ 〈類〉を回して[ロ ファイル番号] を選び、 
<@>を押します。 

番号の設定方式を選ぶ 

♦ <〇> を回して 随しき号] または 订一 
トリセット] を選び、く@〉を押します。 



通し番号 


CF カードを交換してを、最後に撮影した画像の 
続さ番号び次の画像に付けられます。撮影した画 
像のファイル番号び重複しないため、画像をパソ 
コンでまとめて管理するよラなとさに有効です。 

才ートリセット 

CF カードを交換すると、ファイル番号び初期値 
( XXX -0001) に戻ります。撮影した画像のファ 
イル番号び、0001から始まりますので、 CF 力一 
ド単位で分類したいとさなどに有効です。 


CF 力ードを交換した場合 


'CF 力ード-11 fcF 力ード-吕 



続さのファイルま号 

CF 力ードを交換した場合 


'CF 力ード-リ fcF 力ード- 2. 



ファイル番号リセット 


W フォルダま号999び作成されると、液晶モニターに [フォルダ番号がいっぱいでず] 
と表示されます。さらにファイル番号び9999になると、表示パネルとファイン 
ダー内に [Err CFJ (CF エラー 警告）表示されます。新しい CF カードに交換して 
ください。 

0ファイル名は、 JPEG 画像、 RAW 画像ともに riMG 」 になります。拡張子は、 
JPEG 画像び 「. JPG 」、 RAW 画像び 「. CR 2」 になります。 
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INFO . カゾラの設定内容を確認ずる ~ 

撮影準備状態で 〈 INFO .〉 ボタンを巧すと、現在カメラに設定されている内 
容び液晶モニターに表示されます。 

設定内容を表示する 

♦〈 INFO .〉 ボタンを巧します。 

今液晶モニターにカメラの設定内容び表 
示されます。 

♦ をう一度 〈 INFO .〉 ボタンを巧すと、液 
晶モニターび消えます。 



設定内容表示 


日忖/時刻 

04/08/1810:巧 

AE 職お~ 

-2 •—ん - g .- l •ぶ— 

術補正/ BKT 設定 

0,0/が 

ををお 

S 做目 

頃を/がーター 

バラ X- 夕 -2 

「撮影画®の臟 H 聞嫩 ~ 

囲がろ 1 分 

ふ入 135200 

11 颗3 M 8 まき 

画100 


P 曰付/時刻 （32) 

■*「 AEB 設定旧 2) 

— I WB 補正 （51) / 

」 WB ブラケティング（己 2) 

一色空間 （54) 

一 現像 パラメーター （日己） 
—撮影画像の確認時間 (98) 
—ホワイトバランス/ 

色温度設定値 (50) 

— ISO 感度 （47) 


-縦横自動回転表示 （99) 




-オートパワーオフ (31) 

- CF カードの空さ容量 
スト□ボ調光補正 (94) 


B 1 画像再生時の画像情報につい口ま、『撮影情報表示について』 （102) を参照して 
<ださい。 
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4 

AF / 測光/ 
ドライブの設定 



ファインター内には、9つの AF フレームが 
配置されています。適切な AF フレームを 
選択することにより、構図優先の AF 撮影 
を行ラことができます。また、被写体の状 
況や撮影意図にあわせてオートフオーカ 
スの作動特性を選択できます。 


ドライブモード 


□0 

を] L 

] 

-□ 

ONE SWT 


AF モド 


測光モード 


測光モードには、評価測光、部分測光、中 
央部重点平均測光があります。ドライブ 
モードには、1枚撮影、連続撮影、セルフ 
タイマーがあります。撮影状況や撮影意図 
にあわせて選択してください。 


♦ ページタイトルちの ★ マークは、応用撮影ゾーン （ P 、 Tv 、 
Av 、 M 、 A - DEP ) 限定の機能であることを示しています。 
♦簡単撮影ゾーンでは、 AF モード、 AF フレーム、測光モード、 
ドライブモードび自動設定されます。 














AF AF モードの選択* 

AF モードとは AF の作動特性のことをいいます。止まっている被写体の撮影 
に適している「ワンショット AF 」、 動いている被写体の撮影に適している 「Al 
ヴーボ AF 」、 被写体の状態に応じて、「ワンショット AF 」 から 「 Al サーボ AF 」 
へとカメラび作動特性を自動的に切り換える 「 AI フォーカス AF 」 の3種類び 
あります。簡単撮影ゾーンでは、撮影モードごとに最適な AF モードび自動 
設定されます。 



レンズのフオーカスモードスイッチ 
を < AF > にする 


モードダイヤルを応用撮影ゾーンに 
する 

<AF-WB> ボタンを巧ず （る 6) 


AF モードを選ぶ 

♦ 表示パネルを見なびら〈巡〇を回しま 
す。 

ONESH 饥ワンシヨット AF 
AI FOCUS : AI フォーカス AF 
AI SERVO : AI サーボ AF 


W エクステンダー（別売）を併用したとさに、開放絞り数値び F 己.目を超えるレン 
ズでは、 AF 撮影できません。詳しくは、エクステンダーの使用説明書を参照し 
て < ださい。 

BI 〈 AF 〉 は Auto Focus けートフォーカス）の略で自動ピント合わせのことです。 
< MF > は Manual Focus (マニュアルフオーカス）の略で手動ピント合わせのこ 
とです。 
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AF AF モードの選択 


止まつている被写体を撮るとまはワンシヨツト AF 

シャッ ターボタンを半巧しすると AF 
が作動し、1回だけピントを合わせま 
す 

今被写体にピントび合ラと、ピント合わせ 
を行った AF フレームび一瞬ホく光りま 
す。同時にファインダー内に合焦マーク 
<•> び表示されます。 

今評価測光ではピントび合うと、同時に露 
出値びミ夫まります。そのままシャッター 
ボタン半押しの状態をイ呆つと、露出値び ■ 
固定されたままになり、ピントを合わせ ■ 
たあとに構図を変えて撮影するフォー 
カス□ック撮影 (67) びでさます。 



HI ピントび合わないと合焦 マーク 〈•〉び点滅します。このときはシャッターボタ 
ンを全巧ししても撮影はでさません。構図を変えて再度ピント合わせを行ラか、 
『 AF の苦手な被写体（手動ピント合わせ)』 (68) を参照してください。 


動いている被写体を撮るとまは AI サーボ AF 

シャッターボタン半押しの状態を 
保っている間、被写体にピントを合 
わせ続けます 

♦ 撮影距離びたえず変わる（移動してい 
る）被写体の撮影に適しています。 

今動体予測機能*でカメラに向かってくる、 
または遠ざかる被写体にピントを合わせ 
続けます。 

今露出は撮影の瞬間に巧まります。 

0撮影モードび応用撮影ゾーン « A - DEP > を除く）のときは、ピントび合っても合 
焦音は鳴りません。また、ファインダー内の合焦マーク〈♦〉わ点灯しません。 


□ 


S 
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AF AF モードの選択 


* 動体モ測機能について 

被写体びほぼ等速度でカメラに近づいてくる、または遠ざかっていくとさ 
に、シャッターび切れる直前に正しいピントび得られるよう、その被写体の 
位置を予測してピントを合わせ続ける機能です。 

♦ AF フレーム自動選択のとさは、初めに中央の AF フレームで被写体をと 
らえます。 AF 中に被写体び中央の AF フレームから外れてを、他の AF フ 
レームのいずれかで被写体をとらえていればピントを合わせ続けます。 

♦ AF フレームを任意選択しているとさは、選択した AF フレームで動体予 
測を行います。 


AF モードを自動的に切り換える AI フォーカス AF 

AI フォーカス AF は、被写体の状態に応じ 
て、「ワン ショット AF 」 から 「 AI サーボ AF 」 
へとカメラび作動特性を自動的に切り換え 

Os 〇 

ワンショット AF で被写体にピントを合わ 
せたあと、被写体び連続して移動を始める 
と、その移動をカメラび検知して自動的に 
AI サーボ AF に切り換わり、被写体の動さに 
追従してピントを合わせ続けます。 

园 AI フォー カス AF のヴーボ状態でピントび合うと、合焦音び小さく鳴ります。た 
だし、ファインダー内の合焦マーク〈♦〉は点打しません。 
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回 AF フレームの選択* 

快つ レームとはピントを合わせる枠のことです。 快つ レームの選択ち式に 
は、「自動選択」と「任意選択」びあります。 

簡単撮影ゾーンと < A - DEP > では自動選択に設定されます。 < P > く Tv 〉 < Av > 

< M > の撮影モードでは、自動選択と任意選択を切り換えることびでさます。 

自動選択 

撮影状況に応じてカメラび自動的に AF フレームを選択してピントを合わせ 
ます。ファインダー内 のずベての AF フレームをホく点口させまず。 

任意選択 

9つの AF フレームから、任意の1点を手動で選択します。狙った被写体に確 
実にピントを合わせたいとさや、より構図優先の迅速な AF 撮影を行いたい I 
とさに便利な機能です。 


7ルチコント□—ラーによる選択 



〈回> ボタンを巧す （る 6) 

今現在選択されている AF フレームび、ファ 
インダー内と表示パネルに表示されま 
す。 



ホ 


AF フレームを 選択する 

♦ ファインダー内または表示パネルを見 
なびら、〈を〉を操作します。 

♦ 〈を〉を倒した方向に対応した AF フレー 
ムび選択されます。 

参〈を〉をまっすぐ巧すと、中央の AF フ 
レームび 選択されます。 

♦ 現在選択されている AF フレームと同じ 
方向に〈を〉を操作すると、すべての 
AF フレームび点好して自動選択になり 

On ^ 〇 
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回 AF フレームの選択 


電子タイヤルによる選択 



♦ 〈回〉 ボタンを巧したあと、〈盤〉また 
は〈類〉を回します。 

♦ ダイヤルを回すと左図のよラに循環し 
よ9 〇 


胃!参表示パネルを見なびら AF フレームを選択するとさは、次の図を参考にしてく 
ださい。 

自動選択 [- rfr -] 、中央 [ - ] 、ち [ -]、上 ['] 

参 EOS 専用外部スト□ボ使用時に AF 補助光でピントび合わないときは、中央の 
AF フレームを 選択してください。 


内蔵スト□ボによる AF 補助光について 

暗い場所などでシャッターボタンを半押しすると、内蔵スト□ボび連続的に 
光ることびあります。これは AF でピントを合わせやすくするためです。 


国！ • 〈24〉<<^>〈区)〉では、 AF 補助光は光りません。 

• 内蔵スト□ボによる AF 補助光でピントび合う範囲は約 4 m までです。 

• 応用撮影ゾーンでは、く^^〉ボタンを押してスト□ボを上げておくと、必要に 
応じて AF 補助光び光ります。 


使用レンズの明るさと AF 測距について 

EOS 2日 D の AF は、 F 2.8 より明るいレンズを使用すると、より高精度な AF 
ピント合わせを行うことびでさます。 


F2.8 より明るい大□径レンズ使用時 

中央 AF フレームでより高精度な十字測距（縦横線同時検出）を行ラことび 
でさます。十字測距時の縦線検出は、横線検出の約2倍の敏感度で行われま 
す。残る8つの AF フレームでは、横線検出、または縦線検出による AF 撮影 
になります。 

F 己.目より明るいレンズ使用時 

中央 AF フレームでは通常の十字測距、残る8つの AF フレームでは、横線検 
出、または縦線検出による AF 撮影になります。 
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画面の端の被写巧にピントを合わせる ■ 

AF でピントを合わせたあと、ピントを固定したまま構図を変えて撮影する 
方■法を「フ オー カス□ック撮影」といいます。フ オー カス□ック撮影は 、 AF 
モードびワンシヨット AF に設定されているとさに有効です。 


i モードダイヤルを応用撮影ゾーンに 
する 

2任意の AF フレームを選択する 



5撮影する 


W AF モー ドび AI ヴーボ AF (AI フオー カス AF の ヴーボ 状態を含む）のときは、 フオー 
カ ス□ック撮影でさません。 

13簡単撮影ゾーンでわフオーカス□ック撮影びできます（〈<?^〉を除く）。そのとき 
は手順3から行います。 
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AF の苦手な被写付;（手動ピント合わせ）《 

次のよラな特殊な被写体に対してはピント合わせびでさない（合焦マーク 
<•> び点滅する）ことびあります。 

ピントが合いに<い被写体 

( a ) コントラスト（明暗差）び極端に低い被写体 
例：青空、単色の平面など 

( b ) 非常に暗い場所にある被写体 

(C) 極端な逆光状態にあり、かつ光の反射び強い被写体 
例：反射光の強い車のボディ 

( d ) 被写体び遠いところと近いところに共存する状態 
例：おりの中の動物 

( e ) 繰り返し模様の被写体 

例：ビルの窓やパソコンのキーボードなど 

これらの場合は次のいずれかの方法でピントを合わせます。 

(1) 被写体とほぼ同じ距離にあるをのでフォーカス□ックし、構図をミ夫め 
なおして撮影する。 

に）レンズのフオーカスモードスイッチを 〈 M 。 にして手動ピント合わせ 
を行ラ。 


手動でピントを合わせる（マニュアルフオーカス） 

1レンズのフオーカスモードスイッチ 
を < MF > にする 

2ピントを合わせる 

♦ ファインダー内の被写体びはっさり見 
えるまで、レンズのフオーカス U ングを 
回します。 



フオーカス IJ ング 


H シャッターボタンを半押ししなびら手動ピント合わせをすると、ファインダー内 
にピントび合った AF フレームと合焦マーク〈♦〉び点灯します。 
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图測化モードの選択* 

測光方式には、評価測光、部分測光、中央部重点平均測光の3つのち式びあ 
ります。簡単撮影ゾーンでは評価測光に自動設定されます。 



〈图•阻〉ボタンを巧す （る 6) 

測光モードを選ぶ 

♦ 表示パネルを見なびら <巡 ')を回しま 
す。 


禪. 



画：評価測光 
回：部分測光 
[] :中央部重点平均測光 




画評価測光 

このカメラの標準測光方式で、逆光撮景ミを含む一般的な撮 
影に適しています。ファインダー内に占める被写体の位 
置、明るさ、背景、順光、逆光など複雑な光の要素をカメ 
ラび判断し、主被写体を常に適正な露出にします。 

♦手動ピント合わせ（マニュアルフオーカス）時は、常 
に中央 AF フレーム基準の評価測光になります。 

♦主被写体び極端な逆光下にあったり、強いスポットラ 
イトをおびているよラな、主被写体と背景に極端な明 
暗差びあるとさは、部分測光〈[勾〉をおすすめします。 



固部分測光 

逆光などで被写体の周辺に強い光びある場合の撮影に有 
効です。ファインダー中央部の約9%の範囲を測光します。 
測光範囲はほぼ左図の範囲となります。 



[] 中央部重点平均測光 

ファインダー中央部に重点を置いて画面全体を平均的に 
測光します。 
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鸟 1 ドライブモードの選択 

ドライブモードには1枚撮影と連続撮影びあります。簡単撮影ゾーンでは、 
撮影モードごとに最適なドライブモードび自動設定されます。 



< DRIVE - ISO > ボタンを巧す（る 6) 


ドライブモードを選ぶ 

♦ 表示パネルを見なびら〈酱〇を回しま 
す。 

□:1枚撮影 

シャツ ターボタンを全押しする 
と、 ] 枚だけ撮影します。 


鸟 J :連続撮影 （最高約已コマ/秒） 

シャツターボタンを全押しする 


と、巧している間、連続して撮影 
します。 


& :セルフタイマー撮影 (42) 


W • 撮影した画像は、一度カメラの内部メモ U —に保存し 
てから、順次 CF 力ードに記録するため、連続撮影で内 
部メモ U —びいっぱいになると、表示パネルとファイ 
ンダー内にみ uSY 」 び表示され、一時的に撮影びでさ 
なくなります。 CF カードへの記録経過にとわない、次の撮影びでさるように 
なりますので、シャッターボタンを半押しして、ファインダー内ち下に表示 
される連続撮影可能枚数で、そのとさ撮影でさる枚数を確認してください。 

• ファインダー内と表示パネルに [ Full CFJ び表示されたときは、必ずアク 
セスランプの点滅び消えてから、 CF カードを交換してください。 

• バッテ U —の残量び少なくなると、連続撮影速度び若干低下します。 


連続撮影可能枚数 
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撮影目的におわせた 
応用撮影 



応用撮影ゾーンでは、シャッター速 
度や絞り数値を選択したり、露出を 
自分の好みに変えるなど、カメラの 
設定を思いどおりに変えることで、 
さまざまな撮影がでさます。 


♦ ページタイトルちの ★ マークは、応用撮影ゾーン （ P 、 Tv 、 
Av 、 M 、 A - DEP ) 限定の機能であることを示しています。 

♦ シャッターボタンを半押ししたあとで指を離してを、タイマー 
の働きにより、表示ノなルとフアインダー内に露出値び約4秒 
間（る 4) 表示されます。 

♦ 応用撮影ゾーンで設定でさる機能は、『撮影機能の組み合わせ 
一覧』 （146) を参照してください。 



あらかじめ〈@〉スイツチを〈^〉の位置にしてくださし、 





P プ□グラム AE 撮露 



〈□〉（全自動）と同じように気軽に撮影で 
きます。被写体の明るさに応じてカメラび 
シャツター速度と絞り数値を自動設定しま 
す。これをプ□グラム AE といいます。 

*〈 P 〉 は 、 Program (プ□グラム）の略です。 

* AE は 、 Auto Exposure (才ートェクスポー 
ジヤー） の略で自動露出のことです。 



モードダイヤルを 〈 P > にする 



ピントを合わせる 

参ファインダーをのぞいて AF フレームを 
被写体に合わせ、シャッターボタンを半 
巧しします。 



表示を確認する 

今シャッター速度と絞り数値び自動的に 
ミ夫まり、ファインダー内と表示パネルに 
表示されます。 

参シャッター速度と絞り数値び点滅して 
いなければ、適正露出です。 



4 


撮影する 

♦ 構図を巧め、シャッターボタンを全巧し 
します。 
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P プ□グラム AE 撮影 



• シャッター速度の「30"」と小さな絞り数値び点滅するとさ 
は、被写体び暗すざます。に0感度を上げるか、スト□ボを 
使用してください。 

参シャッター速度の「8000」と大きな絞り数値び点滅すると 
をは、被写体び明るすざます。に0感度を下げるか、減光用 
の ND フィルター（別売）を使用してください。 


国！ 〈 P 〉 と〈□〉（全自動）の違い 


• 自動的にミ夫まるシャッター速度と絞り数値の組み合わせはとわに同じです。 

• < p > では次の機能の選択-設定または使用び可能ですび、〈□〉ではできま 

せん。 


撮影機能関係 

スト □ボ関係 （EX スピードライト） 

• AF モード選択 

参マニュアル/マルチ発光 

• AF フレーム任意選が 

参八イスピードシンク □ ( FP 発光） 

参ドライブモード選択 

参 FE □ック 

参測光モード選択 

参光量比制御 

参プ□グラムシフト 

• スト□ボ調光補正 

• 露出補正 

参 FEB 

参 AEB 

参後幕シンク □ 

• <*> ボタンによる AE □ック 

参モデ U ング発光 

参被写界深度確認 


• カメラ設定初期化 

記録画像関係 

• カスタム機能 （ C . Fn ) 

• RAW 、 RAW + JPEG 選択 

• カスタム機能一括解除 

• ISO 感度設定 

• 撮像素子の清掃 

参ホワイトバランス選択 


• マニュアル WB 画像選択 

スト □ボ関係（内蔵 スト □ボ） 

参ホワイトバランス補正 

• 常時発光/発光禁止 

参 WB ブラケティング設定 

• FE □ック 

• 色温度指定 

参スト□ボ調光補正 

参色空間選択 


• 現像パラメーター設定 

プ□グラムシフトについて 


• プ□グラム A 曰ま、自動的に設定されたシャッター速度と絞り数値の組み合わ 

せ（プ□グラム）を、同じ露出のままで自由に変えることびでさます。これ 

をプ□グラムシフトといいます。 


• プ□グラムシフトはシャッターボタンを半押ししてから、希望するシャッ 

ター速度、または絞り数値び表示されるまで〈巡!〉を回します。 

• プ□グラムシフトは撮影すると自動的に解除されます。 

参スト□ボを使用するとプ□グラムシフトはでさません。 


■ 
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Tv シャッター速度を決めて撮る— 

シャッター速度を設定すると、被写体の明るさに応じてカメラび適正露出に 
必要な絞り数値を自動的に設定します。これをシャッター優先 AE といいま 
す。シャッター速度を速くすると、動さの速い被写体の瞬間をとらえること 
びでさ、シャッター速度を遅くすると流動感を表現でさます。 

*〈 Tv 〉 は 、 Time value (タイムバリュー）の略で時間量のことです。 




巧いシャッター速度 


遅いシャッター速度 


1モードタイヤルを 〈 Tv 〉 にする 


2シャッター速度を設定する 

♦ 表示パネルを見なびら〈巡〇を回しま 
す。 

参 1/3 段ステップで設定でさます。 



3ピントを合わせる 

参シャッターボタンを半巧しします。 
今絞り数値び自動的に巧まります。 





表示を確認して撮影する 

♦ 絞り数値び点滅していなければ適正露 


出です。 
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Tv シャッター速度を決めて撮る 


参小さな絞り数値び点滅するとさは、露出アンダー（露出不 
足）です。絞り数値の点滅び止まるまで〈盗〇を回して 
シャッター速度を遅くするか、に0感度を上げます。 

参大さな絞り数値び点滅するとさは、露出オーバー（露出過 
度）です。絞り数値の点滅び止まるまで〈盗〇を回して 
シャッター速度を速くするか、に0感度を下げます。 

0シャッター速度の表示 

「8000」から「4」までは分数の分母を表しています。例えば、「125」は 1/12 已 
秒を表しています。また、「〇"6」は 0.6 秒を、「15"」は]已秒を表しています。 
























Av 絞り数値をミ夫めて撮る 

絞り数値を設定すると、被写体の明るさに応じてカメラび適正露出に必要な 
シャッター速度を自動的に設定します。これを絞り優先 AE といいます。絞 
り数値を大さくする（絞りを閉じる）ほどピントの合っている範囲び前後に 
広くなります。逆に絞り数値をルさくする（絞りを開く）とピントの合ラ範 
囲び狭くなります。 

*〈 Av 〉 は、 Aperture value (アパチヤーバリュ ー) の略で開□量のことです。 



ルさい絞り数値 


大さい絞り数値 




モードダイヤルを 〈 Av 〉 にする 


絞り数値を設定する 

♦ 表示パネルを見なびら〈巡〇を回しま 
す。 

参1/3段ステップで設定でさます。 


fSM 

おぶつ安 

- ブ•り 

□ 

ONESH 饥 

[M ■'))<§> 1 



ピントを合わせる 

参シャッターボタンを半押しします。 

今シャッター速度び自動的に巧まります。 


表汀^を確認して撮影する 

♦ シャッター速度び点滅していなければ 
適正露出です。 


76 

















Av 絞り数値を決めて撮る 


(I 




• シャッター速度の「30"」び点滅するとさは、露出アンダー 
(露出不足)です。シャッター速度の点滅び止まるまで〈盗〇 
を回して絞り数値を小さく（絞りを開いて）するか、 ISO 感 
度を上げます。 

• シャッター速度の「8000」び点滅するときは、露出オーバー 
(露出過度)です。シャッター速度の点滅び止まるまで〈盗〇 
を回して絞り数値を大きく（絞りを閉じて）するか、に〇感 
度を下げます 


0絞り数値の表示 

数字び大さくなるほど、レンズの絞り径は小さくなります。表示される数値は使 
用するレンズによって異なります。カメラにレンズび付いていないとさは「00」 
を表示します。 

( n II 1—1 III II— t n 1 n ii i r —in ii i r 11 n 

しし I し I しし し I I.U MJ し， u し.し し -j し .u し J, J (lU 



ピントの合つている節囲を確認する* ~ 



絞り込みボタンを巧すと、そのとさ設定され 
ている絞り数値まで絞り込み、被写界深度 
(ピントの合っている範囲）をファインダー 
で確認でさます。 


IS • <A-DEP> では、シャッターボタンを半押ししてピントを合わせたあと、半巧 
ししたまま絞り込みボタンを巧してください。 

• 絞り込みボタンを押すと、露出び固定された （AE □ック）状態になります。 
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M 自分で露出を決めて撮る 

カメラまかせではなく、自分でシャッター速 
度や絞り数値を決めて撮影をするとさに設 
定します。露出はファインダー内の露出レべ 
ル表示を参考にしたり、単独露出計を利用し 
て自分で任意に巧めます。これをマニュアル 
露出といいます。 

*〈 M 〉 は 、 Manual (マニュアル）の略です。 

1モードタイヤルを 〈 M 〉 にする 


2シャッター速度を設定する 

♦ 表示パネルを見なびら く巡 〉を回しま 
す。 


3絞り数値を設定する 

参〈臂〉スイッチを〈尸〉の位置にして、 
表示パネルを見なびら〈〇〉を回しま 
す。 


4ピントを合わせる 

参シャッターボタンを半巧しします。 

今ファインダー内と表示パネルに露出値 
び表示されます。 

♦ 露出レベルマーク〈自〉で、標準露出か 
らどのくらいずれているか確認するこ 
とびでさます。 
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M 自分で露出を決めて撮る 



ISO 5.0 

* 75 ] 


日困 

□ 

ONESH 饥 

_ ) 'ム ■] ■•■■■] 

4^-») 1 



露出を決める 

参露出レベル表示を確認し、任意のシャツ 
ター速度、絞り数値を設定します。 



:露出を決めるとさの基準で 
す。 



:標準露出にするには、シャツ 
ター速度を遅くするか、絞り 
数値をルさくします。 



:標準露出にするには、シャツ 
ター速度を速くするか、絞り 
数値を大さくします。 


ら 撮影する 



0露出レベルマーク〈自〉び〈+2〉またはぐ2〉の位置で点滅しているときは、露 
出び±2段を超えていることを示しています。 
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A - DEP あくか媚くまでピント贈:)た隱を撮る ■ 

たくさんの人で記念写真を撮ったり風景写真を撮るとさ、自動的に近くから 
遠くまでピントを合わせて鮮明な画像を撮ることびでさます。9つの AF フ 
レームでとらえた被写体のラち、近いところから遠いところまで鮮明に写り 
ます。 

*〈 A - DEP 〉 は、 Auto-Depth of field けートデプスオブフイールド）の略で自動被写 
界深度のことです。 



モ—ドダイヤルを 〈 A - DEP 〉 にする 



ピントを合わせる 

♦ AF フレームを 被写体に合わせ、 シャッ 
ターボタンを半押しします。（る 4) 

♦ 一瞬 ホく光った AF フレームの すべてに 
ピントび合います。 

参シャッターボタンを半押ししたまま絞 
り込みボタンを押すと（77)、ピントの 
合ラ範囲を確認することびでさます。 


3撮影する 

♦ 露出値び点滅していなければ適正露出 
です。 


W • レンズのフォーカスモードスイッチび < MF > になっていると、 〈 A - DEP 〉 撮影 
でさません。 〈 P 〉 と同じ撮影結果になります。 

• シャッター速度の「30"」び点滅するときは、被写体び暗すざます。に 0 感度 
を上げてください。 

• シャッター速度の「8000」び点滅するとさは、被写体び明るすざます。に0 
感度を下げてください。 

胃 • 絞り数値び点滅するときは、露出は合っていますび、希望したピントの深さ 
び得られません。レンズを広角にするか、被写体から離れてやりなおして< 
ださい。 

• シャッター速度や絞り数値を自由に変更することはでさません。遅いシャッ 
ター速度び設定されることびありますので、兰脚の使用をおすすめします。 

• スト□ボを使用したとさは、 〈 P 〉 のスト□ボ撮影と同じ結果になります。 
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自分の巧みに露出を巧正ずる* 

カメラびミ夫めた標準的な露出を意図的に変えることを露出補正といいます。 
露出を明るめ（プラス補正）にしたり、暗め（マイナス補正）にして撮影で 
さます。補正でさる範囲は、]/3段ステップで±2段です。 


^モードダイヤルを 〈 M 〉 似外の応用 
撮影ゾーンにする 

) 露出表 7 T ^ を確認する 

♦ シャッターボタンを半押しして、露出レ 
ベル表示を確認します。 

補正量を設定する 

参〈场〉スイッチを〈^〉の位置にして、 
ファインダー内または表示パネルを見 
なびら〈類〉を回します。 

♦ 〈類〉の操作はシャッターボタン半巧し I 
中か、半押し後(を 4) 作動中に行います。 

♦ 露出補正を解除するとさは、補正量を 
<；>の位置に戻します。 

標準露出指標 


露出レベル マーク 

マイナス補正イ""… ► プラス補正 


撮影する 



口 ! 

、输録爾 

m )) 夕 

m 

プラス補正 

II 勺品.。 

■け） 1 

ONESH 饥 

マイナス補正 

1__1勺品.。 
■')) 1 

ONE SHOT 


QI • 設定した補正量は〈@〉スイッチを 〈 OFF 〉 にしても記憶されています。 

• シャッター速度1/12已砂、絞り数値狂0び適正露出のとさ、露出レベル表示 
で1段の補正をするといラことは、シャッター速度、絞り数値のいずれかをじ ( 
下のように変更することと同じです。 



一]段卜〇一 +] 段 

シャッター速度なら 

2已〇 ^12已^ 60 

絞り数値なら 

11 卜 8.0 一 已 .6 


• 不用意に〈類〉び動いて補正量び変わらないようにを意してください。〈@〉 
スイッチを 〈 ON 〉 の位置にすると安全です。 
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MENU 


露出を自動的に変えて撮る/ AEB 撮影*- 


1/3段ステップ±2段の範囲で、自動的にシャッター速度、または絞り数値 
を変えなびら3枚の画像を撮影することびでさます。これを AE 目 (Auto 
Exposure 目 「 acketin 旨：才ートェクスポージヤーブラケティング）撮影と 
いいます。 



標準露出 


マイナス補正 


プラス補正 




1 [ AEB 設定]を選ぶ 

♦ 〈類〉を回して[〇 AEB 設定 ] を選び、 
<@>を巧します。 



AE 巨レべ J レ 


AEB レベルを設定する 

♦ <〇> を回して AE 巳レベルを設定し、 
<@>を巧します。 

今表示パネルに〈％〉と A 距レベルび表 
示されます。 


胃の S 5 〔つ安 

巧 

■m-'fl _ I I I I 


標準露出 



3 


マイナス補正 



撮影する 

今標準露出^マイナス補正^プラス補正 
の順に撮影されます。 

左図のよラに、撮影順に補正位置び表示 
されます。 

今設定しているドライブモード （7 日）に 
従って撮影されます。 
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皿五の露出を自動的に変えて撮る/ AEB 撮影 



参手順1、2の操作で AE 目レベルを 
にします。 

参〈场〉スイッチ 〈 OFF 〉、 レンズ交換、ス 
卜□ボ充電完了、バッテ U —交換 、 CF 
カード交換で自動解除されます。 



W スト□ボ撮影、およびバルブ撮影との併用はでさません。 


13 • ドライブモードび連続撮影（写!)）のときは、3枚撮影後に自動停止します。] 
枚撮景ミ （□) のとさは、シャッターボタンを3回巧して撮影してください。 
• セルフタイマーを併用したときは、自動的に3枚連続撮景ミされます。 

• カスタム機能 C . Fn -12- l (ミラーアップ撮影）を設定して AE 目撮影すると、 
ドライブモードを連続撮影しても1枚撮景ミになります。 

• AE 目と露出補正を組み合わせて使用することびでさます。 


83 







关露出を固定して撮る/ AE □ツク撮影*- 

選択した AF フレームで露出とピントを別々に決めることびできます。最初 
に露出を決めたあとで構図を変える必要びある撮影に利用します。これを 
AE □ック撮影といいます。逆光下での撮影などに有効です。 


1ピントを合わせる 

参シャッターボタンを半巧しします。 
今露出値び表示されます。 



2 <*> ボタンを巧す （る 4) 

吟ファインダー内に〈乂〉び表汀^され、露 
出び固定 （ AE □ック）されます。 

♦ <*> ボタンを巧し直すたびに、そのと 
きの露出値を AE □ックします。 




構図を決めて撮影する 

♦ 連続して AE □ック撮影をするときは、 
〈*〉ボタンを巧しなびら、シャッター 
ボタンを巧します。 


园参ワン ショット AF、AI フォーカス AF ( AI サーボ A 刊寺を除く）のときは、シャッ 
夕ーボタンを半巧ししてピントび合うと同時に AED ックされます。 

• AF フレームの選択と測光方式の組み合わせにより、 AE □ックの効果は変わり 
ます。詳しくは 『 AE □ックの効ま』（147)を参照してください。 
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長時間露光（バルブ）撮該 

シャッターボタンを押している間、シャッターび開いたままになり、シャッ 
ターボタンから指を離すと閉じます。これをバルブ撮影といいます。夜景や 
花乂、天体の撮影など長時間の露光び必要なとさに設定します。 


1モードダイヤルを 〈 M 〉 にする 



シャツター速度を fbuLbJ にする 

♦ 表示パネルを見なびら <巡 ')を回して 
fbuLbJ を選びます。 

参「30"」の次び fbuLbJ です。 


絞り数値を設定する 

♦ 〈臂〉スイッチを〈尸〉の位置にして、 
表示パネルを見なびら〈〇〉を回しま 
す。 


buLb I l [ 閲|4撮影する 

日图 、'. 


!(«]■») 


露光経過時間 


シャッターボタンを全巧しします。 

今表示パネルに露光経過時間び表示され 
ます。（ I 〜999秒まで表示） 

♦ 露光はシャッターボタンを巧している 
間だけ行われます。 


W 長時間露光は撮影画像に含まれるノイズびをくなるため、多少ヴラついた画像に 
なります。 

胃! • 長時間露光の撮影では、撮影画像にノイズび含まれることびあります。カス 
タム機能 C . Fn -02 長秒 時 露光 時のノイズ 做視を [1 :す罚 に設定すると（139)、 
ノイズを軽減することびでさます。 

参バルブ撮景ミには、1」モートスイッチ RS -80 N 3 (別売）やタイマーリモート 
コント□-ラー TC -80 N 3 (別売）の使用をおすすめします。 
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巧ーアップ撮露* 

カスタム機能 C . Fn -12 S ラーアップ撮影] を [1: する] に設定すると（142)、 
ミラーアップと露光を別々に行う、ミラーアップ撮影びでさます。ミラー 
ショックび気になる近接撮影や、望遠レンズを使用するとさに活用してくだ 
さい。カスタム機能の設定は、メニューのけ T カスタム機能 ( C . Fn )] で行います。 



シャッターボタンを全巧しする 

ミラーび上びります。 


2再度シャッターボタンを全巧しする 

今撮影び行われ、ミラーび下びります。 


W • 晴天の真夏の海岸やスキー場のよラに極端に明るいところで S ラーアップ撮 
影を行うとさは、ミラーアップ安定後すみやかに撮影してください。 

• S ラーアップ撮影をするとさは、レンズを太陽に向けないでください。太陽 
の熱でシャッター幕び焼けて損傷する恐れびあります。 

• バルブ撮影とセルフタイマーを併用してミラーアップ撮影するとさは、 
シャッターボタンを全押しし続けてください（タイマー2秒間+バルブ撮影 
時間)。タイマー作動中の2秒のあいだに、シャッターボタンから指を離すと、 
シャツターび切れたよラな音びしますび、実際は撮影されていません。 


0 • ミラーアップ撮影は、ドライブモードの設定 （1 枚撮影/連続撮影）にかかわ 
らず1枚撮景ミになります。 

参セルフタイマーを設定してミラーアップ撮影すると、シャッターボタン全巧 
しでミラーび上びり、2秒後に撮影されます。 

• ミラーアップしてから30秒経過すると、ミラーび自動的に下びります。再度 
シャッターボタンを全巧しするとミラーアップします。 

参ミラーアップ撮影には、 U モートスイッチ RS -80 N 3 (別売）やタイマー U 
モートコント□-ラー TC -80 N 3 (別売）の使用をおすすめします。 
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を表おパネルの照明 

表示パネルには照明機能び付いています。 
〈な〉ボタンを巧すたびに照明び点いたり 
(る 6) 消えたりします。暗い場所での撮影 
で、表示パネルび見にくいとさに使用して 
ください。表示パネルの照明は撮影終了後、 
自動的に消えます。 

HI 表示パネルび照明されている間に、撮影に関わる各種ボタン、モードダイヤルを 
操作すると、照明時間び延長されます。 



アイピースカバーの巧い方 

セルフタイマーや U モートスイッチ（別売）を使うとさなど、ファインダー 
から目を離して撮影すると、ファインダーから入った光によって露出び変わ 
ることびあります。そのとさは、アイピースカバー （1 己）を使います。 



アイカップを取り外す 

♦ アイカップの下側を巧して取り外しま 
す。 



アイ ピースカバーを 取り付ける 

♦ ファインダー接眼部の溝に沿って、アイ 
ピースカバーを取り付けます。 
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MENU 


電子音を鳴 6 ないよラにずる— 

すべての撮影モードで電子音を鳴らないようにすることびでさます。 

1 廣モ音]を選ぶ 

♦ 〈類〉を回して[〇電子茵を選び、〈@〉 
を押します。 



脚]を選ぶ 

♦ 〈類〉を回して脚]を選び、〈资)〉を 
巧します。 


MENU 


CF カードの入れちれを防止する— 


CF カードび入っていないとさに、撮影でさないよラにすることびでさます。 
すべての撮影モードで設定でさます。 


1[力ードなしレリーズ]を選ぶ 

♦ 〈類〉を回して[〇 力ードなしレリーズ] を 

選び、〈@〉を押します。 


I な ^^ I 

巧焼 S 


赤目刷敞 


お音 


わードなしレリース 

ずる 

が目踐 

K な 己 

WBiMKT 齡 


齡吾をお巧 



[しない]を選ぶ 

♦ <〇> を回して [しない] を選び、〈@〉 
を押します。 


B 1 [しない] に設定して、 CF 力ードを入れずにシャツターボタンを押すと、ファイン 
ダー内に [no CFJ び表示されます。 
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ストロボを ffi つた撮影 



内蔵スト□ボ、または EOS 専用 EX シリー 
ズスピ~ドライトを使用すると、 E-TTL II 
自動調光（プリ発光•記憶式評価調光）に 
より、スト□ボなしの通常の撮影と同じ感 
覚で、自然で雰囲気のあるスト□ボ撮影を 
簡単に行うことがでさます。 

簡単撮影ゾーン«：4> <^>〈区)〉を除 
く）では全自動で、応用撮影ゾーンでは必 
要なとさにいつでちスト□ボ撮影がでさ 


ます。 



あらかじめ〈@〉スイツチを〈^〉の位置にしてくださし、 





内蔵スト□ボを使った撮該 

E-TTLII 自動調光制御により、高精度で安定したスト□ボ撮影びでさます。 


簡単撮影ゾーンでの内蔵スト□ボ撮影 

暗いときや日中逆光時に、 内蔵スト□ボび自動的に上びって発光し ます。 

« U > 〈匹)〉を除く） 


応用撮誘ゾーンでの内蔵スト□ボ撮影 

明るさに関係なく 必要なときに〈ち〉ボタンを巧して内蔵スト□ボを上げる 

だけでスト□ボ撮影びでさます。 

P :カメラまかせのスト□ボ撮影を行いたいときに選択しまず。 シャッ 

夕一速度（:]/6日〜]/2已日秒）と絞り数値は、〈□〉（全自動）と 
同様に自動的に巧まります。 

Tv :任意のシャッター速度 （30 秒〜1/2己0秒）を設定したいときに選 
択します。 設定したシャッター速度に対し、カメラの測光で適正露 
出となる 絞り数値び自動設定されまず。 

Av :任意の絞り数値を設定したいときに選択しまず。 設定した絞り数値 
に対し、カメラの測光で最適な シャッター速度び自動設定 （30 秒〜 
1/2己0ネ少）されます。 

夜景などを背景にした暗い場所では、主被写体を背景を適正露出と 
なる、ス□ーシンク□撮影になります。主被写体はスト□ボ光で、 
背景は遅いシャッター速度による露光で適正露出になります。 

♦ 自動ス□ーシンク□撮影では、シャッター速度び遅くなりますの 
で、兰脚を使用して撮影することをおすすめします。 

♦ シャッター速度び遅くならないようにしたいときは、カスタム機 
能 C.Fn-03 [Av モード 時の スト □ボ同調速度] を [1 :1/250 秒固 苗に 
設定します。 (139) 

M :シャッター速度（バルス30砂〜1/250砂）と絞り数値を任意に 
設定したいときに選択しまず。 を被写体はスト□ボ光で適正露出と 
なります。背景の露出は、設定したシャッター速度と絞り数値によつ 
て変わります。 

A-DEP : < P > と同じスト□ボ撮影結果になります。 

90 




内蔵スト□ボを使った撮影 


内蔵ストロボの届<距離 


EF-S17-8 己 mm F4-5.6 IS USM 使用時 [m] 


旧 0 感度 

広角： 1 7 mm 

望違： 8 日 mm 

100 

約]〜 3.3 

約]〜 2.3 

200 

約]〜4.日 

約]〜 3.3 

400 

約]〜6.己 

約1〜4.目 

800 

約]〜 9.2 

約]〜目.已 

1600 

約]〜] 3.0 

約]〜 9.2 

H : 3200 

約]〜1狂4 

約]〜] 3.0 

EF-S1 8 -已已 mm F3.5-5.6 USM 使用時 

[m] 

旧 0 感度 

広角： 1 8 mm 

望違：己己 mm 

100 

約]〜 3.7 

約]〜 2.3 

200 

約]〜已 .3 

約]〜 3.3 

400 

約]〜 7.4 

約1〜4.目 

800 

約]〜10.己 

約]〜6.目 

1600 

約]〜 14.9 

約]〜 9.2 

H :3200 

約]〜21.0 

約]〜] 3.1 



W • 被写体との距離び Im 必内で内蔵スト□ボ撮影すると、レンズでスト□ボの光 
びさえぎられて、画面の一部び暗い写真になります。上離れて撮影して 
<ださい。 

参レンズフードを付けたまま内蔵スト□ボを使用すると、フードでスト□ボの 
光びさえぎられます。必ずフードを外してから撮影してください。 

• 超望遠レンズ、大□径レンズを使用すると、内蔵スト□ボの光びさえぎられ 
ることびあります。 EX スピードライト（別売）の使用をおすすめします。 

• 内蔵スト□ボ照射角の広角側限界は、レンズ表記焦点距離] 7 mm までです。 

] 7 mm 未満の広角レンズを使用すると、撮影した画像の周囲び暗くなりま 
す。 

13 • 内蔵スト□ボを収納するとさは、指で巧し下げます。 

•〈 Tv 〉< M > で1/2已〇秒より速いシャッター速度を設定してわ、自動的に]/ 
2已〇砂に設定されます。 

• AF でピントび合わせにくいときは、必要に応じて AF 補助光び被写体に向けて 
自動投光されます « U > <^>〈匹)〉を除く）。（日日） 
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内蔵スト□ボを使った撮影 


ホ目緩和機能を f まラ 

夜や暗い室内などで人物をスト□ボ撮影したとさに目びホく写ることびあ 
ります。これを「ホ目現象」といい、スト□ボの光び目の網膜に反射して起 
こります。赤目緩和機能を使用すると、スト□ボ撮影するとさに目にやさし 
い赤目緩和ランプび点なし、写る人の瞳孔を小さくして赤目現象を出にくく 
します。赤目緩和機能は〈因〉似外のすべての撮影モードで 
機能します。 


1[赤目緩和機能]を選ぶ 

♦ 〈態〉を回して[〇 ホ目緩和機能] を選び、 
〈赁)〉を押します。 


1 な 

厂 

■ J—[_ 

1 

巧筋巧 1 


i ホ目描 酷勇 

切 



1子ち 

が 一 


1. 

カードをしレリ-ス 

A [ 口 ！!]^ 



ii^ 

か:聞 CE 

齡訊が？ 





[ A ] を選ぶ 

♦ <〇> を回して队]を選び、〈@〉を 
巧します。 




QQQDQDDDQDQDQ 

伽關加〇日〇 

mmm , 

〇關議 

QDQDQ 

DQD J 

D 1 


胃参シャッターボタンを半押しすると、フアイ 
ンダー内に赤目緩和ランプ点灯表示び行わ 
れます。 

参写される人びランプをミま視していないと効果びあり 
ませんので、写される人びランプを見るように声を 
かけて < ださい。 

• 効果的な赤目緩和撮影のためには、約].已秒間の赤目 
緩和ランプ点灯表示び消えてからシャッターボタン 
を全巧ししてください。 

• 赤目緩和ランプ点灯中でわ、シャッターボタンを全巧しすると撮影できます。 

• 赤目緩和効まの度合いには個人差びあります。 

• 室内を明るくしたり、写したい人に近づくとより効果的です。 


ホ目緩和ランプ 
点灯表示 
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内蔵スト□ボを使った撮影 


* FE ロック撮影* 

FE (Flash Exposure :フラッシュエクスポージャ ー) □ック撮影は、被 
写体の任意の部分に適正調光させるスト□ボ撮影です。 



〈も〉の点好を確認する 

♦〈ち〉ボタンを押して内蔵スト□ボを上 
げておさます。 

♦ ファインダー内に〈ち〉び点打している 
ことを確認します。 


2ピントを合わせる 

参シャッターボタンを半巧しします。手順 
4まで半巧ししたままにしておさます。 



<*> ボタンを巧す 

スト□ボびプ U 発光し、必要な露光量を 
記憶します。（る 16) 

今ファインダー内に一瞬 fFELj と表示さ 
れ、 <*> び点なします。 

♦ <*> ボタンを巧し直すたびにプ U 発光 
し、必要な露光量を記憶します。 




撮影する 

♦ 構図を決めてシャッターボタンを全押 
しします。 

今スト□ボび発光し、撮影されます。 


W 被写体までの距離び遠すざて露出不足になるとをは〈ち〉び点滅します。被写体 
に近づいて再度手順2〜4の操作をします。 
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内蔵スト□ボを使った撮影 


阻ストロボ調光補正* 

露出補正と同じ感覚で、スト□ボの発光量をカメラで補正することびできま 
す。補正でさる範囲は1/3段ステップ±2段です。 



〈图 •阻〉 ボタンを巧す （を 6) 



補正量を設定する 

参〈臂〉スイッチを〈尸〉の位置にして、 
表示ノ くネルまたはフアインダー内を見 
なびら、〈類〉を回します。 

標準露出指標 

露出レベル マーク -—— T 

マイナス補正ィ…"" ► プラス補正 

♦ スト□ボ調光補正を解除するとさは、補 
正量を〈 I 〉の位置に戻します。 


3撮影する 


H • 設定した補正量は〈@〉スイッチを 〈 OFF 〉 にしても記憶されています。 

• EX スピードライト使用時わ同じ操作で、カメラ側からスト□ボ調光補正びで 
さます。 
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EOS 専用か部スト□ボを巧った撮該— 

EX シ IJ — ズスピードライトでの撮影 

EOS 専用 EX スピードライト（別売）を使用すると、スト□ボなしの通常の 
撮影と同じ感覚で、次のスト□ボ撮影を簡単に行うことびでさます。操作ち 
法については、 EX スピードライトの使用説明書を参照してください。 

• E-TTL II 自動調光 

E-TTL II は、調光制御方式の改善とレンズ距離情報の活用により、従来の E - 
TTL (プ U 発光-記憶式評価調光）しソ上の高精度スト□ボ調光を実現した、新 
自動調光システムです。このカメラでは、どの EX スピードライトを使用して 
も、 E-TTL II 自動調光撮影を行うことびできます。 

.八イスピードシンク □ a = p 発光） 

八イスピードシンク□を使用すると、1/2己日秒より速いシャッター速度でわ 
スト□ボ撮影びでさるようになります。 


FE (Flash Exposure ) □ック 

カメラの〈乂〉ボタンを押すと、被写体の任意の部分のスト□ボ露出を適正に 
する、 FE □ック撮影びでさます。 

スト□ボ調光補正 

露出補正と同じ感覚で、スト□ボ光の発光量の補正を行うことびでさます。補 
正でさる範囲は、1/3段ステップ±3段です。 



FEB (Flash Exposure Bracketing ) 撮影 

自動的にスト□ボの発光量を変えなびら3枚の撮影を行ラことびでさます 
( FEB 対応スト□ボのみ)。設定でさる範囲は、1/3段ステップ±3段です。 


ワイヤレス多な. E-TTL II 自動調光撮影 

カメラに直接取り付けたとさと同じ感覚で、上記すベての機能を活用したワイ 
ヤレス多灯 - E-TTL II 自動調光撮影びでさます。接続コードび不要なため、自 
由で高度なライティング設定び可能です（ワイヤレス対応スト□ボのみ）。 


EZ / E / EG / ML / TL スピードライトについて 

EZ/E/EG/ML/TL スピードライトを、 TTL または A-TTL 自動調光モードに 
して撮影すると発光しません。マニュアル発光機能を持つスピードライト 
は、マニュアル発光モードで撮影してください。 
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EOS 専用外部スト□ボを使った撮影 


W • 外部スト□ボを使用するとをは、内蔵スト□ボを収納してから取り付けてく 
ださい。 

• EX スピードライト側でカスタム機能を設定して、発光モードび TTL 自動調光 
になっているとさは発光しません。 

H 参 AF でピントび合わせにくいときは、必要に応じて EOS 専用外部スト□ボ （AF 
補助光投光機能を持つ外部スト□ボのみ）から、 AF 補助光び被写体に向けて 
自動投光されます«；4> 〈区)〉を除く）。 

参このカメラは、 EX スピードライトの全機能び使用できる A タイプカメラに属 
しています。 


沉用スト□ボを使った撮該 — 

同調シャツター速度について 

ル型のミ凡用スト□ボは]/2已日秒政下、スタジオ用の大型スト□ボは1/ I 2己 
秒 iU 下のシャツター速度で同調します。あらかじめスト□ボび正しく同調す 
るかどラか、確認してから使用してください。 

シンク□端子について 

♦ シンク□端テを利用して、シンク□コード付さのスト□ボを使用するこ 
とびでさます。シンク□接点には、コードの抜け落ちを防止する□ツク 
ねじび付いています。 

♦ このカメラのシンク□端テには極性びありませんので、使用するシンク 
□コードの極性に関係なく、そのまま使用することびでさます。 


W • 他社製の特定のカメラ専用のスト□ボ、およびスト□ボ用付属品を使用する 
と、カメラび正常な機能を発揮しないばかりでなく、故障の原因となります。 
参シンク□端テに2已 0 V じ(上の電圧びかかるスト□ボを使用しないでくださ 
い。 

• 高圧スト□ボをアクセヴ U — シューに取り付けて使用しないでください。発 
光しないことびあります。 

H アクセヴ U —シューとシンク□端テにそれぞれスト□ボを接続して、同時に使用 
することびでさます。 
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撮影画像の再生 


撮影した画像を見る方法や消去する方法、またテレビとの接続方 
法など、撮影画像の再生に関連する内容について説明します。 

他の機器で撮影-記録された画像データについて 

このカメラ iu 外で撮影された画像や、このカメラで撮影したあと 
にパソコンなどで画像データを加工したり、ファイル名を変更し 
た画像は、正常に表示でさないことびあります。 



MENU 


撮該直をの画像表示時間を設定する- 


撮影直後にカメラ背面の液晶モニターに表示される画像の表示時間を設定 
することびでさます。撮影画像を表示したままにするとさは [ホールド]、 撮 
影画像を表示しないとさは [切] に設定します。 


1 [1 影画像の確認時間]を選ぶ 

♦ <〇> を回して [囚撮影画像の確認時間] 
を選び、〈@〉を巧します。 


应 

1 巧轉 巧賴巧身— も 

f ^ け 

►2 巧 

'ブ ートパ]—オフ1 

佩 

画!] 回腸击 

8巧 

細の 明るさ 1 

ホ-ルド - 

旧付/酬 

切 

i フ？イル餐号 

1言譲 



確認時間を設定する 

♦ 〈類〉を回して希望する確認時間を選 
び、〈@〉を押します。 


0参撮影直後の画像表示中に 〈 INFO .〉 ボタンを押すと、表示形式を切り換えるこ 
とびでさます。 

• 抓ールド] に設定した場合、撮影画像はシャッターボタンを半押しするまで表 
示されます。ただし、才ートパワーオフ設定時は、設定時間になると自動的 
に電源び切れます。 

•] 枚撮景ミ後の画像表示中に 〈 ra 〉 ボタンを巧して、 [ OK ] を選ぶと、表示中の 
画像を消去することびでさます。 

• 今までに撮影した画像を確認したいとさは、『撮影した画像を再生する』 
(101)を参照してください。 
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MENU 


縦横自動回巧表示の設定 


縦位置撮影した画像を再生するとさに、画像の確認び行いやすいよラ、画像 
を自動回転させて表示することびでさます。 



[縦横自動回転表示]を選ぶ 

♦ <〇> を回して[口 縦横自動回転表示 ] を 
選び、 く@〉 を巧します。 

[入]を選ぶ 

♦ 〈類〉を回して [ 入 ] を選び、〈@〉を 
巧します。 


3縦位置で撮影する 

♦ 撮影直後に液晶モニターに表示される 
画像は自動回転表示されません。 



画像を再生する 

♦〈囚〉ボタンを巧します。 

縦位置で撮影した画像び左図のよラに 
見やすい位置で表示されます。 



W • 自動回転表示び行われるのは、[縦横 自動回転表示] を [入] に設定して撮影した 
画像のみです。脚]で撮影した画像は、設定を [入] にしても自動回転表示 
されません。 

• カメラを上や下に向けて撮影すると、正しく自動回転表示されないことびあ 
ります。 


13カメラの縦横の向さ（姿勢）を変えると、カメラの姿勢を検出するセンサーの機 
構により、小さな音びすることびありますび、故障ではありません。 


99 








MENU 


液晶の明るさを調整ずる 


液晶モニターび見やすいよラに、明るさを日段階に調整することびでさま 
す。 



C 夜晶の明るさ]を選ぶ 

♦ 〈類〉を回して け T 液晶の明るさ] を選び、 
<@>を押します。 

調整画面び表示されます。 


明るさを調整する 

♦ 画面左のグレーチャートを参考にして、 
<0> を回して調整します。 

♦ <@>を押すと、設定び終了しメニュー 
に戻ります。 


B 1 撮影した画像の露出を確認するときは、ヒストグラム（102)で確認することを 
おすすめします。 
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撮露した画像を再生ずる 

撮影した画像を自由に選択して、1枚表示や撮影情報表示、インデックス表 
示、拡大ズーム表示などで見ることびでさます。 


囚1枚表巧 



画像を再生する 

参〈囚〉ボタンを巧します。 

今最後に撮影した画像び液晶モニターに 
表示されます。 



画像を選ぶ 

♦ <〇> を左に回すと、最後に撮影した画 
像から新しい順に画像び切り換わりま 
す。ちに回すと、ちい画像から順に新し 
い画像び表示されます。 

♦〈 INFO .〉 ボタンを巧すと、表示形式を 
切り換えることびでさます。 



1ぉ表示 



撮影情報表示 



1枚表示 


(簡易情報あり） 


(撮影情報なし) 



♦ 〈囚〉ボタンを巧すと、液晶モニターび 
消え、再生び終了します。 


13 • インデックス表示、拡大ズーム表示など、 ] 枚表示政外の再生ち法でち 〈 INFO .〉 
ボタンを巧すと、簡易情報のあり/なしを切り換えることびできます。 

• 連続撮影後の CF カード書さ込み中（アクセスランプ点滅中）に〈囚〉ボタ 
ンを押すと、その時点で CF カードへの書さ込みび終了した最後の画像を表示 
します。〈袋〉を回すと、画像を選ぶことびでさます。 CF カードへの書さ込 
みび終了した画像び順次再生でさるよラになります。 
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撮影した画像を再生する 


撮影情報表示について 


撮影画像 
スト□ボ調光補正量 
撮影時刻 
撮影年月曰 
シャッター速度 
記録画像数/ 
総記録画像数 



II J 事 

04/08/18 13:48 回目 100 回 P 
1/125 t 日因 -^1 四 * i 日 / WA2 の 

13/32 II 回眯化早 I 日柳囚 


絞り数値一 
画像プ□テクト- 

露出補正量一 
記録画質 


ファイル番号 
ヒストグラム 
ISO 感度 
色空間 
-測光モード 
-撮影モート 
- WB 補正量 
-ホワイトバランス 
色温度 
I —モノクロ 
才 U ジナル画像判定用 
データ付加 


ヒストグラムについて 

ヒストグラムは、横軸に明るさ（左：暗、ち；明）、縦 
軸に明るさごとの画素数を積み上げたグラフで、画像 
の輝度分布を表しています。 

ヒストグラムでは、画面の中の「暗い成分」ほどグラ 
フの左寄りに積み上げられ、「明るい成分」ほどグラフ 
のち寄りに積み上げられて表示されます。 

横軸の左端に積み上げられた成分は黒くつぶれ、ち端 
に積み上げられた成分は白く飛びます（八イライト）。 
そのほかの成分は階調び再現されます。 

再生画像とそのヒストグラムを見ることで、露出レべ 
J レの傾向と全体の階調を確認することびでさます。 


ヒストグラム例 


A 




暗い成分び多いとき 


レしんリ 


普通の明るさのとさ 




J 

1 1 
一、'> 


明るい成分び多いとさ 


八イライト警告表示について 

撮影情報表示にしたときに、露出オーバーで白飛びした部分を点滅表示しま 
す。階調を再現させたい部分び点滅しているとさは、露出をマイナス補正し 
て再撮影すると良い結果び得られます。 
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撮影した画像を再生する 


H インデックス表巧 


1画面に9枚の画像を同時に表示します。 


1画像を表示する 

♦ 〈囚〉ボタンを巧します。 

最後に撮影された画像び液晶モニター 
に表示されます。 



2インデックス表示にする 

♦ 〈因•み〉ボタンを押します。 

叶選択されている画像に緑色の枠びつさ 
ます。 

5画像を選ぶ 

♦ <〇> 回すと、緑色の枠び移動します。 



インデックス表示か5別の表示お式に変えるには I 

♦ 〈囚〉ボタンを巧すと]枚表示になります。 

♦ 〈み〉ボタンを]回押すと]枚表示に、をう一度押すと拡大ズーム表示に 
なります。 


Bl インデックス表示中に 〈 JUMP 〉 ボタンを押して〈類〉を回すと、前または次の 
9枚目の画像へジャンプすることびできます。 （10 已） 
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撮影した画像を再生する 


み/み 拡大ズーム表巧 

撮影した画像を、約].己倍〜1日倍に拡大して表示することびでさます 

1画像を表示する 

♦拡大したい画像を]枚表示、または撮影 
情報表示で再生します。 

2画像を拡大ずる 

♦〈み〉ボタンを巧します。 

今初めに画面の中央び拡大表示されます。 
♦ 〈み〉ボタンを巧し続けると、最大の拡 
大率まで連続的に大さくなります。 

♦〈 HA 〉 ボタンを押すと、縮小表示にな 
ります。押し続けると、手順 I の状態ま 
で連続的にルさくなります。 

3表示位置を移動する 

♦ 〈を*〉を操作すると、表示位置び上下左 
ち、斜めに移動します。 

♦手順2、3を繰り返して希望する位置を 
拡大します。 




拡大表示位置 


♦ 拡大表示を終了するとさは、〈囚〉ボタ 
ンを巧します。 


B 1 拡大ズーム表示中に く巡〉 を回すと、拡大位置、拡大率を固定した状態で、表 
示画像を切り換えることびでさます。 
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撮影した画像を再生する 


JUMP ジャンプ表巧 

1枚表示、撮影情報表示、インデックス表示、拡大ズーム表示のとさに、画 
像を飛ばして表示（ジャンプ）することびでさます。 

1画像を表示する 

♦] 枚表示、撮影情報表示、インデックス 
表示、拡大ズーム表示のいずれかで再生 
します。 

) ジャンプ表示にする 

♦〈 JUMP 〉 ボタンを巧します。 

今画面の下にジャンプバーび表示されま 
す。 


3前後の画像にジャンプする 

♦ <〇> を回します。拡大ズーム表示のと 
さは く巡〉 を回します。 

参 〈 JUMP 〉 ボタンを押すとジャンプバー 
び消え、ジャンプび終了します。 

1枚表示、撮影情報表示、 } 広大ズーム表示のジャンプ 

左に回すと前の]日枚目、ちに回すと次の]日枚目の画像を表示します。拡大 
ズーム表示のとさは、拡大位置、拡大率び固定された状態でジャンプします。 

インデックス表示のジャンプ 

左に回すと前の9枚目、ちに回すと次の9枚目の画像を表示します。 



0 [画像プ□テクト][画像回転]でジャンプ表示を行うことわでさます。 
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撮影した画像を再生する 


晒迎撮影画像を自動再生ずる/才ートプレイ 

CF カードに記録されている画像を自動的に連続表示します。]画像の表示 
時間は約3秒です。 



度*;巧)(づ 
有たブ□テクト 


卜 y \M _ . 


[才ートプレイ]を選ぶ 

♦ 〈類〉を回して [囚才ートプレイ] を選 
び、〈资)〉を押します。 

今オートプレイ画面になります。 


自動再生する 

‘[画像読み込み中 • • •] び数秒間表示され 
たあと、自動再生び始まります。 

♦ 自動再生を一時停止したいときは、 
<@>を巧します。 

参一時停止中は画像の左上に[|りび表示 
されます。をう一度〈毎)〉を押すと、自 
動再生を再開します。 


3自動再生を終了する 

♦〈 MENU 〉 ボタンを巧すと、自動再生び 
終了しメニューに戻ります。 


W • 自動再生中は、オートパワーオフは機能しません。 

• 撮影画像により、表示時間び異なる場合びあります。 

0 • 自動再生中にぐ NFO .〉 ボタンを押すと、画像の表示形式を切り換えることび 
でさます。 

• 一時停止中に〈類〉を回すと、表示画像を切り換えることびできます。 
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撮影した画像を再生する 


\ mm 撮影画像を回面して表巧ずる 

撮影画像を時計方向に9ぴ、27ぴ回転することびできます。この機能で 
画像の向さをあらかじめ正しくセツトしておくと、再生のとさに正しい向さ 
で表示することびでさます。 



因 !^け 

宙か巧)(-トパラ X - 夕 -2 
有た?□テクト 
阁 6 

ブリント做 
トト了レイ 
11晚 g の議 IQ 頌 
トトバローオ:？ 1 お 


2 


[画像回転]を選ぶ 

♦ <〇> を回して [因画像回転] を選び、 
<@>を巧します。 

今画像回転画面になります。 


画像を回転する 

♦ <〇> を回して回転したい画像を選び、 
<@>を巧します。 

<@>を巧すたびに、時計ち向に回転し 
ふ 〇 

♦ ほかに回転したい画像びあるときは、手 
順2を繰り返します。 



13 • メニユー機能の [け縦横自動回転表示] を队] (99) に設定して撮影すると、 
この機能で画像を回転する必要びなくなります。 

参手順1のあとで画像の表示形式を撮景》肩報表示、拡大ズーム表示、インデツク 
ス表示にしたあとで、画像を回転することわでさます。 
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撮該した画像をテレビで見る— 

付属のビデオケーブルを使用すると、撮影した画像をテレビなどで見ること 
びでさます。接続するとさは、カメラとテレビの電源を切った状態で行って 
<ださい。 



1 


カメラをテレビに接続する 

♦ カメラの端子カバーを開けます。 

♦ カメラの〈作が〉ビデオ出力端子と、テ 
レビのビデオ入力端テを付属のビデオ 
ケーブルで接続します。 

♦ ケーブルのプラグは、根元までしっかり 
と差し込んでください。 


テレビの電源を入れ、テレビの入力 
切り換えをビデオ入力にする 


5 〈臂〉スイツチを 〈 ON 〉 または 

</-> の位置にする 



〈囚〉ボタンを巧す 

今画像びテレビに表示されます（液晶モニ 
ターには何を表示されません)。 

♦ 見終わったら、〈臂〉スイッチを 〈 OFF 〉 
にして、テレビの電源を切ってから、ビ 
デオケーブルを取り外します。 


W • テレビ方式と異なるビデオ出力ち式を設定すると、画像び正しく表示されま 
せん。そのときは、メニュー機能の[け ビデオ出力方式] でち式を切り換えて 
<ださい。 

参使用するテレビ（モニター）によっては、画面表示びケラレることびあります。 
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MENU 


撮該画像を f 呆護ずる 


大切な画像を間違って消さないように、プ□テクトをかける（保護する）こ 
とびでさます。 



プ□テクト表示 


[画像プ□テクト]を選ぶ 

♦ 〈類〉を回して [囚画像プ□テクト] を選 
び、〈资)〉を押します。 

プ□テクト画面になります。 


プ□テクトをかける 

♦ 〈類〉を回してプ□テクトをかける画像 
を選び、〈@〉を押します。 

今プ□テクトび設定されると、画面の下に 
〈囚〉び表示されます。 

♦ もう一度〈资)〉を巧すと、プ□テクト 
び解除され〈因〉び消えます。 

♦ ほかにプ□テクトをかけたい画像びあ 


るときは、手順2を繰り返します。 


♦〈 MENU 〉 ボタンを巧すと、画像プ□テ 
クトび終了しメニューに戻ります。 



m • プ□テクトをかけた画像は、カメラの消去機能で消去でさません。画像を消 
去するとをは、プ□テクトを解除してください。 

• 必要な画像にプ□テクトをかけて全画像消去 （1]1) を行ラと、プ□テクト 
をかけた画像しツ外はすべて消去されます。必要な画像しツがを一度にまとめて 
消去するとさに便利です。 

参手順1のあとで画像の表示形式を撮景》肩報表示、拡大ズーム表示、インデック 
ス表示にしたあとで、画像にプ□テクトをかけることわできます。 
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而撮該画像を消去ずる 

画像を消去する方法には、]枚ずつ消去する方法と CF カードに記録されて 
いるすべての画像を消去するち法びあります。なお、プ□テクトをかけた画 
像は、消去されません。 

( I 消去した画像は復元できません。十分に確認してか5消去してくださ 
し、。また、大切な画像は、誤って消去しないようプ□テクトをかけてく 
ださい。 


1枚消去 



'T^otJL —in 

!斷! 


画像を表示する 

♦ 〈囚〉ボタンを巧します。 


2消去する画像を選ぶ 

♦ <〇>を回して消去する画像を選びま 
す。 



消去画面にする 

参〈1〉ボタンを押します。 

今画面の下に消去メニューび表示されま 
す。 



消去する 

♦ <〇> を回して [3 肖ま] を選び、〈@〉を 
巧します。 

今アクセスランプび点滅して画像び消去 
されます。 

♦ ほかに消去したい画像びあるとさは、手 
順2〜4を繰り返します。 
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1 撮影画像を消去する 


ま画像消去 


1画像を表示する 

参〈囚〉ボタンを巧します。 



消去画面にする 

♦ <1> ボタンを押します。 

今画面の下に消去メニューび表示されま 
す。 


[全画像…]を選ぶ 

♦ 〈類〉を回して[全 画像..] を選び、 く@〉 
を押します。 

今確認画面び表示されます。 



4消去する 

♦ <〇> を回して [0 K ] を選び、〈@〉を 
巧します。 

今プ□テクトをかけていないすベての画 
像び消去されます。 

♦ 消去中に〈@〉を巧すと消去作業び中 


止されます。 



0連続撮影後の CF カード書さ込み中（アクセスランプ点滅中）に〈囚〉ボタンを 
巧したあと、 〈 ra 〉 ボタンを巧すと、表示中の画像または全画像を消去すること 
びでさます。[全画像…]を選び〈货〉を押すと、連続撮影した画像（未現像処理 
画像を含む）と CF カードに記録されているすべての画像び消去されます。 
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MENU 


CF 力ードを初期化ずる 


このカメラで使用できるように CF カードを初期化（フォーマット）します。 

(I CF 力ードを初期化ずると、 CF 力ード上の記録内容はずべて消去されま 
ず。プ□テクトをかけた画像も消去されまずので、 CF カード内の i 己録 
内容を十分に確認してか5行ってください。必要な記録内容は、初期化 
ずる前に必ずパソコンへ保存してください。 


イル精 

か S 号 

巧 

日销 

i ビデオ出力ちま 

MTSC 

:里識 

m 


に F カー ド巧黃た _ I 

君スタム鱗に Fn ) I. 



[ CF 力ード初期化]を選ぶ 

♦ 〈類〉を回して[口 CF 力ード初期化] を 

選び、〈@〉を巧します。 

確認画面び表示されます。 


巧期化する 

♦ <〇> を回して [0 K ] を選び、〈@〉を 
巧します。 

今 CF カードび初期化されます。 

初期化び完了するとメニューに戻りま 
す。 


0参キヤノン製じ(外の CF 力ードや、他のカメラ、パソコンで初期化した CF 力ード 
を使用すると、正しく動作しない場合びあります。そのとさは、このカメラ 
で初期化してください。初期化することで、使用でさる場合びあります。 

参初期化の画面で表示される CF カードの総容量は、 CF カードに書かれている容 
量よりわ少なくなることびあります。 

国！ 「 ErrCF 」 び表示されたときは 

表示パネルに 「 ErrCF 」 に F エラー警告）び表示されたときは、 CF 力ードに何ら 
かの障害び発生して、 H 苗！/読み出しびでさない状態になっています。別の CF 
カードに交換してください。 

カードリーダー（市販品）を使用して、パソコンで CF カードの内容び読み取れる 
場合は、 CF カード内の撮影データをすべてパソコンに保存してください。すべ 
ての撮影データびパソコンに保存されたことを確認したら、 CF カードを初期化 
してください。正常な状態に戻る場合びあります。 
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カメラダイレクトプリント 


カメラに直接プリンターをつないで、 CF 力ー ドに記録されている 
画像をプリントすることがでさます。 

ダイレクトプリント標準規格の「〈が 〉 PictBridge (ピクトブ 
リッジ)」対応プリンターと、キヤノン独自規格の「〈図〉 CP ダイ 
レクト」、「〈巧 〉 Bubble Jet Direct (バブルジエットダイレク 
卜)」対応プリンターで印刷する方法について説明します。 


キヤノン製 

CP プ U ンター 

キヤノン製 
日 J プ U ンター 

他社製 
プリンター 

娘 

PictBridge と 
巳 P ダイレクト 
に対応 

CP ダイレクト 
だけに対応 

PietBrid 旨 e と 
Bubble Jet Direct 
に対応 

Bubble Jet Direct 
だけに対応 

円 ctBridge に対応 


T 


Hep ダイレクト が Pic 旧 ridge 巧 B 占齡 Jet が PictBridge 



114〜11目ぺージ 
124〜126ぺ-ジ 


114〜120ページ 


114〜11日ぺージ 
] 21〜123ぺージ 
























プリントの準備をずる - 

ダイレクトプリントの操作は、カメラの液晶モニターに表示される操作画面 
を見なび5、ずべてカメラ側で行いまず。 

カメラの設定 

メニュー機能のけ T 通信設定]を [ PTP ] に設定します。_ 

1 随信設定]を選ぶ 

♦ 〈類〉を回してけ T 通信設赶を選び、〈@〉 
を押します。 


[ PTP ] を選ぶ 

♦ 〈類〉を巧して [ PTP ] を選び、〈@〉を 
巧します。 


^ カメラをパソコンに接続するときは、 [通信 設赶を [標準] にしてください。 [ PTP ] 
ではパソコンとの通信びできないことびあります。 


カメラとプリンターの接続 

1カメラの〈臂〉スイッチを 〈 OFF 〉 
にする 


2プリンターの準備をする 

♦ 詳しくは使用するプ U ンターの使用説 
明書を参照してください。 



W • RAW 形式の画像は、ダイレクトプ U ントでさません。 

参ダイレクトプ U ント中は、ケーブルを取り外さないでください。 
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プリントの準備をする 


3カメラとプリンターを接続する 

参次の表（プ U ンターとケーブルについ 
て）を参照して、使用するケーブルを選 
んで < ださい。 


プリンターとケーブルについて 


接続するプリンター 

使用するケーブル 

r ( 

PictBrid 邑 e だけに対応 

カメラに付属のケーブル 

両方のプラグに〈み〉マークび付いていま 
す 

r ( 

図 

PictBrid 邑 e と 

CP ダイレクトに対応 

r ( 

巧 

PictBrid 呂巨と 

Bubble Jet Direct に対応 

因 

CP ダイレクトだけに対応 

プリンターに付属のケーブル 

片方のプラグだけに〈み〉マークび付いて 
います 

巧 

Bubble Jet Direct だけに対応 



♦ カメラ側を接続するとさはプラグの 
〈々〉び、カメラの前面に向くようにし 
て、プラグをカメラの 〈D に ITAL 〉 デジ 
タル端子に差し込みます。 

参プ IJ ンター側の接続方法については、プ 
U ンターの使用説明書を参照してくだ 
さい。 


4プリンターの電源を入れる 


5カメラの〈臂〉スイツチを 〈 ON 〉 
または〈/-〉にする 


今プ U ンターの機種によっては、電子音び 
「ピピッ」と鳴ることびあります。 
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プリントの準備をする 


が円 ctBridge ら 

因 CP ダイレクト 

巧 Bubble Jet Direct 

nggggH 


画像を再生する 

参〈囚〉ボタンを巧します。 

今画像び表示され、画面左上にプ U ンター 
と接続されていることを示すマーク 
〈が、図、巧〉 び表示されます。 

♦ 表示されるマークによって、操作方法び 
異なります。表示されるマークに応じた 
ページを参照してください。 


マー ク 

ダイレクトプリント 
の種類 

参照ページ 


PictBrid 邑 e 

117〜120 

図 

CP ダイレクト 

121-123 

巧 

Bubble Jet Direct 

124〜12目 


W 参カメラの電源にバッテ U —を使用するとさは、フル充電してから使用してく 
ださい。なお、プ U ントする際はバッテ U —の残量にミ主意してください。 

参手順已で電子音び「ピーピーピー」と長く鳴ったときは、円 ct 目 rid 吕 e 対応プ 
U ンターに問題び発生しています。どのような問題び発生しているかは、次 
の操作で確認でさます。 

〈囚〉ボタンを巧して画像を再生し、次の操作を行ってください。 

1 . 〈贷)〉を巧す 

2. プ U ント設定画面で[プリント]を選ぶ 

液晶モニターにエラーメッセージび表示されます。『エラーメッセージについ 
て』 (120) を参照して問題を解決してください。 

参ケーブルを取り外すとさは、カメラとプ U ンターの電源を切ってから、必ず 
プラグの側面を持って引いてください。 

参カメラとプ U ンターの接続には、専用のインターフェースケーブルじ(外は使 
用しないで < ださい。 

SI ダイレクトプ U ントを行ラとさは、カメラの電源に AC アダプターキット 
ACK - E 2 (別売）の使用をおすすめします。 
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が PictBridge でプリント 

使用するプリンターによって設定できる内容び異なりまず。また、設定その 

をのびでさないことびあります。詳しくは、使用するプ U ンターの使用説明 
書を参照してください。 


でンタ-接続表示 

n か g ホ JM 

m^WWk^ 


プリントする画像を選ぶ 

♦ 液晶モニターの左上に〈が〉び表示さ 
れていることを確認します。 

♦ <〇>を回してプ U ントする画像を選び 
ふ9 〇 


〈毎)〉を巧す 

今プ U ント設定画面になります。 


プリント設定画面 


© 

回 

顶囚を 



邮 J 
かォト 
圏]つ于郎 



-日付を入れてプ U ントするかどうかを設定 
します 

-プ U ント効果を設定します 
一何枚プ U ントするかを設定します 
ープリント範囲を設定します 
一用紙のサイズ、タイプとレイアウトを設定 
します 

■手順1の画面に戻ります 
■プ U ントを開始します 


設定されている用紙のサイズ、タイプ、レイアウトび表示されます 


* 使用するプリンターの機種によっては、日付やトリミングなど、一部の設定項目が 
選択でをないことがあります。 




[ぺーパー設定]を選ぶ 

♦ <〇> を回して[ぺーパー設定]を選び、 
<@>を巧します。 

今ペーパー設定画面になります。 
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が Piet 巨 rid 旨百でプリント 


のぺーパーサイズの設定 

♦ 〈類〉を回してプ U ンターにセツトされ 
ているペーパー（用紙）のサイズを選び、 
く@〉 を巧します。 

今ペーパータイプの設定画面になります 


吸ぺーパータイプの設定 

♦ 〈類〉を回してプ U ンターにセツトされ 
ているペーパー（用紙）のタイプを選び、 
<@>を巧します。 

レイアウトの設定画面になります 


ペーパー（用紙）タイプについて 

キヤノン製プ U ンターで、キヤノン純正用紙を使うとさは、次のように設定 
してください。 


フオト 

スーパーフオトペーパー 

高級フオト 

プ□フオトペーパー 

標準設定 

スーパーフオトペーパー 


他社製のプ U ンターをお使いのときは、プ U ンターの使用説明書を参照して 
<ださい。 




屬レイアウトの設定 


mmm 

レイアウト 

フ刪 


7 于なし 

1 

BUI 



♦ <〇> を回して希望する印刷レイアウト 
を選び、〈@〉を巧します。 

今プ U ント設定画面に戻ります。 









が PictBrid 旨 e でプリント 


レイアウトについて 


フチあ0 

用紙のまわりにを白をつけてプ U ントします。 

フチなし 

を白なしで用紙いっぱいにプ U ントします。 

「フチなし」印刷でさないプ U ンターでは、「フチあり」でプ U ント 
されます。 

* * 面配置 

用紙1枚に同じ画像を小さく、8/2/4/9/16/20画面プリントし 
ます。 

標準設定 

キヤノン製プ U ンターでは、「フチなし」でプ U ントされます。 


^その他の項目を設定する 

♦ 必要に応じて〈0〉日付プ U ント、〈因〉 
プ IJ ント効果、〈翊〉プ U ント枚数を設 
走!します。 


0日付プリント 


S プリント効果 


埋プリント枚数 




巧巧 

フォト 

巧7チなし 


顿巧 

，:««フォト 
巧フチなし 


圏除.闘 


♦ < o > を回して項目を選び、〈@〉を押 
します。 

♦ 続けて〈類〉を回して内容を選び、〈@〉 
を押します。 

参目 J プ U ンターの機種によっては、〈因〉 
プ IJ ント効果で、 [ VIVID ] (緑や青空を 
鮮やかに印刷)、 [ NR ] (ノイズ U ダクシヨ 
ン）、 [ VIVID + NR ]、 または[入]び選択 
でさます。 

参卜 U ミングについては、127ページを 
参照してください。 
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が Piet 巨 rid 旨百でプリント 



プリントする 

♦ 〈態〉を回して [プリント] を選び、〈@〉 
を押します。 

今プ U ントび開始されます。 

♦ プ U ントび終了すると、手順1の状態に 
戻ります。 

♦ プ U ントを中止するとさは、 印止] び表 
示されている間に〈@〉を巧し、〈類〉 
を回して [0 K ] を選び〈资)〉を巧します。 


0 •プ U ントする画像のファイルサイズや記録画質によっては、 [プリント] を選ん 
でから実際にプ U ントび始まるまで、しばらく時間びかかります。 

• プ U ント効まなどの選択肢にある [標準設定] は、プ U ンターメーカーび独自 
に設定するプ U ント内容のことです。 瞩準設定] の内容については、プリン 
ターの使用説明書を参照してください。 

プリンターエラー発生時の操作について 

プ U ンターに関するエラー（インク切れ、用紙切れなど）を解決したあと、臓 
行] を選んでわプ U ントび再開されないとさは、プ U ンター側を操作してプ U ン 
卜を再開してください。プ1」ントの再開方法については、プ U ンターの使用説明 
書を参照してください。 

エラーメッセージについて 

プ U ント中に問題び発生したときは、カメラの液晶モニターにエラーメッセージ 
び表示されます。く®〉を押してプ U ントを中止し、問題を解ミ夫してから再度プ 
U ントしてください。プ U ンターの問題解決方法については、プ U ンターの使用 
説明書を参照してください。 

ぺ ー パ ーエラー 

プ U ンターのペーパー（用紙）び正しくセットされているかどうか確認し 
て < ださい。 

インク エラー 

プ U ンターのインク残量や、廃インクタンクの状態を確認してください。 

A - ドウ王アエラー 

ペーパー (用紙)、インク iU 外の問題びプ U ンターに発生していないか確認 
してください。 

ファイルエラー 

円 ct 目 ridge でプリントできない画像をプ U ントしようとしました。別の力 
メラで撮影した画像や、パソコンに取り込んで加工した画像は、プ U ント 
でさないことびあります。 
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因 CP ダイレクトでプリント 





プ u ンター接続表示 


プリントする画像を選ぶ 

♦ 液晶モニターの左上に〈図〉び表示され 
ていることを確認します。 

♦ <〇>を回してプ U ントする画像を選び 
ます。 


〈毎) > を巧す 

今プ U ント設定画面になります。 


プリント設定画面 

プ U ント範囲枠：画面びカツトされるとさに表示されます 



何枚プ U ントするかを設定します 
プ U ント範囲を設定します 
プ U ントスタイル（様式）を設定します 
手順1の画面に戻ります 
プ U ントを開始します 


-設定されているプ U ントスタイルび表示されます。〈©〉は曰付のマークです 



[スタイル]を選ぶ 

♦ <〇> を回して[スタイル]を選び、〈@〉 
を押します。 

今スタイル設定画面になります。 
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[ ICP ダイレクトでプリント 


4項目を設定する 

♦ 晒面設定][フチ]旧付] の設定状態を確 
認し、必要に応じて設定します。 


晒面設定] 


[フチ] 旧付] 



♦ <〇> を回して項目を選び、く@〉を押 
します。 

♦ 続けて〈媒〉を回して内容を選び、〈@〉 
を押します。 

参[画面設定] は、力ードサイズのぺーパー 
(用紙）使用時に選択でさるようになり 
ます。 [分割画面] を選ぶと、用紙1枚に 
同じ画像を小さく8画面プ U ントしま 
す。 

♦ [フチ]旧优 は、設定状態を確認し、必 
要に応じて設定します。 

♦ 設定び終わったら、 〈 MENU 〉 ボタンを押 
してプ U ント設定画面に戻ります。 



プリント枚数を設定する 

♦ 必要に応じて設定します。 

♦ 〈類〉を回して[枚]を選び、〈@〉を 
巧します。 

♦ 続けて〈〇〉を回してプ U ント枚数を 
設定し、〈@〉を巧します。 

♦ 1〜99枚まで設定でさます。 
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[ ICP ダイレクトでプリント 


A トリミングの設定をする 

参必要に応じて設定します。 

参卜 U ミングについては、127ページを 
参照してください。 



プリントする 

♦ <〇> を回してロ リント] を選び、 く@〉 
を押します。 

今プ IJ ントび開始されます。 

♦ プ U ントび終了すると、手順1の状態に 
戻ります。 


♦ プ U ントを中止するときは、 [中 山び表 
示されている間に〈资)〉を巧し、〈〇〉 
を回して [0 口を選び〈毎)〉を巧します。 


W • 曰付の背景び明るいとさや、背景びフチのときは、曰付び薄く印刷されるこ 
とびあります。 

• か割 画面] を選ぶと、ロ チ] 旧 付] の設定はできません。 [フチなし] 旧优は 
脚]でプリントされます。また、画像の上下左ちびカットされてプ I 」ントさ 
れます。 


13 • 旧优を [入] にすると、画像に記録されている日付情報を入れてプ U ント 
します。曰付は用紙のち下に印刷されます。 

• プ U ント中に [中山 を選んだ場合、プ U ント枚数び1枚のときはプリントを 
中止できません。2枚し^(上のときは次のプリントから中止されます。 

参プ U ント中に問題び発生したときは、カメラの液晶モニターにエラーメッ 
セージび表示されます。 [中山 または（問題を解ミ夫したあとで） 巧開] を選 
びます。 [再亂 び表示されないときは、 印止] を選びます。 


123 










囚 Bubble Jet Direct でプリント圓 



耐 a の" 


プ U ンター接続表示 


プリントする画像を選ぶ 

♦ 液晶モニターの左上に〈巧〉び表示され 
ていることを確認します。 

♦ 〈類〉を回してプ U ントする画像を選び 
ます。 


〈毎)〉を}甲す 

今プ U ント設定画面になります。 


プリント設定画面 

プ U ント範囲枠：画面びカツトされるとさに表示されます 



—何枚プ U ントするかを設定します 
プ U ント範囲を設定します 
プ U ントスタイル（様式）を設定します 
手順1の画面に戻ります 
プ U ントを開始します 


•設定されているプ U ントスタイルび表示されます。〈0〉は曰付のマークです 



[スタイル]を選ぶ 

♦ 〈媒〉を回して[スタイル]を選び、〈@〉 
を押します。 

今スタイル設定画面になります。 
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巧 Bubble Jet Direct でプリント 



♦ <〇> を回して項目を選び、〈资)〉を押 
します。 

♦ 続けて〈〇〉を回して内容を選び、〈@〉 
を押します。 

♦ [ベーパー] は、プ U ンターにセットされ 
ているペーパー（用紙）のサイズを選び 
ます。 

♦ [フチ]旧优は、設定状態を確認し、必 
要に応じて設定します。 

♦ 設定び終わったら、 〈 MENU 〉 ボタンを押 
してプ U ント設定画面に戻ります。 



プリント枚数を設定する 

参必要に応じて設定します。 

♦ 〈類〉を回して嫩]を選び、〈资)〉を 
巧します。 

♦ 続けて〈類〉を回してプ U ント枚数を 
設定し、〈@〉を巧します。 

参1〜99枚まで設定でさます。 



も トリミングの設定をする 

参必要に応じて設定します。 

参卜 U ミングについては、127ページを 
参照してください。 
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巧 Bubble Jet Direct でプリント 



プリントする 

♦ 〈類〉を回して [プリント] を選び、〈@〉 
を押します。 

今プ U ントび開始されます。 

♦ プ U ントび終了すると、手順1の状態に 
戻ります。 

♦ プ U ントを中止するとさは、 印止] び表 
示されている間に〈@〉を巧し、〈類〉 
を回して [0 K ] を選び〈资)〉を巧します。 


W ロ チあり] にすると、プ U ンターの機種によっては、日付びフチにかかることび 
あります。 


QI • 旧付] を队]にすると、画像に記録されている曰付情報を入れてプリント 
します。曰付は用紙のち下に印刷されます。 

参プ U ント中に 印止] を選ぶと、プ U ントび中止され、プ U ント中のペーパー 
(用紙）び排紙されます。 

参プ U ント中に問題び発生したときは、カメラの液晶モニターにエラーメッ 
セージび表示されます。 曲止] または [続行] を選びます。臓 行] を選んで 
ゎプ U ントび再開されないときは、問題を解ミ夫すると自動的にプ U ントを再 
開します。 

参操作パネルびある目」プ U ンターを使用しているとさは、エラー発生時にエ 
ラー番号び表示されます。エラー番号に対応した対処ち法については、目 J プ 
U ンターの使用説明書を参照してください。 
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トリミング（プリント轟囲）の設定~ 

画面を部分的に拡大したプ U ントや、構図を変えたような感じでプ U ントす 
ることびでさます。 

トリミングの設定は、プリントずる直前に行ってください。 卜 U ミングを 

行ったあとでプ U ント設定の内容を変更すると、卜 U ミングの再設定び必要 
になることびあります。 



[トリミング]を選ぶ 

♦ 〈〇〉を回して [トリミング] を選び、〈毎)〉 
を押します。 

今卜 U ミング画面になります。 


トリミングする 

♦ 卜 U ミング枠の内側びプ U ントされる 
範囲です。 

♦ 操作案内表示は、卜 U ミング操作中消え 
ます。操作をやめて約日秒経過すると再 
表しま 9— 。 

枠の大きさを変える 

♦ 〈み〉、 〈 HA 〉 ボタンを巧すと、卜 U 
ミング枠の大ささび変わります。枠をル 
さくするほど拡大してプ U ントされま 
す。 

枠を移動ずる 

♦ 〈を〉を操作すると卜 U ミング枠び上下 
左ち、斜めに移動します。好みの構図に 
なるよラに枠を移動します。 

枠を回転する 

♦〈 INFO .〉 ボタンを巧すと、巧すたびに 
卜 U ミング枠び縦長、横長に変わりま 
す。横位置で撮影した画像を、縦位置で 
撮影したようにプ U ントすることをで 
さます。 
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トリミング（プリント 範囲） の 設定 



設定を終了する 

♦ <@>を巧します。 

プ U ント設定画面に戻ります。 

今画面左上でプ U ント範囲を確認するこ 
とびでさます。 


W 参プ U ンターの機種によっては、卜 U ミング枠のとおりにプ U ントされないこ 
とびあります。 

参卜 U ミング梓を小さくするほどプ U ントの画質び粗くなります。プリントの 
画質び粗くなるとさに、卜 U ミング砕び赤く表示されます。 

• 卜 U ミングは、カメラの液晶モニターを見なびら行ってください。画像をテ 
レビに表示しなびら卜1」 S ングすると、卜 U S ング枠び正しく表示されない 
ことびあります。 

13卜 US ング枠の形状は、ペーパー設定、用紙サイズ/画面設定、フチの設定で変 
わります。 
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撮影画像のプリント指定/ 

DPOF 


CF 力ー ドに記録されている画像の中から、プリントしたい画像や 
枚数などを、あらかじめカメラで指定することがでさます。この 
機能をプリント指定機能 （ DPOF ) といいます。 DPOF 対応のプ 
リンターなどでプリントするとさや、写真店にプリントをま文す 
るとさに便利な機能です。 

DPOF (ディーポフ）について 

DPOF (Digital Print 日 「der Format ) は、デジタルカメラで撮 
影した画像の中から、プ U ントしたい画像や枚数などのプ U ント 
指定情報を、 CF カードに記録するための規格です。 DPOF 対応の 
デジタルカメラでプ U ント指定すると、次のようなことびでさま 
す。 

♦ DPOF 対応のプ U ンターに CF カードを入ネ 


参写真店にプ U ントを注文する際、注文用紙 
にプ U ントしたい画像の指定や枚数など 
の記入び不要になります。 


♦ ダイレクトプ U ント対応のプ U ンターから 
直接、指定したとおりにプ U ントできます。 


で、指定したとおりにプ U ントできます。 





MENU 


撮該画像をプ u ント指定ずる 


プリント内容の設定 

プ U ントタイプや日付、ファイル番号の入/切といったプ U ント内容の設定 
を行います。この設定は、プ U ント指定したすべての画像に対して、一律に 
適用されます （1 画像ごとに別々の設定はでさません)。 


プ U ントタイプ 

0 

スタンダード 

用紙1枚に]画像をプ U ントします。 

盧 

インデックス 

用紙1枚に縮小画像を複数プ U ントします。 

0 

厨 

両方 

スタンダードとインデックスの両方をプ U ン 
卜します。 

曰付 

入 

[入]にすると、撮影画像に記録されている日付情報を入 
れてプ U ントします。 

切 

ファイルまち ■ 

入 

[入]にすると、ファイル番号を付けてプ U ントします。 

切 


因 

閒フ□テクト 
e 備 
り」い 輔 
もけレイ 
11随が嗯帥泌 
づの-オフ1巧 
;が1自ち嫌赫 A 


产》プリ V 卜援を 



[プリント指定]を選ぶ 
♦〈類〉を回して [囚プリント指定] を選 
び、 く@〉 を押します。 

今プ U ント指定画面になります。 


歐定]を選ぶ 

♦ 〈類〉を回して 嚴定] を選び、〈@〉を 
巧します。 

今プ U ント設定画面になります。 


3項目を設定する 

♦ [プリントタイプ]旧付][ファイル番号] の 

内容を設定します。 

♦ <〇> を回して項目を選び、 く @〉を巧 
します。 

♦ 続けて〈類〉を回して内容を選び、〈资)〉 
を巧します。 
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HD 撮影画像をプリント指定する 


[プリントタイプ] [日付] [ファイル番号] 



A 設定を終了する 

♦〈 MENU 〉 ボタンを押します。 

今プ U ント指定画面に戻ります。 

♦ 次にプ U ント指定画面の 画像指定][全 
画像] で、プ U ントする画像を指定しま 
す。 


W • RAW 形式の画像はプ U ント指定でさません。 

• 旧付][ファイル番号] を [入] にしても、プリントタイプの設定や、プ U ンター 
の機種によっては、 プ U ントされないことびあります。 

参[インデックス] では、 [日优 と [ファイル番号] を同時に [入] にできません。 

• プ U ントするとさは、プ U ント指定を行った CF カードを使用してください。 
画像データだけを CF カードから抜さ出してプ U ントすると、指定した内容で 
プ U ントでさません。 

• DPOF 対応プ U ンターの機種や、写真店の機器によっては、指定内容び反映 
されないことびあります。プ U ンターの場合は、プ U ンターの使用説明書を 
参照してください。写真店の場合は、事前にお店に確認してください。 

参 ほかのカメラで撮景ミした画像を、このカメラに入れてプ U ント指定しないで 
ください。 〈ム〉 び表示され、プ U ント指定されている内容び、意図せずにす 
ベて書き換えられることびあります。また、画像のファイル形式によっては、 
プ U ント指定できないことびあります。 
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HD 撮影 画像をプリント指定する 


1画像ずつ指定 



画像指定]を選ぶ 

♦ 〈類〉を回して [画像指定] を選び、 く@〉 
を押します。 

今画像指定画面になります。 


プリント指定する画像を選ぶ 

♦ <〇> を回して画像を選びます。 

♦ 〈因•み〉を巧すと、3画像表示になりま 
す。〈み〉を押すと、元の表示に戻りま 
す。 

3画像表示 



3プリントを J 旨定する 

♦ [プリントタイプ] (130)の設定状態に 
よって、指定の内容び変わります。 




[スタンタード][両方]の場合 

♦ 画像ごとにスタンダードタイプのプ U 
ント枚数を設定でさます。 

参〈毎)〉を巧したあと、〈〇〉を回してプ 
U ント枚数を選び、〈@〉を押します。 
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HD 撮影 画像をプリント指定する 


[インデックス]の場合 

♦ インデックスプ U ントに加える （ <>/> 
表示）/加えない (<>/> なし）を設定 
します。 

♦ <@>を巧すと〈>/〉びつき、もう一度 
<@>を巧すと 〈 vO び消えます。 

♦ ほかに指定したい画像びあるとさは、手 
順2、3を繰り返します。 

♦ 合計998画像まで指定でさます。 

4設定を終了する 

参 〈 MENU 〉 ボタンを押します。 

プ U ント指定画面に戻ります。 

♦ をラー度 〈 MENU 〉 ボタンを押すと、指 
定した内容び CF カードに保をされ、メ 
ニューに戻ります。 
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HD 撮影画像をプリント指定する 


き画像指定 

CF カードに記録されている全画像のプ U ント指定と解除びできます。スタ 
ンダードタイプのプ U ント枚数は、すべて1画像1枚になります。 

「1画像ずつ指定」の操作をしたあとで「全画像指定」の操作を行ラと、全 
画像指定の設定に変わりますので、注意してください。 


ゎブ リシト S を 
□スタンタード m 
曲 インデジクス0コマ 
B 巧 码 

77イルお__巧_ 



EM 



2 


を画像]を選ぶ 

♦ 〈類〉を回して [全画像] を選び、<@> 
を押します。 

今全画像指定画面になります。 


を画像を指定]を選ぶ 

♦ <〇> を回して を画像を指定] を選び、 
<@>を巧します。 

今すべての画像び1枚ずつプ U ント指定さ 
れ、プ U ント指定画面に戻ります。 

♦ [全指定の解除] を選ぶと、すでにプ U ン 


卜指定されていた画像の指定びすべて 
解除されます。 

♦ [キャンセル] を選ぶと、プ U ント指定画 
面に戻ります。 


3設定を終了する 

♦ プ U ント指定画面で 〈 MENU 〉 ボタンを 
巧します。 

今指定した内容び CF カードにイ呆存され、 
メニューに戻ります。 


W • 全画像指定をしても、 RAW 形式の画像はプ U ント指定されません。 

• 円 ctBrid 旨日でプ U ントするときは、一度にプリント指定する画像の数を、己00 
画像しソ下にしてください。それし:!上指定すると、すべての画像をプ U ントで 
さないことびあります。 
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MENU 


プリント指定画像のダイレクトプリント ■ 


DPOF でプ U ント指定した画像を、ダイレクトプ IJ ント対応のプ U ンターで 
簡単にプ U ントすることびでさます。 


1プリントの準備をする 

♦ I 14, I ]已ページを参照してください。 
『カメラの設定』と『カメラとプ U ンター 
の接続』の手順己まで行います。 



才-トブレイ 
巧娩が嗯帥泌 
才-卜"口-オフ13 
細曲靡蘇入 


[プリント指定]を選ぶ 

♦ <〇> を回して [囚プリント指定] を選 
び、〈魯)〉を押します。 

プ U ント指定画面になります。 



[プリント]を選ぶ 

♦ <〇> を回して [プリント] を選び、く@〉 
を押します。 

♦ [プリント] は、カメラとプ U ンターを接 
続して、プ U ントでさる状態になってい 
ないと表 Tin ; されません。 

プ U ント設定画面になります。 


A プリント内容を設定する 


が PictBnd 呂 e 


ベーパー度足を巧レます 


□ 12 阳5 

©¢3 
巧巧 

,，〕！《フォト 
巧7チなし 


因 CP ダイレクト 


巧 Bubble Jet Direct 



/YPictBrid 呂 e 

♦ [ベーパー設定] と〈因〉プ U ント効果を 
設定します。 （1] 乃 
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皿 五の プリント指定画像のダイレクトプリント 


図 CP ダイレクト/巧 Bubble Jet Direct 

♦ [スタイル] を設定します。 （121/124) 

5プリントする 

♦ <〇> を回して [0 K ] を選び、〈@〉を 
巧します。 

今プ U ントび開始されます。 

♦ プ U ントを中止するとさは、印 止] び表 
示されている間に〈资)〉を巧し、〈〇〉 
を回して [ OK ] を選び〈资)〉を巧します。 


な 参 円 ctBrid 邑己、 Bubble」et Direct でプ U ントするときは、必ずぺーパー(用 
紙）サイズの設定を行ってください。 

参 円 CtBrid 吕己では、ファイル番号のプ U ントはできません。 

• ロチあり] にすると、プ U ンターの機種によっては、日付びフチにかかること 
びあります。 

• 日付の背景び明るいときや、背景びフチのときは、プ U ンターの機種によっ 
ては、曰付び薄く印刷されることびあります。 

151 参 CP ダイレクトで [プリントタイスび[インデックス] のとき、用紙1枚にプリン 

卜される画像数は!;!下のとおりです。 

-クレジットカードサイズ： 20画像 
- L サイズ： 42画像 
-ポストカードサイズ：日3画像 

Bubble Jet Direct でプリントしたときの画像数については、目」プリンター 
の使用説明書を参照して く ださい。 

• プリントを中止したあとに、残りの画像をプリントするときは、 [再亂 を選 
びます。ただし次のとさは、プ U ントの再開はでさません。 

-再開する前にプ U ント指定を変更した場合 
-再開する前にプ U ント指定した画像を削除した場合 
- CP ダイレクトでインデックス設定時、再開する前にペーパーカセットを変 
要した場合 

-円 CtBrid 吕 e でインデックス設定時、再開する前にぺーパー設定を変更した 
場合 

. プ U ントを中断したとさに、 CF カードの空さ容量び少なかった場合 
• プリント中に問題び発生したときは、円 ct 目 ridge : 120ぺージ、 CP ダイレ 
クト： ] 23ぺージ 、 Bubble Jet Direct :12日ぺージを参照してください。 
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10 

カメラを 
カスタ7イズする 


さまざまな撮影スタイルに応じて、カメラの機能を細かく変更す 
ることがでさます。これをカスタム機能といいます。 

♦ カスタム機能は応用撮影ゾーンで設定、機能します。 
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MENU 


カスタム機能の設定方法 A 


首巧 

曰が 

i ピデオを力疏 

肝 SC 

細ち 

鮮 

びカード巧是化 



尝嫌慧 
揉を棄子帥拓 



[カスタム機能 （C.Fn )] を選ぶ 

♦ 〈類〉を回して [ロカスタム機能に. Fn )] 
を選び、〈资)〉を巧します。 

今カスタム機能設定画面になります。 


カスタム機能番号 



中 I ■化师证 H 雨 


カスタム fflfe 


2卜邮のをち 


13 


I 


の03 M 目50日り7的叫 

0 日曲 Q0J_00 

H 巧巧 W 巧巧け巧 


設定内容 


カスタム機能番号を選ぶ 

♦ <〇>を回して希望する機能番号を選 
び、 く@〉 を押します。 


設定を変更ずる 

♦ 〈〇〉を回して希望する設定内容（番号） 
を選び、〈@〉を巧します。 

♦手順2、3を繰り返して、その他のカス 
タム機能を設定します。 

♦ 画面下でカスタム機能の設定が態を確 
認することびでさます。 


4設定を終了する 

参 〈 MENU 〉 ボタンを巧すと、メニューに 
戻ります。 


カスタム機能の設定をすべて解除ずるとをは A 



手順1で け T 設定解除] を選び、 [カスタム機 

能一括解除] を選ぶと、一括解除の確認画面 
び表示されます。 

♦ <〇> を回して [0 K ] を選び〈@〉を 
巧すと、カスタム機能びすべて解除され 
ふ9 〇 


138 













MENU 


カスタム機能で巧更でをる内容* « 


C . Fn-Ol 撮影時のセツトボタン機能 


撮影準備状態における、〈©〉の機能の割り当てを変更することびでさます。 

じ Fn - Ol - 1，2 は 〈©〉 を押したあと、表示パネルを見なびら、 〈類〉 で直接設 
定することびできます。 

0 :通常（なし） 

1:記録画質選択 

記録画質を直接選択でさるよラになります。 

2 :現像パラメーター選択 

現像パラメーターを直接選択できるようになります。 「 PA - P 1， P 2」 はパラ 
メーター 1，2、 「 PA -1 〜 PA -3」 は セット！〜3 、 r PA - B / WJ は モノク □を表 
しています。 

3:メニュー表お 

〈 MENU 〉 ボタンと同じになります。 

4 :画像の再生 

〈囚〉 ボタンと同じになります。 


C . Fn -02 長秒時露光時のノイズ低減 


0 :しない 
1:ずる 

1秒！;(上の長秒時露光やバルブ撮影を行ったときにノイズを軽減します。撮 
影後は露光時間と同じ低減処理時間びぶ、要となります。処理中は [buSYj 
び表示され撮影でさません。 



、 v モー ド時の ス ト□ボ同調速度 


0:自動 


1:1/2已〇秒固定 

絞り優先 AE ( Av ) モードでのスト□ボ撮影で、シャツター速度を 1/2 日日 
秒に固定します。（夜景などを背景にした暗い場所で撮影すると、被写体の 
背景び暗くなります。） 
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皿五のカスタム機能で変更できる内容 


C.Fn-04 シャツターボタン/ AE □ツクボタン 


0 : AF / AE □ック 


1: AE □ック /AF 

ピント合わせと露出ま定を別々に行いたいときに有効です。〈乂〉ボタンで 
AF 作動、シャッターボタン半押しで AE □ック（露出を固定）することびで 
さます。 

2 : AF / AF □ック （ AE ロックなし） 

AI ヴーボ AF 中にカメラと主被写体の間を障害物び横切るとさ、障害物にピ 
ントび合わないよラ、〈乂〉ボタンで AF の作動を一時停止することびでさ 
ます。露出は撮影の瞬間にミ夫まります。 

3 : AE/AF ( AE □ックなし） 

移動/停止を繰り返す被写体の撮影などに有効です。 AI ヴーボ AF を設定し 
ておくと、〈乂〉ボタンで AI ヴーボ AF の作動/停止を繰り返すことびでさ 
ます。露出は撮影の瞬間にミ夫まります。ピントと露出を常に最適な状態に 
して、シャッターチャンスを待つことびでさます。 

W C . Fn -04 と C . Fn -] 7-0 11，2 (:] 44) は、共に AF 作動/停止と AE □ックの機 
能を持っていますび、この2つを併用して二重操作を行った場合、あとから行ラ 
操作で有効になるのは、 AF スタート後の AF ストップ操作だけです。他の二重 
操作では、あとから行った操作は有効になりません。 


C.Fn-05 AF 補助光の投光 


カメラの AF 補助光、 EOS 専用外部スト□ボの AF 補助光の投光を行ラかどラか 
を設定することびでさます。 

0 :ずる 
1:しない 

AF 補助光を投光しません。 

2 :外部スト□ボ使用時のみ投光ずる 

EOS 専用外部スト□ボ使用時は、必要に応じて AF 補助光を投光します。内 
蔵スト□ボ使用時は投光しません。 


C.Fn-06 露出設定ステップ 


0:1 /3段 
1:1/2段 

シャッター速度と絞り数値、および露出補正、 AEB などの設定ステップを 
1/2段ステップにすることびでさます。 
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HD カスタム機能で変更できる内容 



>卜□ボの発光 


内蔵スト□ボ、外部スト□ボ、シンク□端子を利用した況用スト□ボの発光を 
行ラかどラかを設定することびでさます。 

0 :ずる 


1:しない 

スト□ボを発光しません。 


C . Fn -08 旧0感度拡張 


0 :しない 
1:ずる 

IS 日感度を設定するときに、 IS 日3200相当 「 H 」 び選択できるようになり 
ます。 


C . Fn -09 ブラケティング順序/自動解除 


シャッター速度、または絞り数値を自動的に変化させる AEB の撮影順序と、ホ 
ワイトバランスブラケティング (WB-BKT) 撮影時のファイル保存順序を変更 
することびでさます。 

「自動解除する」を選択すると、じ(下の条件でブラケティングび解除されます。 
AE 巨： 〈臂〉 スイッチ 〈 OFF 〉、 レンズ交換、スト□ボ充電完了、バッテリー交 
換 CF 力ード交換 

W 巨-目 KT :〈@〉 スイッチ 〈 OFF 〉、 バッテリー交換、 CF 力ード交換 

0 : 0 一一一 + /ずる 
1: 0 —► - ► + /しない 

最初の1枚を標準露出（または基準 WB ) にしたブラケティング撮影を、何 
回も繰り返すとさに有効です。 

2 : -一〇 一 + /ずる 

マイナス（ブルー寄りまたはマゼンタ寄り）補正から順にブラケティング 
撮影することびでさます。 

3 :- ► 0 — ►+ /しない 

マイナス（ブルー寄りまたはマゼンタ寄り）補正からのブラケティング撮 
影を、何回を繰り返すとさに有効です。 


AEB 

WB ブラケティング 

B/A 方向設定時 

M/G 方向設定時 

0 

標準露出 

0 :基準ホワイトバランス 

0 :基準ホワイトバランス 

- 

マイナス補正 

一：ブルー寄りに補正 

一：マゼンタ寄りに補正 

+ 

プラス補正 

+:アンバー寄りに補正 

+:グ U —ン寄りに補正 
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皿五のカスタム機能で変更できる内容 



スーパーインポーズの表巧 


1:しない 

ピントび合ったとさにファインダー内の AF フレームの赤色点灯表示を行い 
ません。点灯びわずらわしいときに設定します。 

ただし、 AF フレーム選択時は点灯します。 



—の表示位置 


〈 MENU 〉 ボタンを押したとさの、メニュー項目の表示位置を設定することびで 
さます。 

0 :直前のメニュー（電源切で先頭） 

前回設定したメニュー項目を表示します。 

ただし、〈场〉スイッチ 〈 OFF 〉 、バッテリーパック交觀 CF 力ード交換 
で、一番初めのメニュー項目[記録画質]を表示します。 

1:直前のメニュ ー 

前回設定したメニュー項目を表示します。 

2:メニューの先頭 

常に一番初めのメニュー項目[記録画質]を表示します。 


C . Fn -12 ミラーアップ撮影 


0 :しない 
1:ずる 

近接撮影や望遠撮影で、三ラー作動によるカメラブレを防止するのに有効 
です。三ラーアップ撮影については、8目ページを参照してください。 


C . Fn -13 AF フレーム選択方法 


0 :通常 

〈回〉ボタンを押したあと、〈お〉で AF フレームを選びます。 

1:マルチコント□—ラータイレクト 

最初に〈回〉ボタンを押さずに、〈或〉で直接 AF フレームを選ぶことびで 
きます。〈回〉ボタンを押すと自動選択になります。 

2:サブ電子ダイレクト 

最初に〈回〉ボタンを押さずに、〈類〉で直接 AF フレームを選ぶことびで 
きます。〈回〉ボタンを押しなびら〈巡0を回すと、露出補正を行うこと 
びでさます。 
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C.Fn-16 セイフティシフトの設定 


しない 

ずる 

シャッター優先 AE ( Tv )、 絞り優先 AE ( Av ) 撮影時に機能します。被写体 
の明るさび急に変化して、設定したシャッター速度、絞り数値び不適切に 
なっても、設定値を自動的に変更して適正露出にします。 


■ 


カスタム機能で変更できる内容 


E-TTL II調光方式 


評価調光 

暗い場所から曰中シンク□までのスト□ボ撮影を、全自動で行ラことびで 
さます。 

平均調光 

測光領域全体で平均的に調光します。自動補正は行ないませんので、状況 
に応じてスト□ボ調光補正を行ってください。また、 FE □ック時わ状況に 
応じて調光補正を行ってください。 


卜□ボのシンク□タイミング 


0 :先幕シンク □ 

1:後幕シンク □ 

遅いシャッター速度を設定したとさに、光源の軌跡を写し込むことびでさ 
ます。シャッターび閉じる直前にスト□ボび発光します。同調（シンクロ） 
タイミング切り換え機能びない EX スピードライトで、後幕シンク□びでき 
るようになります。切り換え機能を持つ EX スピードライトでは、スト□ボ 
側の設定び優先されます。 

^ 後幕シンク□に設定したときは、シャッターボタンを全押しした直後に、調光制 
御のためにスト□ボびプ U 発光します。そのあと、シャッターび切れる直前に本 
発光しますのでを意して < ださい。 


〇1 
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皿五のカスタム機能で変更できる内容 


レンズ- AF ストップボタンの機能 


0 : AF ストップ 
1: AF スタート 

押している間だけ AF び作動します。押している間は、カメラ側操作による 
AF の作動は行いません。 

2 : AE □ック(タイマー中） 

測光タイマー作動中に押すと AE □ックします。ピント合わせと露出ミ夫定を 
月 IJ 々に行いたいとさに有効です。 

3 :八ドフレーム任意^自動自動^中央 

AF フレーム任意選択時に押すと、押している間だけ AF フレーム自動選択に 
なります。任意選択から自動選択へ瞬時に切り換わるので、 AI ヴーボ AF 作 
動中に、任意選択した AF フレームで追従でさなくなったとさに有効です。 
AF フレーム自動選択時に押すと、押している間だけ中央 AF フレームび選択 
されます。 

4 : ONE SHOT な AI SERVO 

ワンショット AF 設定時に押すと、押している間だけ AI ヴーボ A 円こなり 、 AI 
ヴーボ AF 設定時に押すと、押している間だけワンショット AF になります。 
移動•停止を繰り返す被写体で、ワンショット AF 、 AI ヴーボ AF を交互に切 
り換えたいとさに有効です。 

已：手ブレ補正機能作動 

レンズの手ブレ補正機能のスイッチを日 N にしておくと、押している間だけ 
手ブレ補正機能び作動します。 

B 1 AF ストップボタンは、大型の超望遠レンズに装備されています。 


C.Fn-18 オリジナル画像判定用データの付加 


0 :しない 
1:ずる 

撮影画像に、その画像び才 U ジナルであるか否かを判定するためのデータ 
び自動的に付加されます。判定用データび付加された画像を撮影情報表示 
(102) で再生すると、〈田〉マークび表示されます。才 U ジナル画像の判 
定には、才 U ジナルデータ確認キット DVK - E 2 (別売）びぶ、要です。 
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資料 


カメラを快適に使っていただくために、この『資料』を設けまし 
た。撮影の参考になるカメラの機能情報、システムアクセサリー 
の紹介などを行います。 
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撮該機能の組み合わせ一覧 


•:自動設定〇:選択可能 


モードダイヤル 

簡単撮影ゾーン 

応用撮該ゾーン 

□ 

巧 

S4 

化 


曰 

区！ 

P 

Tv 

Av 

M 

A-DEP 

醒 

画 

質 

JPEG 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

RAW 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

RAW + JPEG 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

ISO 

感 

度 

自動設定 













手動設定 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

ホ 

ワバ 

イラ 

トン 

ス 

オート W 巳 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

プ U セット W 日、 MWB、 
色温度指定、 WB 補正、 
WB ブラケティング 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

現像パラメーター 

• (パラメーター 1) 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

AF 

ワンショット 


• 

• 

• 


参 


〇 

〇 

〇 

〇 

• 

AI ヴーボ 





• 



〇 

〇 

〇 

〇 

- 

AI フォーカス 

• 






• 

〇 

〇 

〇 

〇 

- 

AF 

フレーム 

選択 

自動 








〇 

〇 

〇 

〇 

• 

任意 








〇 

〇 

〇 

〇 


測 

光 

式 

評価測光 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

部分測光 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

中央部重点平均測光 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

露 

出 

プ□グラムシフト 








〇 





露出補正 








〇 

〇 

〇 


〇 

AEB 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

AE □ック 








〇 

〇 

〇 


〇 

被写巧深度確認 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

ど 

1枚撮影 

• 


• 

• 


• 

• 

〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

連続撮影 


• 



• 



〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

ス 

卜 

是 

自動発光 

• 

• 


• 


参 







手動発光 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

発光禁止 



• 


• 


• 






ホ目緩和！ 

〇 

〇 


〇 


〇 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

FE □ック 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

スト□ボ調光補正 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

カスタム機能/-括解除 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

カメラ設定初期化 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 

画像素子の清掃 








〇 

〇 

〇 

〇 

〇 


146 






























































撮影機 能の組み合わせ 一覽 


AF モードとドライブモードの関係 


ドライブモード 

ワンシヨツト AF 

AI ヴーボ AF 

AI フ オー カス AF 

□1 枚撮影 

ピント合わせび終わる 
までは撮影でさません。 
ピントび合うと同時に 
ピントを固定します。 
評価測光の場合は、露 
出を固定します。（撮影 
前に露出を記獄 

被写体の動さに合わせ 
てピント合わせを続け 
ます。露出は撮影する 
瞬間にミ夫まります。 

被写体の状態に 

よってワンシヨッ 

hAF から AI ヴー 
ボ AF に自動的に 
切り換わります。 

国連続撮影 

上と同じ条件で連続撮 
影となります。 （1 砂間 
に最高約己コマ）連続 
撮影中にピント合わせ 
は行われません。 

上と同じ条件で連続撮 
影となります。 （1 秒間 
に最高約日コマ）連続 
撮影中わピント合わせ 
び行われます。 


AE □ックの効果 


(撮影モードび応用撮影ゾーンのとさ) 


\ AF フレームの 選択 

測光方式 \ 

自動選択 

任意選択 

® 評価測光* 

ピントを合わせた AF フレー 
ムを中むにした露出値で AE 
□ック 

選択されている AF フレーム 
を中むにした露出値で AE 
□ック 

回部分測光 

中央の AF フレームを中むにした露出値で AE □ック 

[] 中央部重点平均測光 


* レンズのフオーカスモードスイッチび 〈 MF 〉 のときは、中央の AF フレームを中むに 
した露出値で AE □ックします。 


园撮影画角について 

撮影画面は、3已 mm 判カメラの 
撮影画面よりルさいため、装着 
したレンズの有効撮影画角は、 
「表記焦点距離 X 約 1.6 倍」相当 
になります。 


-撮影画面 
(22 .已 X ]已 .0 mm ) 

-3 己 mm 判フィルム撮景ミ画面 
(36 X 24 mm ) 
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巧障かな？とお考えになる前に 

「カメラび故障したのかな？」と考える前に、下記の例を参考にしてカメラ 
をチェックしてください。 


電源 


バッテリーび充電でをない 
♦ 専用のバッテリーを使用していますか？ 

吟ノ（ッテ U — ノ（ック目 P - 己]] A 、 巳 P - 己]4、巳 P - 己]]、巳 P - 己] 2を使用 
して < ださい。 

• パッテリーチャージャーに正しくセットしましたか？ 

今バッテ U —パックを正しくセットしてください。 (16) 

〈场〉スイッチを〈01\1〉、〈/一〉の位置にしてもカメラび作動しない 

• バッテリーが消耗していませんか？ 

吟バッテ U —パックを充電してください。 (16) 

参バッテリーを正しく入れましたか？ 

今バッテ U —パックを正しく入れてください。 (18) 

参バッテリー室ふたが開いていませんか？ 

今バッテ U —室ふたをしっかりと閉めてください。 (18) 

参 CF カードス□ットカバーが開いていませんか？ 

今 CF 力ードスロットカバーをしっかり閉めてください。 (22) 

〈场〉スイッチを 〈OFF〉 にしてもアクセスランプび点滅 
ずる 

参撮影後、すぐに〈场〉スイッチを 〈OFF〉 にしても、 CF 力ードへの 
画像記録を行ラため、数秒間はアクセスランプが点灯/点滅します。 
今 CF カードへの画像記録び終了すれば、アクセスランプは消え、自動的 
に電源び切れます。 

バッテリーの消耗び早い 

♦ バッテリーが十分に充電されていますか？ 

今バッテ U —パックを十分に充電してください。 (16) 

参バッテリーの寿命ではありませんか？ 

今新しいバッテ U —パックをお買い求めください。 
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故障かな？とお考えになる前に 


電源び勝手に切れる 

• 才ートノのーオフ機能が働いていませんか？ 

今シャッターボタンを半巧ししてください。オートパワーオフ機能び働 
かないようにするときは、メニュー機能の け T 才ートパワーオフ] を 
助]]にしてください。 

表示パネルに〈亡コ〉のみび点滅している 

•バッテリーの残量が極端に少なくなっています。 

吟バッテ U —パックを充電してください。 (16) 


撮影 


撮影•記録びできない 

参 CF カードが正しくセットされていますか？ 

今 CF 力ードを正しく入れてください。に 2) 

参 CF カードがいっぱいになっていませんか？ 

今新しい CF カードに入れ換えるか、不要な画像を消去してください。 
C 22、 11日） 

参バッテリーが消耗していませんか？ 

吟バッテ U —パックを充電してください。 (16) 

参ピントは合っていますか？（ファインダー内の合焦マーク〈♦〉が点 
滅していませんか？） 

今をラー度シャッターボタンを半押しして、ピントを合わせなおしてく 
ださい。それでをピントび合わないとさは、手動でピントを合わせて 
ください。（24、 68) 

液晶モニターの表示•画像び不鮮明になる 
• ゴ乏やほこ0がついていませんか？ 

今眼鏡ふさややわらかい布などでふいてください。 

• 液晶が消耗していませんか？ 

今別紙のお客様相談センターにご相談ください。 
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故障かな？とお考えになる前に 


画像びボケて写っている 

参レンズのフォーカスモードスイッチが 〈 MF 〉 になっていませんか？ 

今レンズのフォーカスモードスイッチを < AF > にしてください。 (21) 
• シャッターボタンを巧すとさに手ブレを起こしていませんか？ 

今手ブレを起こさないように、シャッターボタンを静かに巧してくださ 
し、に4、 36) 

CF カードび使えない 

• 表示パネルに [Err **] が表示されていませんか？ 

今 [ ErrCF ] のとさは、 1] 2ページを参照してください。 

今 [Err 02] のとさは、 ] 已1ページを参照してください。 

♦ キヤノン製於外の CF カードを使用していませんか？ 

今キヤノン製 CF カードの使用をおすすめします。 （1 己 3) 


撮影画像のお認-操作 


画像を消去でをない 

♦ 画像にプ□テクトをかけていませんか？ 

吟プ□テクトを解除してください。 (109) 

撮影 年月日/時刻び正しく表示されない 

♦ 曰付/時刻が正しく設定されていますか？ 

日付/時刻を正しく設定してください。 （32) 

テレビに画像び表示されない 

♦ ビデオケーブルのプラグを根元まで差し込んでいますか？ 

今ビデオケーブルのプラグを、根元までしっかりと差し込んでくださ 
い。 (108) 

• ビデオ出力方式 （ NTSC / PAL ) が正しく設定されていますか？ 

今接続する機器と同じビデオ出力方式に設定ください。 (29) 
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エラ■コード表お 

カメラに異常び発生すると、表示パネルに trrxxJ び表示されます。エ 
ラーコードに応じて、下の対応を行ってください。 

頻繁にこのエラーコードび表示されるとさは、故障ですので 「xxJ の数値を 
控えて別紙の修理サービスご相談窓□にご相談ください。 

また、撮影直後にこのエラーコードび表示されたとさは、撮影されていない 
場合びありますので、〈囚〉ボタンを巧して画像を確認してください。 


エラーコード 

対応 

Err 01 

カメラとレンズの通信不良です。 

レンズの接点を清掃してください。 （7) 


CF カードに問題びあります。次のいずれかの対応を行っ 

Err 02 

てください。 CF カードの抜さ差しを行ラ。 CF カードを初 
期化する。別の CF カードに交換する。 

Err 04 

CF カードの容量びいっぱいです。不要な画像を消去する 
か、十分な空さ容量のある CF カードに交換してください。 

Err 05 

内蔵スト □ ボの自動ポップアップを阻害しました。 

〈臂〉スイッチ 〈OFF〉 一 〈ON〉 を行ってください。 


上記 iU 外の異常び発生しました。 

バッテ U —を抜さ差しを行つてください。 

他社製のレンズを使用すると、カメラやレンズび正常に 
作動でさず、このエラーび発生することびあります。 
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主なアクセサリー（別売） 

バッテリーパック BP -511 A 

大容量の U チウムイオンニ次電池パックです。 


垂 A AC アダプター キット ACK - E 2 

jW 家庭用電源キット （ AC アダプタ-、 DC カプラ-、 

^ 電源コード）です。 AC 1 日日〜24日 V に対応してい 



コンパクトパワーアダプター CA - PS 400 

目 P - 己]1 A 用の急速充電器です。1パックの充電所用 
時間は約]1日分、一度に2パックの取り付けびできま 
す。また、 DC カプラー DR -4 日日（別売）を接続する 
こともできます。 AC 1 日日〜24日 V に対応していま 
す。 



バッテリーグリップ BG - E 2 

目 P - 已11 A を2個、または単3形電池を6本装慎可能 
なバッテ U —グ U ップです。縦位置用シャッターボタ 
ン、電子ダイヤル、 AE □ック / FE □ックボタン 、 AF 
フレーム選択ボタンを装備しています。 


セミノ V — ドケース EH 17 -L 

カメラを保護するための専用ケ-スです。 

カメラに EF - S 17-8 已 mm F 4 -己6 IS USM (別売) 
を付けたまま収納することびできます。 



クリップオンタイプスト□ボ 

アクセサ U —シューに取り付けて使用するスト□ボ 
として、 EX シ IJ ーズスピードライトびあります。ス 
卜□ボなしの通常の撮影と同じ感覚で、 E-TTL II 自 
動調光撮影を行うことびでさます。 
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まなアクセサリー（別売) 




マク□スト□ボ 

近接撮影用スト□ボとして、 EX シ IJ ーズマク□スト 
□ボに種類）びあります。片側発光から、光量比 
制御まで、高度なライティングを E-TTL II自動調光 
で簡単に行うことびでさます。 


反 


U モートスイッチ RS -80 N 3 

超望遠撮影、マク□撮影、長時間露光（バルブ）撮影 
などにおける、カメラブレ防止に有効な U モートス 
イッチです。コード長は約8日 cm。 スイッチはシャッ 
ターボタン半巧し、全押しと同じ機能、およびレ U — 
ズ□ック機能を備えています。カメラへの接続プラグ 


はワンタツチ□ック式です。 


タイマーリモートコント□ーラー TC -80 N 3 

①セルフタイマー②インターバルタイマー③長時間 
露光タイマー④撮影回数設定機能を内蔵した、コード 
長約8日 cm の U モートスイッチです。時間は、 ] 秒か 
ら99時間已9分已9砂まで]秒単位で設定できます。力 
メラへの接続プラグはワンタッチ□ック式です。 

a 視度補正レンズ E 

内蔵の視度調整機能との組み合わせで、さらに調整 
範囲び広びる視度補正レンズ E び1日種類 (-4dpt 
〜 +3clpt) 用意されています。 




CF 力ード 

撮影した画像を記録するためのメモ U —力ードです。 
CF カードは、キヤノン製 CF カードの使用をおすす 
めします。 



PC カードアダプター 

CF カードをパソコンの PC カードス □ツトや、 カード 
U ー ダーへ差し込むためのアダプターです。 
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システムマップ 



CA-P%00 
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システムマップ 
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主な仕樣 — 

■型式 

型式 . スト□ボ内蔵、デジタルー眼レフレックス AF • AE カメラ 

記録媒体 .CF カード（タイプしII準拠） 

* マイク□ドライブ、26目し^(上の CFA- ド使用可 
撮像画面サイズ .22.5 X 1已 .0mm 

使用レンズ . キヤノン EF レンズ群 （EF-S レンズを含む） 

(有効撮影画角は、表記焦点距離の約].6倍に相当） 

レンズマウント . キヤノン EF マウント 

■撮像素子 

形式 . 高感度-高解像度大型単板 CMOS センサー 

画素数 . カメラ部有効画素：約820万画素 

総画素：約850万画素 

アスペクト比 . 3:2 

カラーフイルター方式…… RG 目原色フイルター 
□ ーパスフィルター . 固定式、撮像素テ前面に配置 


■記録形式 

記録フォーマット形式…… DCF2.0 : JPEG. および RAW 

記録画像形式 .JPEG. RAW (12bit) 

RAW + J PEG 同時記録...可能 

ファイルサイズ .(DLarge/Fine :約 3.6M 目 （3 已04 x 233目画素） 

(2) Lar 呂 e/Normal :約 1.8 M 目 （3 已04 x 2336画素） 

(3) Middle/Fine :約 2.2 M 目 （2 已44 x ] 696画素） 

(4) Middle/Normal :約].1 MB (2 已44 x ] 日96画素） 

(已) Small/Fine :約] .2 MB (1 728 x ]] 已2画素） 

(6) Small/Normal :約0.6 MB (1 728 x ]] 已2画素） 

(7) RAW :約狂 7 M 目 （3 已〇 4X2336 画素） 

* ファイルサイズは、被写体条件、 ISO 感度、現像パラメー 
ターなどにより異なる 

ファイル番号 . 通し番号、オートリセット 

色空間 .sRG 目、 Adobe RGB 

現像パラメーター . パラメーター1、2、セット]〜3 (任意設定した現像パラ 

メーターを3件登録可能)、モノクロ 


(3 已 04X2336 画素） 
(3 已〇 4X2336 画素） 
(2 已44 X ] 696画素） 
(2 已44 X ] 696画素） 
(1728X 1]已2画素） 
(1728X 1]已2画素） 
(3 已 04X2336 画素） 


被写体条件、 ISO 感度、現像パラメー 


インターフェース. 


■ USB 2.0 Hi-Speed (標準/ PTP 選択可能） 
ビデオ出力 （NTSC/PAL 選択可能） 


■ホワイトバランス 

種類 . 


種類 . オート、太陽光、曰陰、くわり、白熱電球、白色堂光灯、 

スト□ボ、マニュアル、色温度指定 
オートホワイトバランス...撮像素テを用いたオートホワイトバランス 
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まな仕様 


色温度補正 . ホワイトバランス補正： ] 段ステップ±9段 

ホワイトバランスブラケティング： ] 段ステップ±3段 
* ブルー/アンバーち向、マゼンタ/グ U —ン方向に補正可 
能 

色温度情報通信 . 対応 

■ファインダー 

方式 . ペンタプ U ズム使用、アイレベル式 

視野率 . 上下/左ちとわ9已％ 

倍率 .0.9 倍（已 0 mm レンズ • 〇〇 . - ] dpt ) 

アイポイント .20 mm 

視度調整範囲 .一 3.0 〜+ ] .Odpt 

フォーカシングスク U - ン...固定式、プレシジョンマット 

ミラー . クイック U ターン式全面八ーフミラー 

(透過：反射=40 : 60、ミラー切れ：目00 mm F 4 までな 
し） 

ファインダー情報 . AF 情報 （ AF フレーム、合焦マーク)、露出情報（シャッ 

ター速度、絞り数値、 AE □ック、露出レベル表示、部分測 
光範囲、露出警告)、スト□ボ情報（充電完了、赤目緩和ラ 
ンプ点打、八イスピードシンク □、 FE □ック、調光補正)、 
ホワイトバランス補正、連続撮影可能枚数、 CF カード情報 
被写界深度確認 . 絞り込みボタンによる 

■オートフォーカス 

方式 . CMOS センサーによる TTL - CT - S 旧ち式 

( TTL 二次結像位相差検出方式） 

測距点 . 9点 

測距輝度範囲 . EV — 0.已〜18 (常温 • ISO ] 00相当） 

フォーカスモード . ワンショット AF 、 AI ヴーボ AF 、 AI フォーカス AF 、 手動 

( MF ) 

AF フレーム選択 . 自動選択、任意選択 

AF フレーム選択表示 ........ ファインダー内スーノ くーインポーズと表示ノ（ネルによる 

AF 補助光 . 内蔵スト□ボ間欠発光ち式 

有効距離：中央部約 4 m / 周辺部約3.已 m 

■露出制御 

測光ち式 . 35分割 TTL 開放測光 

-評価測光（すべての AF フレームに対応） 

-部分測光（中央部-ファインダー画面の約9%) 

-中央部重点平均測光 

測光範囲 . EV 1 〜20 (常温-已 0 mm F 1.4 使用-に 0] 00ネ目当） 






















まな仕様 


露出制御方式 . プ□グラム AE (全自動、ポートレート、風景、ク□ーズ 

アップ、スポーツ、夜景ポートレート、スト□ボ発光禁止、 
プ□グラム）、シャッター優先 AE 、 絞り優先 AE 、 自動深度 
優先 AE 、 マニュアル露出、 E - TTLII 自動調光 

ISO 感度 . 簡単撮影ゾーン：自動設定 （ ISO ] 00〜400相当） 

応用撮影ゾーン： ISO ] 00、200、400、800、 1600. 

およびに03200相当の感度拡張び可能 

露出補正 . 手動：1/3、1/2段ステップ±2段 （ AE 目併用可能） 

AEB :1/3、1/2段ステップ±2段 

AE □ック . 自動：ワンシヨット AF • 評価測光時、合焦と同時に AE 

□ック 

手動 ： AE □ックボタン押しによる（すべての測光ち式で可能) 

■シャッター 

形式 . 電子制御式、フオーカルプレーンシャッター 

シャッター速度 . 1/8000〜30秒（1/3、1/2段ステップ)、バルブ 

X = 1/2已〇秒 

レリーズち式 . ソフトタッチ電磁レ U —ズ 

セルフタイマー . 10秒後撮影 

U モコン . N 3タイプ端テ U モコン巧応 

■内蔵スト□ボ 

形式 . U トラクタブル式、オートポップアップスト□ボ 

調光ち式 . E - TTLII 自動調光 

ガイドナンバー . 13 ( ISO ] 00相当 - m ) 

充電時間 . 約3秒 

充電完了表示 . ファインダー内スト□ボ充電完了マーク点打 

照射角 . レンズ表記焦点距離] 7 mm 相当の画角に対応 

FE □ック . 可能 

スト□ボ調光補正 . 1/3、1/2段ステップ±2段 

■が部スト□ボ 

EOS 専用スト□ボ . EX シ U —ズスピードライト使用時、 E-TTL II 自動調光 

シンク□端テ . あり 

画面サイズ対応ズーム ...... 対応 

■ドライブ関係 

ドライブモード .] 枚撮影、連続撮影、セルフタイマー （10 秒） 

連続撮影速度 . 最高約已コマ/秒 

連続撮影可能枚数 . JPEG * ( Large / Fine ) :約20枚 、 RAW :約6枚 

* 被写体条件、に0感度、現像パラメーター、 CF カードな 
どにより異なる 
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まな仕様 


■液晶 モニター 


形式 . TFT 式カラー液晶モニター 

画面サイズ .1.8 型 

画素数 . 約]].8万画素 

視野率 . 約] 000/〇 

輝度調整 . 已段階に調整可能 

表示言語 . 12言語 

■再生機能 

画像表示形式 .] 枚、撮影情報、9枚インデックス、拡大ズーム（約1.己倍 

〜] 0倍)、オートプレイ、および画像回転、ジャンプ 

八イライト表示 . 撮影情報表示のとさ、画像情報のない八イライト部分を点 

滅表示 


■記録画像のプ□テクト/消去 


プ□テクト . 1枚単位でプ□テクト、解除 

消去 .] 枚、または CF カード内全画像の単位で消去 

(プ□テクト画像を除く） 

■ダイレクトプリント機能 

対応プリンター . CP ダイレクト、目 ubble Jet Direct 、 および円 ctBrid 呂 e 

対応プ U ンター 

プ1」ント巧応画像 . JPEG 画像 （ DPOF 指定画像のプ U ントわ可能） 

■カスタマイズ機能 

カスタム機能 . 18種已〇項目 


■電源 

使用電池 . バッテ U - パック目 P - 已]] A 、 目 P - 已14、目 P - 已]1、 

BP -512.] 個使用 

* DC カプラー使用により、 AC 駆動可能 
* バッテ U —グ U ップ目 G - E 2 装着時、単3形電池使用可能 
撮影可能枚数 . [枚] 


温度 

I 撮影条件 I 

スト□ボ撮影なし 

已0%スト□ボ撮影 

常温 （+20 む） 

約] 000 

約700 

低温 （0 で） 

約7已〇 

約已已〇 


* フル充電のバッテ U - パック目 P - 已1 1 A 使用時 
バッテ U - チェック . 自動 

節電機能 . あり、設定時間（1/2/4/8/1已/30分）経過で電源切 
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まな仕様 


曰付/時計機能用電池 ....... CR 20] 目 U チウム電池、]個使用 

■大ささ-質量 

大ささ . 144 (幅） X 10 已.已（高さ） X 71 .已（奥行 ） mm 

質量 . 目8已吕（本体のみ） 

■動作環境 

使用可能温度 . ぴ C 〜+40む 

使用可能湿度 . 8已％し八下 

■バッテリーチャージャー CG - 已80 

充電可能バッテ U -. バッテ U - パック目 P - 已1 1 A 、 目 P - 己]4、目 P - 己11、 

BP -512 

充電時間 . 目 P - 已]] A 、 目 P - 已 ] 4 :約] 00分 

巨 P - 已]1、巨 P - 已] 2 :約90分 

定格入力 . AC ] 00〜24 0 V 

定格出力 . DC 8.4 V 

使用可能温度 . 〇で〜+40で 

使用可能湿度 . 8已％しツ下 

大ささ .9] (幅） X 目7 (高さ） X 31 (奥行 ） mm 

質量 . 1 ] 已呂 

• 記載データはすべて当社試験基準によります。 

参製品の仕様および外観の一部を予告なく変更することびあります。 
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英数字 


1画像ずつ指定 . 132 

] 枚撮影 . 70 

] 枚消去 . 110 

] 枚表示 . 101 

AC アダプターキット .......] 3, 20, ] 已2 

A-DEP . 80 

Adobe RGB . 已4 

AE . 72 

AE 巨 . 82 

AE □ック . 84,147 

AF フレーム . 6已 

AF 補助光 . 66 

A 巧ード . 62 

AI ヴーボ AF . 63 

AI フォーカス AF . 64 

Av . 76 

Bubble Jet Direct .124 

C.Fn .139 

CF 力ード . 7, 22, 112.] 已 3 

CP ダイレクト .121 

DCF .2 

DC ヵプラー . 13.20 

DPOF .129 

E - TTLII 白動調光 . 90,9已 

E - TTLII 調光方式 . 143 

EX スピードライト . 9已 

FEB . 9已 

FE □ック . 93,9已 

FP 発光 . 9已 

INFO . 60,101 

ISO 感度 . 47 

ISO 感度お張 . 141 

JPEG . 44 

M ( Manual ). 78 

MF . 68 

MWB .49 


NTSC . 

P ( Pro 呂 ram ) 

PAL . 

Piet 目 ridge ..... 

PTP . 

RAW . 

RAW + JPEG .. 

sR 白巨 . 

Tv . 

W 巨-巨 KT . 


29, 108 

.72 

29, 108 
.……. 117 
.…….114 

. 4已 

. 44 

. 已4 

. 74 

. 已2 



アイ ピースカバー .15. 87 


アイ ピースカバー .15. 87 

赤目緩和機能 . 92 

アクセヴ U — .] 已2 

アクセスランプ . 23 

圧縮率 . 44 

イメージゾーン . 12 

色あい . 已6 

色温度 . 已〇 

色空間 . 已4 

色の濃さ . 已6 

インターフェースケーブル . 3 


インデックス . 130 

インデックス表示 . 103 

液晶の明るさ . 100 

液晶 モニター . 7, 30 

エラーコード表示 .] 已] 

応用撮影ゾーン . 12 

オートパワーオフ .24. 31 

オートプレイ . 106 


才ート U セット . 已9 

才 U ジナル画像 


判定用データの付加 . 144 



カードなしレ1」ーズ . 88 


回転表术 


107 
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索引 


外部スト□ボ . 9已 

拡大ズーム表示 . 104 

拡張テ . 44,已9 

各部の名称 . 8 

カスタム機能 . 139 

カスタム機能一括解除 . 138 

家庭用電源 . 20 

カメラ設定初期化 . 30 

カメラ設定内容表示 . 60 

カメラダイレクトプリント..1 13. 135 

カメラの構え方 . 36 

簡単撮影ゾーン . 12 

記録画質 . 44 

ク□-ズアップ . 40 

言語 . 31 


シャープネス . 已日 

シャッター速度 . 74 

シャッターボタン . 24 

ジャンプ表示 . 10已 

充電 . 16 

手動ピント合わせ . 68 

仕様 . 156 

消去 . 110 

初期化 . 112 

白黒画像 . 己7 

シンク□タイ S ング . 143 

シンク□端テ . 96 

スーパーインポーズ表术 . 142 

スタイル . 121，124 

スタンダード . 130 


現像処理 . 4已 

現像パラメーター . 已己已目 

ら焦マーク . 11 

コントラスト . 已目 

再生 . 101 

再生系 . 27, 29 

撮影画角 . 147 

撮影画像の確認時間 . 98 

撮影可能枚数 . 19, 4已 

撮影機能の組み合わせ一覧 . 146 

撮影系 . 27, 29 

撮影情報表示 . 102 

撮影モード . 12 

撮像素テの清掃 . 34 

サブ電子ダイヤル .14. 26 

システムマップ .] 已4 

自動回転表示 . 99 


ストラップの取り付けち .] 已 

スト□ボ . 90,9已，96 

スト□ボ調光補正 . 94, 9已 

スト□ボ同調速度 . 139 

スト□ボ発光禁止 . 41 

スポーツ . 41 


セイフテイシフト . 143 

設定解除 . 29 

セットアップ系 . 27, 29 

セルフタイマー . 42, 70 

全巧し . 24 

全画像指定 . 134 

全画像消去 . 111 

全麵 . 38 

測光モード . 69 



タイマー機能 . 14 

ダイレクトプリント . ]]3,13已 


自動再生 . 106 

白動選択 . 6已 

視度調整 . 36 

絞0数値 . 76 


縦横自動回転表示 . 99 

中央部重点平均測光 . 69 

調光補正 . 94, 9已 

長時間露光 . 8已 
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通信設定 . 

電源スイッチ ...... 

扇了な 

巧了 H . 

通し番号 . 

ドライブモード.. 

卜 US ング ......... 

内蔵スト□ボ .. 

任意選択 ......... 

ノイズ低減 ..... 

八イスピードシンク □. 

八イライト警告 . 

バッテリー .16. 

バッテ U —チェック . 

バッテ U —チャージャー . 

バルブ . 

半押し . 

ミ凡用スト□ボ . 

ピクトブリッジ . 

被写界深度確認 . 

ヒストグラム . 

曰付/時刻の設定 . 

曰付/時計用電池の交換 ......... 

ビデオケーブル . 

ビデオ出力 . 

評価測光 . 

表示パネル . 

表示パネル照明 . 

ファームウェア . 

ファイル番号 . 

ファインダー . 

フィルター効果 . 

耐胃 . 


フ ォーカ スモ ー ドスイ ツチ ........ 62.68 

フ オー カス □ツク . 67 


調を_ 


.58 


フオ J レタ . 已9 

付属品 . 3 

部分測光 . 69 

ブラケティング順序 . 141 

プ U ント指定 . 129 

プリント枚数…]]幻122,12已，132 

プ□グラム AE . 72 

プ□グラムシフト . 73 

プ□テクト . 109 

ペーパー設定 . 117 

ポートレート . 40 

保護 . 109 

ホワイトバランス . 48 

ホワイトバランスブラケティング ..... 已2 
ホワイトバランス補正 . 已] 

マニュアルフオーカス . 68 

マニュアルホワイトバランス . 49 

マルチコント□ーラー .14. 26 

S ラーアップ . 86 

メイン電子ダイヤル . 14, 2已 

メニュー画面 . 27 

メニュー機能 . 29 

モードダイヤル . 12 

モノクロ . 已7 

夜景ポートレート . 41 

レンズ .7. 21 

連続撮影 . 70 

連続撮影可能枚数 . 46 

露出設定ステップ . 140 

露出補正 . 81 

ワイヤレス多打撮影 . 9已 

ワンショット AF . 63 
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Cation 

キヤノン株式会社 

キヤノン販売株式会社〒]日 8-8 日]]東京都港区港南 2- 1 6-6 


お客様相談窓 □ 


製品の取り扱い方法、修理サービスについては、機種名をご確認のラえ、お買い 
上げの販売店、または別紙の各相談窓口にお問い合わせください。 


アフターサービスについて 


1. 保証期間経過後の修理は原則として有料となります。なお、運賃諸掛かりはお 
客様にてご負担願います。 

2. 本製品の補修用性能部品（製品の機能を維持するために不可欠な部品）は、曰 
本国内において、製造打ち切り後7年間を目安にイ呆有しています。したびって 
期間中は原則として修理をお受けいたします。なお、故障の原因や内容によっ 
ては、期間中でち修理び困難な場合と期間後でを修理び可能な場合びあります 
ので、その判定につきましてはお買い上げ店、または別紙の修理サービスご相 
談窓口にお問い合わせください。 

3. 修理品をご送付の場合は、見本の撮影データやプ U ントを添付するなど、修理 
箇所を明確にご指示のラえ、十分な捆包でお送りください。 


キヤノンカメラサイトのご案内 


キヤノンデジタルカメラのホームページを開設しています。インターネットをご 
利用の方は、お気軽にお立ち寄りください。 

キヤノン株式会社/キヤノン販売株式会社 
canon.jp/eos-d 


この使用説明書は、2004年8月に作成したをのです。それ降に発売された 
アクセヴリー、レンズとの組み合わせにつさましては、別紙のお客様相談セン 
ターにお問い合わせください。 

攝 U チウムイオン電池の U サイクルにご協力ください。 


CT 1-5168-000 
0000 NiO.O 


© CANON INC. 2004 


PRINTED IN JAPAN 







